
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　前回までのカレンさんと僕

職権濫用する女騎士が可愛い

大好きが言えない女騎士が可愛い

こっそり彼氏の職場に潜り込む女騎士が可愛い

嫉妬してすごいことになる女騎士が可愛い

水も滴る女騎士が可愛い

幼女を慈愛で包み込む女騎士が可愛い

エピローグ　年下彼氏の子供が欲しい女騎士が可愛い

あとがき
















Illustration：あるぷ

Design Work：伸童舎







[image: プロローグ　前回のカレンさんと僕]







　普段は気高い鬼の騎士隊長、でも、僕の前では意外にポンコツ、初心うぶ、純情乙女、などなど、二十九歳という年齢を全く感じさせない、かわいい要素満載のカレンさん。

　そんな美人の年上エリート女騎士さんに恋をした、僕、新人騎士のハルは、なんとかカレンさんとお近づきになりたいと、夜の隊長室で、遠征先のお宿で、やりすぎとも言えるほどのアプローチ。

　迷惑であることも承知の上でしたが、カレンさんも実は満更でもなかったようで、次第に近づく僕とカレンさんの距離。

　初めてのキス、初めてのデート。

　ばっちり（かどうかはわかりませんが）決まって、そろそろ告白をというところで、やはり壁はつきものなのか、恋路をふさぐ障害の数々。




　僕につきまとう魔眼の女魔術師。

　ちょっと過保護なカレンさんのお父さん。

　謎に包まれた僕自身の秘密。




　一時は障害の存在に戸惑い、喧けん嘩かし、仲なか違たがいしてしまったカレンさんと僕。

　しかし、カレンさんの親友であるマドレーヌさん、同期でライバルのマルベリ、僕のことを信頼してくれるエルルカ様……仲間の支えもあって困難を乗り越えた僕たちは、ついに結ばれることに。本当によかった。

　ということで、早速、これからの『来るべき日』に備え、同どう棲せい生活の準備を進める僕たちだったのですが。




　姫様『ハル様……申し訳ありませんが、来週からしばらくの間、この子たち二人のいる国の騎士団、その指揮官になっていただけないでしょうか？』




　と他国への赴任をいきなり言い渡されてしまいました。

　ようやくこれからイチャコラできると思ったところでの長期出張。

　仕事ですから仕方ないとは思うのですが、果たして、その話を受けたカレンさんの胸中はいかに。

　ということで、続きです。







「隊長……城の周りを百周、走り込み終わりました」

「よし、準備が済んだなら、次は素振り千本だ。ほら、ぼさっとしてないで早くしろ、早く！」

　日がようやく昇り始めようかという朝から、早速僕は限界まで追い込まれていました。

　走り込みの時点ですでに倒れそうですが、カレンさん的に言えば、走り込みは『準備』で、素振りからようやく『準備運動』になるそう。

　あと、この後は普通に仕事があります。

「カレンさん……全然優しくない」

　一、二、と素振りを始めつつ、僕はぼそりと呟つぶやきました。

　せっかく恋人になったのだから、仕事中でもさりげない触れ合いとか、欲しいです。

「──おい、」

「いっ……!?」

　と、そんな気持ちを見透かしたように、カレンさんは僕のお尻しりを棒で叩たたきました。手加減はしているでしょうが、それでも、お尻のお肉がもう二つぐらいに割れそうなほど痛いです。

「気が緩んでるぞ、ハル。もう千本追加されたいか？」

「が、がんばりますっ！」

　他の同僚には言わないことでも、僕に対してはまったく遠慮がありません。

　仕事と私生活を切り離し、恋人関係であることは持ち込まないのは当然ですが、それにしても今日は一段と極端です。

「はあ、はあ……隊長、素振りも終わりました」

「ふん……まあ、いいだろう」

「よかった……では、これから着替えて仕事のほうに」

「ん？　なにを言っているんだ？」

　そう言って、カレンさんが棒を僕の前に突き出してきました。

　同僚たちはこれで終わりのようですがどうやら、また僕にだけ追加があるようで。

「お前はこれから私と特別に戦闘訓練だ。……その緩んだ気を、今一度引き締めなおしてやる」

「うう……」

　鬼の騎士隊長は、関係性が変わっても相変わらず健在のようです。




「ふへぇ、ふへぇ……し、しぬぅ」

　居残り訓練という形で一時間ほど打ち合った後、ようやく僕はカレンさんのしごきから解放されました。

　打ち合った、というか僕が一方的にやられたのですが。

「でも」

　鎧よろいを脱いで、自分の体をぺたぺた触って体つきを確かめました。

「体、大分鍛えられてきたかな」

　入隊した当初は、痣あざが残るぐらいに痛みがありましたが、だんだんと筋肉がついて丈夫になってきたのか、今は多少赤みがさす程度。

　カレンさんのしごきは厳しいですが、やる分だけ、成長している実感が湧くのです。

「ハル、ちょっといいか？」

「隊長」

　物陰で一人着替えていると、カレンさんが僕のほうへ近づいてきました。

　走り込みも素振りも同じ量をこなしたはずなのですが、カレンさんは息ひとつ上がっている様子はありません。そして綺き麗れい。

「すまん。今日はその、ちょっとやり過ぎてしまって」

「何かあったんですか？」

「……ん」

　浮かない顔をして、カレンさんが頷うなずきます。

「その……訓練前に部下たちの話が遠くから聞こえてきて。『隊長、最近ハルと付き合いはじめたから、彼氏に甘くするために訓練も楽になるんじゃないか』って。『んなわけねえだろ、だって隊長だぜ？』って、冗談っぽく終わったから、気にしないようにしてたんだが……つい」

　僕とカレンさんが恋人関係であることは、隊の皆全員が知っていることです。

　というか、アンリさんを倒した後、二人一緒に恋人つなぎで手を握って、お互いがお互いを思い合うように視線を絡ませて仲なか睦むつまじく登場したんですから、言い訳のしようもありませんし。

　しかし、理由はわかりました。

「そんなの、気にしなくていいと思うんですけどね。堂々としていれば」

「それはそうなんだが」

　しかし、冗談を言っていた誰かについては、あとで調査をさせていただくとします。

「ところで隊長、最近妙に体の調子が良くなってませんか？　さっきの訓練も」

「ん？　ああ、お前と付き合い始めてから、妙に体のキレがいいかもな。……その、」

　僕の顔をちらりと見て、続きを言わないカレンさん。

「その、なんですか？」

「いや、なんでもない。忘れてくれ」

　はぐらかされました。しかし、引き下がりません。

「聞かせてください。たとえ恥ずかしい言葉でも、ここでなら僕以外には聞かれませんし。もちろん言いふらしたりもしませんから。二人だけの秘密です」

「二人だけの秘密……まあ、約束を守ってくれるなら」

「はい、誓います」

「それなら、言うけど」

　渋々ながらも、カレンさんがぽつりと言いました。

「……い、の力かなって」

「え？　『い』の力ってなんですか？」

「っ……！　だ、だからっ、その」

　きょろきょろとあたりを見回し、隊の皆がいないことを確認したうえで。

「あ、愛の力、なのかなって……」

「……んふ～」

　良きです。

　恋人になる前も、なった後も、カレンさんはずっと可愛いです。

　いや、もしかしたら、さらにパワーアップしているかも。

　こんな顔を見せてくれるのは、もちろん僕の前でだけです。

「そう言っていただけて嬉うれしいです。僕も頑張った甲斐かいがあったというか」

「ん？　頑張った？」

「はい。カレンさんの動きの調子がいい理由って、実は」

「──これは」

　僕が指をくるくると回した瞬間、カレンさんの首元に、小さな魔法陣が出現しました。

「もしかして、強化魔法をかけていたのか？」

「はい。新しく考えた魔法なんですが、相手がそばにいなくても、遠隔操作かつ永続的に強化魔法をかけていられるという。もちろん、その分だけ魔力は消費しますが」

　カレンさんの動きがよかった理由は、各種強化魔法をかけていたためです。

　愛の力（魔法）、というわけで。

「……ハル？」

「はい」

「それはちょっと重い」

「……はい」

　というわけであっさりと魔法は解除となりました。

　ちなみに、僕がかけていた強化はほんの微弱なもので、動きが劇的に変わるようなことはない──それだけ、こっそり付け加えさせていただきます。やっぱり愛の力か。

「まったく、お前は油断も隙も無い……魔法陣だって、私に気づかれずいつ仕掛けたんだか」

「カレンさんが寝てる時に、こっそりですね。首にキスした時なので、もしかしたら、それで気づかなかったのかも」

「[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「大丈夫ですよ、もう跡消えてますから」

　その時のことを思い出して、頰を染めるカレンさん。

　恋人同士になっても、時折みせてくれる初々しい反応……できればこれからもそばで見ていたかったのですが。
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「…………」

　城の地下にある王都近この衛え騎士団第四騎士分隊詰め所。

　黒の鷹たかを隊のシンボルとし、通称『ブラックホーク』と呼ばれている部隊が務めるその場所は、今、重苦しい雰囲気に包まれていました。

　詰め所には、遠方への任務などを理由に出席することができない騎士たち以外、全て集められています。

　現場に駆り出されることがほとんどで、普段は静かなのですが、今は屈強な男たちの熱気がむんむんです。

　僕もカレンさんとの訓練で鍛えてはいますが……成長期はとうに通り過ぎてしまっているようなので、諸先輩方のようにはなれません。

「……なあハル、おい、おいってば」

「？」

　そんな声とともに、脇腹を誰かに肘ひじで小突かれました。野太い声の諸先輩方に較べると、僕のように少年っぽい感じです。

　そちらに顔を向けると、明るい栗くり毛げ色をした髪の少年がいました。

　顔は……まあ、別にどうでもいいでしょう。普通です。普通。

　あとは耳がとがっているくらい。

「心底どうでもいいって顔してんな。わかってたけど。カレン隊長とか副隊長以外にマジで興味示さないよな、お前って」

「え？　そんなことないですよ～。えっと、あの……」

「タックだよ、タック！　お前より二年も先輩の！　入隊したての時とか、ほんの少しだけど、仕事のこと教えたこともあったろうが！」

「あ！　そ、そう、そう？　でしたね……？」

「……もういい」

「冗談ですよ、先輩」

　凹へこみ気味になったところで、僕はフォローをいれました。

　カレンさんのことでいっぱいになった記憶の引き出しから零こぼれ落ちる寸前、わずかに残っていたので大丈夫です。

　僕の隣に座っているのは、タック先輩。

　配属されてもすぐにリタイアすることの多いブラックホークの若手の中で、珍しく残った優秀（社畜的な意味で）な人です。入隊したばかりの僕に次いで、おそらく二番目に下っ端の方。

　特徴的な耳からも判断できますが、タック先輩は半分エルフの血を引いており、大剣や斧おのといった重量物をぶんぶん振り回す諸先輩方とは違って、弓の扱いが得意。

　って、最初の自己紹介の時に聞いたような、聞かなかったような……。

「まあ、それはもういいとして……で、訊ききたいんだけど」

「？　なんでしょう」

「緊急会議をやるからってのは知ってるけど……今日のウチの大将ボス、なんで秘密組織の親玉みたいな座り方してんだ？」

　緊急会議は、隊長の召集によって分隊単位で開かれ、何かがきっかけで隊員の数が著しく減った時や、隊長や副隊長がいなくなった時など、隊の運営に何か大きな問題があった時に開かれる話し合いのことです。

　いつもは詰め所になんかいない諸先輩方がいるのも、そのせいだったりするのですが──。

「まあ、それは隊長がこれからお話ししてくれると思いますけど……えへ」

「…………うわぁ」

　僕の反応に対し、そんなドン引きで返してくれたタック先輩。

　ですが、さっきも言った通り、この状況、僕がそんなふうに気持ち悪くなってしまうのも、致し方なかったのです。

「みんな、大事な話がある」

　それまで両手を前に組んだ状態で黙り込んでいたカレンさんが、ゆっくりと口を開きました。

　ちなみに、僕が復帰して以降、仕事は相変わらず大変ですが、仕事終わりに軽く吐血するぐらいで、ブラックホークに影響はありません（※個人の感想）。

「わた……じゃなくて、ウチの隊のハルが、来週からしばらくの間、他国へ派遣されることになった。隊長代理として、だ」

（え……マジで？）

　タック先輩のひそひそ声に、僕は小さく頷きます。

「渡航前日に送別会を行うのはいつも通りのことだが、その前に、ハルが抜けた後の仕事の分担を決めなおす必要がある」

　その言葉に、威勢のいい男たちが黙り込んでしまいました。

　それもそのはず、任務の選定、配置、武器の整備やその他道具の補充などの備品の管理、および月々のお給料の計算などなど……細かい事務仕事を、皆、押し付けられたくないからです。

　普段はマドレーヌさんおよび僕が全部やっていたのですが、長期出張ともなれば仕方がありません。

「仕事は副隊長と相談して皆に均等に割り振る予定だが……もし優先して割り振って欲しい仕事があるなら、こちらの紙に名前を書き込んでくれ」

「ってことは、やっべっ……！」

　カレンさんがそう言うと、タック先輩を始めとして、多くの戦いの経験を積んだ騎士たちが、皆、こぞって一枚の紙に殺到します。

　事務仕事、と一口にいっても、比較的楽なものとそうでないものがありますので、皆自分にかかる負担を軽くしたいのは当然のこと。

「隊員全員の給与計算……やべえ、間違えて低く計算したら家庭持ちの先輩たちにぶち殺されちまう」

　多くても少なくても、結局はめちゃくちゃ怒られるんですが。

「全員、記入は終わったな？　では、少し早いがこれで会議は終了として──」

「カレン、ちょっといい？」

　隊員の方たちの署名でびっしり埋まった紙を抱えて、そそくさと隊長室に戻ろうとしたカレンさんを引き留める副隊長、つまりはマドレーヌさんの声が。

「さっきから黙って見てたけど……なんでソレ、住所とかまで書かせてるのかしら？」

「うっ」

　マドレーヌさんの指摘に、ぎくり、とわかりやすく硬直するカレンさん。

　そうです。仕事の割り振りで名前以外の個人情報なんて必要ないのに、なぜかカレンさんの手にある紙はそこまで書くように欄が用意されていました。

　まるで、何かの嘆願を上にするための署名のような。

「な、なんだよマドレーヌ……隊長がやることに何か文句でも？」

「あん？」

　その瞬間、それまでニコニコしていたマドレーヌさんの表情が、急に闇落ちしたかのように豹ひよう変へんしました。

　カレンさんに向けられたはずですが、周りも思わずすくむほど怖いです。

「隊長がヘンな方向に暴走しないよう、きっちり陰でコントロールするのも副隊長としての役割よ。……で、みんなに書かせたソレ、本当はなに？」

「え、いや、その……」

「今なら怒らないから。ほら、我慢しないでさっさと白状しな？」

　顔を近づけてすごんでくるマドレーヌさんに、カレンさんですらもタジタジでした。

「──最初はわりと穏やかそうだと思ったけど……蓋ふたを開けてみるとなにげにやべえよな、あの人も」

　タック先輩の呟つぶやきに、僕はニコニコしたままの表情、かつ無言を貫きました。

　この一件から、マドレーヌさんは【悪魔の副隊長】として分隊内でカレンさん以上に恐れられることになるのですが──それはまた別のお話です。







「──だって、ハルだぞ？　ハルがいなくなっちゃうんだぞ？　久しぶりに隊に定着した新人で、ブラックホークのマスコット的存在で、こなす仕事量も私に匹敵する、いなくなっては困る人材なんだぞ？」

　会議を一いつ旦たんお開きとして、カレンさんを隊長室へ引っ張ると、ようやくカレンさんが本音をポツポツとこぼし始めました。

　部屋には僕、カレンさん、マドレーヌさんの三人だけ。

　部下に対しての威厳を見せつける必要もありません。

「言ってることは理解できるわよ。今でさえハルがいるからなんとかやれてるっていうのに、そのハルがいなくなるのは大変よろしくないってのはね」

「そ、そうだろう？　分隊長として冷静に、客観的に見た上での意見だろう？」

「そうね。私もアンタと同意見だけど本音は？」

「もっとハルと恋人らしいことがしたい。いなくなるのは嫌だから、適当に理由をつけてみんなの署名を集めて姫様にお願い──」

「職権濫用ッ！」

「げふっ!?」

　マドレーヌさんから繰り出されたお叱りの一撃が、カレンさんの頰を見事にとらえました。

　僕もカレンさんと離れるのは嫌ですが……あっさり本音を漏らしすぎです。

「あの、お三人とも……今、よろしいですか？」

　と、ノックとともに控えめな少女の声が僕たちを呼びました。

　礼儀正しい声の主は、僕の記憶にもようやく残……あれ？　この子の名前、名前……。

「マルベリ！　ハル、さすがにそれはひどくありませんこと？」

　マルベリです。どうやらまた『？』な顔をしていたようで。

「いいよ、おいで。ちょうどカレンのお説教も終わったところだから」

　そう言ってマドレーヌさんがマルベリを引き入れたところで、ふと、彼女の鎧よろいに目が留まりました。

　腕のあたりに、おなじみの黒い鷹のシンボルが見えたのです。

「あれ？　マルベリ、どうしてウチのなんかつけてるわけ？」

「どうしてってそんなの……あ、もしかしてハルはまだご存じありませんの？」

「？　僕はまだ何も」

「っと、そう言えばハルにはまだ報告してなかったっけ」

　思い出したように言って、マドレーヌさんが隊長室の資料棚から、一枚の隊員の履歴書を取り出しました。

　姫様、総隊長、分隊長とそれぞれ承認の印が押されたものには、

『本日、●◇の月、第▲の日をもって、騎士マルベリを第四分隊所属とする』

　と記されていたのです。

「ハルがあっちに行くのはなんとなくわかってたからね。その穴埋めってわけじゃないけど……総隊長に『ウチに欲しい』ってお願いしたの」

「お願いされましたわ！」

　えっへん、とマルベリ。

　とまあ、無駄にどやっている人は放っておくとして、ブラックホークに補充の人員なんか絶対にないとばかり思っていましたので、彼女のことは意外です。

　しかも、マドレーヌさんともカレンさんともすでに顔見知りのマルベリですから、二人についていれば、隊の雰囲気になれるのは早いでしょう。

　生まれながらのお嬢様ですが、それに似合わず根性もあり、また能力自体も悪くないので、よくよく考えると最適な人材かも。

「同じ隊になれて、ようやくこれで勝負が、と思いましたが……その矢先に他国へ出張だなんて。ハル、あなたって人は本当に持っておりませんのね」

「奇遇だね。僕もそう思うよ」

　正直、誰かに代わって欲しいぐらいです。

「ん～、でも、そんなに嫌なんですの？　同盟関係にある他国の騎士団に指揮官身分として派遣だなんて、近この衛え騎士団としては、わりと普通の出世コースですのに」

　マルベリの言う通り、ルートがはっきりと決まっているわけではありませんが、近衛騎士団内で出世していくためには、他部隊などに異動しつつ、役職を上げ、最終的に分隊長やエルルカ様直属の本隊へと昇進していきます。

　もちろん、カレンさんも同じようにして分隊長になっています。

　なので、今回の僕のケースもそれに当たるのですが……『代理』というのが気になります。

　しかも、なぜか新人の僕が、です。異例であることに間違いありません。

「カレン、このことは総隊長おじさんに訊いてみた？」

「当たり前だ。これに総隊長おとうさんが関わっていないわけがないと思ったから、それはもう真っ先に」

「で、答えは？」

「『上からの要請なので何とも言えん』と──」

「微妙な言い回しを……もう、おじさんったら」

　上、ということはつまり姫様しかいません。

　姫様は僕のことを非常に買ってくれているので（第二夫人とか言いだしてくるのはアレですが）、おそらく、姫様が派遣を決めたのは間違いないでしょう。

　でも、僕とカレンさんの仲を応援する立場に（多分）いる姫様が、果たしてそんなことをするでしょうか。

「今さら決定を覆すこともできないけど……詳しい話は姫様から直接聞くとしましょうか」

　突然降りかかった長期出張への不安はともかくとして、それより気がかりなのは、やはり今後のカレンさんとのお付き合い。

　王都と、そこから遠い南の島国。

　……遠距離恋愛、上手うまくいってくれればいいのですが。







「あ、そうだ。ハル、ちょっといい？」

　仕事の割り振りを終え、今後、結局僕の代わりに主な事務仕事を引き受けてくれるマルベリのため引き継ぎの書類を作っていると、マドレーヌさんに声をかけられました。

　カレンさんはマルベリとともに仕事で外へ出ていますので、隊長室には、今、僕とマドレーヌさんの二人きりです。

　秘密の話をするにはちょうどいい状況。

「で、最近カレンとはどう？　上手くいってる？」

「えっと、まあ、おかげさまで」

　言うまでもなく、交際は『一応』順調でした。

　カレンさん……鍛錬は厳しいですし、仕事の鬼なのは相変わらずですが、プライベートとの切り替えはしっかりできています。

　二人きりの時は、やることはちゃんとやってるつもりですし。

「それは『あっち』のほうも？」

　あっち、ということは、つまり。

「それはその、ぼちぼち？　というか……」

「してないのね」

「はい」

　あっさりバレました。私生活の欲求不満と仕事の態度はちゃんと分けようと、個人的には気を付けていたのですが。

「やっぱり。ハルってさ、わりとウチの旦だん那なと似たような反応するんだよね……『溜たまってる』時の顔がそっくり」

「わかっちゃいますか？」

「当たり前でしょ。ハルだって、一皮剝はいじゃえばやりたい盛りの若い男なわけだし。しかも、付き合い始めで一番盛り上がってる時期だから、それで『お預け』だとねえ」

　そうです。カレンさんとお付き合いを始めた……そのことは良いのですが、マドレーヌさんのいう『あっち』方面は、ちょっとご無ぶ沙さ汰ただったり。

「はあ……本当、アイツったらなにやってんだか。相変わらずというか」

　親友のことを憂うマドレーヌさんが、呆あきれた表情でため息を一つ。

「すいません、僕がふがいないばかりに……」

「ハルが謝ることじゃないわよ。悪いのは全部、若い男の欲望を受け止めきれない年増女カレンなんだから。せっかくあることないこと吹き込んで楽しん……焚たきつけてやってんのに」

　マドレーヌさんのお節介はともかくとして、来週の出発までにはそこらへん何とかしておきたいところです。

　本音はただ単にカレンさんとエッチなことをしたいだけなのですが、でも、僕にとっては重要なことです。

　はてさて、どうしたものか。







　そうして週が明け、出発日の前日。

　赴任を明日に控えた僕のため、ささやかなものではありますが送別会が催されました。

　参加者は僕を除くと、カレンさん、マドレーヌさん、そしてマルベリのいつもの面子メンツ。

　タック先輩以下、他の諸先輩方にもできるだけ参加してほしかったですが、会議で後回しにしていた仕事がいっぱいだったため、さすがにそちらは見送るしかありません。

　ということで、ブラックホーク御ご用よう達たしのいつもの酒場で、丸テーブルを四人で囲んでいるわけですが。

「…………」

「…………」

　僕らの座るテーブルには、沈ちん鬱うつな空気が漂っていました。

　その原因は、もちろん、僕の隣で大きなジョッキに口をつけてお茶を飲むみたいにじゅるじゅるとお酒をすすっていらっしゃる、我が隊の隊長であり、そして今は僕の彼女でもあるお人でした。

　会が始まってまだ間もないですが、もう相当に飲んでいらっしゃいます。それこそ、普段から飲みにつきあっているマドレーヌさんが苦い顔をするほどに。

「カレン隊長、そんなに気落ちなさらないでください。ハルにとっても出世の大チャンスなわけですから、余計な心配をかけさせないよう、気持ちよく彼を送り出して差し上げませんと」

　その様子を察したマルベリがなんとかフォローを入れようとするも、カレンさんから返ってくるのは『ううぅ……』『あぁぁ……』とかいう謎の呻うめき声ばかり。

　他の先輩方がいる場では努めて平静を装っていましたが、ここは気の置けない存在の僕たちだけのいる場。なので、だらしなさ全開でした。

「ハルは出世なんてしなくていいんだ……ずっと私の下で私と一緒に働いていればいいんだ……いや、むしろ私が養ってやるんだ……」

　唐突にヒモを容認するカレンさんですが、それはカレンさんの彼氏としてお断りさせていただきます。

　僕は、どちらかと言えばカレンさんのほうに家庭を守ってもらいたいタイプです。

　仕事でバリバリ働くカレンさんも素敵ですが、お家うちで旦那さんの帰りを待つ専業主婦のカレンさんも、ちょっとだけ見てみたかったり。

「っていうかさ、カレン。ちょっと訊ききたいことがあるんだけどいい？」

「んぁ？　なんだよマドレーヌぅ……また私にお説教か？　最近めっきりお説教ババアキャラが板についてき──」

「　あ　　？　？　？　」

「あっ、冗談ですすいません」

　蛇のような眼光で睨にらみつけた鬼の副隊長に、一応は上司であるはずのカレンさんが一瞬で縮こまりました。こわい。

「ったく……ところで質問に戻るけど、カレン、アンタなんでハルにエッチさせてやらないの？」

「ブゥゥゥゥゥゥゥゥ!!!!????」

　気を取り直してからのド直球に、カレンさんは口に含んでいた黄金色の液体を勢いよく噴出しました。鍛錬によって強化された肺活量から繰り出される綺き麗れいなアーチは、もはやこの酒場の名物といっても過言ではありません。今日も虹にじがきれい。

「お、おま……こんな公共の場でいきなり何を言いだすかっ!?」

「このぐらいの話、ってか猥わい談だん？　なら別に普通でしょ、ガキじゃあるまいし。で、それよりなんで？　なんでヤらせないの？　恋人なんでしょ？　付き合いたてなんでしょ？　ねえ、なんで??」

「いや、なんでって……その、言われましてもぉ……」

　マドレーヌさんの追及に、カレンさんは口をもごもごさせることしかできません。

　仕事に追われているとはいえ、職場は一緒。そばに居る時間は長いのです。

　二人で組んで数日の遠征に行くこともあったので、その際の宿とかでしようと思えば出来たのです。

　出来たのですけど──。

「何？　アンタ、親友の私に隠し事するワケ？　今まで色々と相談に乗ってやったりした恩を仇あだで返すワケ？」

　うーん、なんだか心なしかマドレーヌさんもいつもより言葉遣いが荒いような気がします。マドレーヌさんも相当飲んでいるようで。

　実はマドレーヌさんのほうも家庭で色々あったり……なんて、絶対訊けませんけど。

「そ、そういうわけじゃない！　そうじゃない、んだけど……」

　ふと、カレンさんが僕の方へと上目遣いを向けてきました。

　助けて欲しそうな、潤んだ瞳ひとみ。

「えっと、マドレーヌさん。その話はこの場ではちょっと……ほら、マルベリとかもいますし──」

「私は一向に構いませんけど」

「え？」

　目もく論ろ見みは即崩れました。

　見るからに純情そうなのにつけ込んで、話を上手くはぐらかそうと思ったのですが。

「な、なんですの、そんな空気読めない人を見るみたいに……今日は無礼講の場でもあるのですから、多少の猥談ぐらいで眉まゆを顰ひそめるようなこと、私は致しませんわ！」

　と言いつつ鼻息を荒くしてテーブルに身を乗り出しています。興味津々か。

「ほらカレン。酒の勢いに任せてゲロっちゃいなさい。私だってそう胸を張れたもんじゃないけど、アンタたち二人より経験値は上なんだから」

「……笑わないか？」

「笑わない。できたてホヤホヤ、それもお互い初めての男女交際となれば、くだらなくても悩みの一つや二つはあることぐらいわかってるから」

「……そ、それじゃあ」

　もう一度こちらへと視線を向けたカレンさんに、僕は頷うなずきました。さすがにここで言わないわけにはいかないでしょう。

　それに、ここで言っても言わなくても、マドレーヌさんにはいずれは気づかれそうな気がしますし。

　僕の了承も得たところで、カレンさんは俯うつむき加減に、目を泳がせながら、

「実はその……痛くて」

　ぼそりと。

「えっ？」

　カレンさんの言葉に、ぽかんと口を半開きにさせたのはマルベリでした。彼女にはあまり伝わらなかったようです。

　一方のマドレーヌさんはというと、呆れ顔でした。

「確かに『もしかしたらそうかな？』とも思ったけどさぁ……アンタ、本当にそんなクソくだらない理由なの？　ガキなの？」

「な、なにっ!?　私にとっては真剣な悩みなんだぞ！　私だって、もっとハルとそういうことしたいと思う気持ちはあるんだ。でも、いざそうなると……」

「そんなの最初だけでしょ？　いくらアンタが未経験者だからって、そのぐらいは理解してるでしょうに」

「そうだけど、そうなんだけどっ」

　二人の言い争いの横で僕は肩身の狭い思いをするしかありません。

　僕としても『男としてしっかり女性をリードしなければ』と思い、色々と準備して臨んだ上での有様ですから。

「??　えっと、ハル？　私、今ちょっとお二人の会話についていけてないのですけど……そんなにくだらない理由ですの？」

「うん、それは僕の口からは話しづらいかな……」

　後で訊いたら『大剣をどてっ腹にぶっ刺されるほうが余程マシ』だったらしいです。

　一応断っておきますが、僕のサイズはいたって『普通』です。

　入れたのは先っぽだけ、というか。

「あ～あ、親身になって聞いた私がバカだったわ。アンタなんか、さっさとハルに愛想尽かされてマルベリや姫様みたいな若い女に、横から搔かっ攫さらわれればいいんだわ」

　また微妙なところの名前を。マルベリはともかく、姫様の僕に対する好意は本気っぽいので、ありえないですが、カレンさんを煽あおるには十分でした。

「ハ、ハルはそんな事しない！　どんなことがあってもずっと私のことだけ考えてくれる男だ！」

「ありえないわね。ハルは聖人君子なんかじゃない。下半身にしっかりとしたものぶら下げた若い男よ。もし彼を取られたくないんなら、今すぐにでもそれを体で示して見なさいよ、このバカ」

「バカ！　今お前バカって言ったな?!」

「ええ言ったわよ、この意気地なし。なんならもう一回言ってあげましょうか？　このバカ」

「むき～っ！！？」

　あれ、なんだか煽りがだんだんと低レベルになってきたような。

　言い争いをすることはたまにあるとはいえ、お二人がここまでヒートアップをするのも珍しい。

　周りのお客さんからの視線も微妙に痛くなってきていることですし、ここらで仲裁を。

「ま、まあお二人とも、今日は随分と酔ってしまったみたいですから、この辺でお開きにして──」

　なんとかこの場を納めようと僕が二人の間に割って入ろうとしたのですが、

「ようし、わかった！　マドレーヌ、そんなにお前が言うなら、今この場で見せつけてやろうじゃないか!!」

　と言って、いきなりカレンさんが着ている鎧よろいを脱ぎ、そしてその下にある肌着、そして下着すら脱ごうとしたのです。

「ちょっ!?　隊長、落ち着いてください！　みんなに、みんなに見えちゃう！」

　カレンさんの白い素肌と僕だけが知っている豊かな二つのものが衆目に晒さらされる寸前、僕は身を挺ていしてそれを覆い隠します。

「止めるなハル！　コイツに、そこのちょっと人より先に結婚して人生の先輩気取っている奴に、私たちがどれだけお似合いの恋人同士なのかを見せつけてやらねば！　さあ、ハル、お前も脱げ！　さあヤるぞ、今すぐヤるぞ!!」

　カレンさんが裸になるのは全力で阻止しましたが……またお店を出禁になりました。







　他のお客さま方に多大なるご迷惑をかけたことを詫わびた後、カレンさん（泥酔）は僕が、そしてマドレーヌさん（泥酔）はマルベリが介助することになりました。

　二人に別れを告げ、僕はカレンさん宅へ。

　僕よりも体格のあるカレンさんですが、しっかりと支えます。

　背中に感じるカレンさんの柔らかさ。誰よりも鍛えているはずなのに、ごつごつした感じは全くありません。

「んへへぇ……ハルぅ……」

　起こさないようゆっくり歩いていると、カレンさんの抱きしめる力が強くなりました。

　油断していると、腕が首に巻き付いて窒息するので注意が必要ですが、最近ようやくコツをつかめてきました。

「ハル、ハルぅ……」

「はい、なんですか？」

「……いくな～、いっちゃだめだ～……」

「そうですね、僕もカレンさんと同じ気持ちです」

「……そっちの橋を渡ったら、もう現世には永遠に……」

「……」

　会話に重大な齟そ齬ごが。

　カレンさんの夢の中では、僕は出張じゃなくて、別の境をさまよっているようで。

　いったいどんな夢を見ているのやら。

「カレンさん、カレンさん」

「ん、んぅ……？」

　少しだけ強くゆすって、カレンさんを夢から解放します。

　目を覚ましたカレンさんの瞳には、うっすらと涙が溜たまっていて。

「大丈夫ですか？　ちょっとだけうなされてましたけど」

「あ、ああ……どんな夢かは判然としなかったが……」

　カレンさんが僕の首筋に顔をうずめるようにくっつけました。

「なあ、ハル」

「なんですか、カレンさん？」

「今日は、その……もう少し一緒にいたい、というか」

「えっ？」

　珍しい。いつもは僕が土下座せんばかりに頼んでようやく許しが出る同どう棲せい前のお泊まり。

　それを、カレンさんのほうからおねだりしてくるなんて。
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　これはもう、あれだ。頑張らなきゃ。

　語彙力が崩壊していますけど。

「なんだよう……せっかく私のほうからお願いしてやったのに、不服か？」

「そんなことっ！　じゃあ一刻も早く帰宅しないとですね！」

「ふふ、そうだな……って、そんなに激しく揺すら……うっ」

「あっ！　す、すいません！」

　久々の甘い夜の予感に、僕は可能な限りの早足で、カレンさんの自宅、もとい寝室へと向かったわけですが。







「……むぅ」

　その翌日。

　出発の朝だというのにも拘かかわらず、僕は、思い切り頰を膨らませていました。

　不満でした。

「ハル……その、昨日のことは私が悪かったから、いい加減機嫌なおせって」

「む～……」

　顔色を窺うかがうように言ってきたカレンさんに、僕はそっぽを向いてしまいます。

　もちろん、僕がものすごく大人げないのは自覚していますが、それでも、昨夜に関してはカレンさんにも悪いところがあると思います。

「おはよ、カレン。昨日は随分飲んだみたいだけど、大丈夫だった？」

「げっ、マドレーヌ」

　と、カレンさんとともに玄関を出ると、そこには前日ベロベロだったはずのマドレーヌさんが、ケロリとした顔で立っていました。

　カレンさんもそうですが、この二人、本当にお酒強い。

「げっ、とは何よ。部下の見送りに遅刻しないようにと思って、わざわざ迎えに来てやったのにさ。ねえ、ハルもそう思わない？」

「まったくもってその通りです。あ、おはようございます、マドレーヌさん」

「ん、おはよ。とりあえず昨日のこと詳しく」

「もちろんです。……隊長、話しちゃいますよ？」

「ん……どうせソイツには隠し事とか無理だし」

　観念したようにため息をつくカレンさんの許可が取れたところで。




　──かくかくしかじか。




「カレン、アンタが悪い」

「だ、だって」

「だってじゃない！　自分から誘っといて、ハルをただ抱き枕みたいな扱いにしてさっさと寝ちゃうって……アンタそれでも×××ついてんの？」

「ついとらんわっ！　ってか、なんで私が男みたいな扱いを受けにゃならんっ!?」

　それは、昨夜のカレンさんは、まさしくそうとしか言えなかったからですが。

　一応、昨夜の流れを簡単に説明させていただくとすると、




・　自宅に戻って、服を脱ぎ、そのままベッドへ。

・　僕もそこに招かれる。

・　抱きしめられる。

・　期待する。

・　カレンさん爆睡。




です。

　途中、僕のほうから『他になにかないんですか？』とせがんだのですが、それも、額にキスだけして、カレンさんは顔を真っ赤にしたのみという。

　昨夜そのまま寝たので、朝、体を洗う機会があったのですが、それも別々でした。

　とまあ、そんなわけで、現在の僕があるわけです。

「はあ……ねえカレン、ハルの出発まではどのくらい余裕ある？」

「姫様も来られるそうだから、その前には行かないと……多分、甘く見積もって十分」

「よし、じゃあその時間でアンタたち一発ヤッてきなさいな」

「ぶっ!?　お、お前なあっ」

　それはさすがに僕も、いえ、できなくはないかもしれませんが。

「気持ちはわからなくもないけど。でも、恋人として付き合うならそういうのって切っても切り離せないんだから。ハルの気持ちも多少は汲くまないとね」

「……はい、よく考えておきます」

　十六歳の僕と、二十九歳のカレンさん。

　お互い初めての恋。始まったばかり。

　こうして焦ることもありますが、ここはゆっくり進めていくことにしましょう。

　……そこはかとなく嫌な予感はしますが。







　目的の場所へと出発する船着き場の朝は、多くの人でにぎわっていました。

　王都の城下町に隣接するこの場所は、他国の港と行き来する船の他、毎日の漁から戻ってきた船の姿もあり、魚などの海産物を捌さばく市場も併設されています。

　その中で一際民衆の注目を集める人が、お付きの人や護衛の騎士とともに僕たちの到着を待ち構えていました。

「──ハル様！」

　人混みの中をかき分けてその方──姫様のもとへ行くと、僕の姿を認めた姫様の顔が華やぎました。

「っと……申し訳ありません。お待たせしてしまうなんて」

「お気になさらず。今回の件は私の判断で決めさせていただいたことですから、このぐらいは」

「姫様がですか？」

「ええ」

　僕たちだけに聞こえるよう声音を抑え、姫様が話し始めました。

「ハル様を派遣する件……本当は予定がなかったことなんです。それについてはカレン、あなたも疑問に思ったでしょう？」

「ええ……国外への派遣はもっと経験を積んだ騎士になるのがほとんどですし……仮にそうなっても、もっと事前に話があるはずですから」

　他国でも何でも、騎士の所属先に変更がある場合、近場ならともかく、遠方なら必ず数週間前に話が行きます。

　今回はそれがなく、話が下りてきたのは直前。姫様の様子からも、それだけ緊急のことだったということがなんとなく窺えます。

「元々そこへは本隊から、騎士を派遣していたのですけど──その人が行方不明になりまして……実力は申し分なかったのですが」

「本隊所属の騎士が？　姫様、なぜハルはそれほどのところに──」

「おっ！　ねえ、お姫様、ちゃんと私たちの新しいオモチャは連れてきたかよ？」

　と、カレンさんが姫様に訊きこうとしたところで、よく通った大きな声が僕たちの間に割り込んできました。

　声の方に顔を向けると、すでに停泊していた船の甲板に、艶つや々つやとした褐色の肌を持つ二人の少女が立っていました。以前見た二人です。

「あらよ──っと！」

　その片方、いかにも活発そうなショートカットの少女が、一飛びで空高く跳躍し、甲板より僕らのいる場所へ降り立ちました。

　獣並みの身体能力に、僕とカレンさんはただただ驚きです。

「『オモチャ』じゃなくて、『隊長』よ、エナ。ところで、そちらの『お姫様』は元気？」

「ん～……まあ、そこそこ。でも、最近その『タイチョー』が逃げちゃったせいでご機嫌ななめでさあ──なあ、ゼナ？」

「ん」

　と、さっきまで甲板に居たはずのもう一人の少女の静かな声が、僕の背後から聞こえてきました。

　肩ほどまでの黒い髪を後ろに結んだ女の子が、いつの間にかぺたぺたと僕の背中や腕、そして手を触っています。

「ゼナ、どう？　弱っちそうだな、ってのは前に見て思ったけど」

「思ったよりは丈夫」

「そう？　全然丈夫そうには思えないけど」

「大丈夫」

　ゼナという子、結構僕の肩を持ってくれるような。

「あの、ゼナさん？」

「ゼナでいい。なに？」

「そろそろ離れてくれるとありがたいんですが」

「なぜ？」

「いや、その……後ろ」

「ぐぎ、ぐぎぎぎ……！」

　僕が示した先にいるのは、鬼の形相で歯ぎしりしながら、僕とゼナのやりとりを眺めるカレンさんが。

　あの、お願いですからこんなところで剣を構えないでいただけると。

「……これ以上接触すると刃にん傷じよう沙ざ汰たになるから」

「わかった」

　あっさりと応じて、離れてくれました。

　一方のやんちゃとは対照的に、物わかりも良くて大変助かります。

「ふーん……ねえ、お姫様。本当にこいつに私たちをなんとかできんの？」

　エナが不満そうに唇をとがらせて言います。姫様に対して大分失礼な物言い。

　ですが、それに気を留めず、姫様は涼しいお顔です。

「心配には及びません。ハルさ……いえ、彼であれば、欠片かけらの問題もなくやってくれるはずですから」

「へえ」

　僕を見るエナの目つきが、一転して獣のように変わりました。

　一応、僕はこの子たちの上司になるのですが……なぜこんなことに。

「ハル」

「？　隊長」

　と、ここでカレンさんが急に僕の腕を摑つかみ、自らの懐へすっぽりとおさめるように僕の体を引き寄せました。

「どうしました？　そんなしかめっ面で下唇なんか嚙かんで警戒して」

「いや、その」

「なんですか？」

「今さらこんなことを言うのはなんなんだが」

「はい」

「……行かせたくない」

　もうすぐ出発というところで、カレンさんがそんなことを言います。

　ぎゅ、と僕を抱きしめる力もより強く。

　いつもの『ハルは渡さない』的なアレが──とも思いましたが、そういうわけでもなさそうです。

「女性ばかりの仕事場に僕をやるのが心配ですか？」

「し、正直に言えば。マドレーヌにも色々言われたし。でも、そうじゃなくて」

　妙に歯切れの悪いカレンさん。

「その手を放しなさい、カレン」

「しかし、」

「あなたの気持ちはわかります。私も同じですし。でも、納得はしないまでも理解はしてください」

　事務的に告げる姫様。僕が近この衛え騎士団からいなくなれば、姫様も僕に会う機会は激減するわけですから、出来れば僕を近くに置いておきたいはず。

　少し、厄介な事情とかがあるかも。

「ちょっとそこのオバサン！　なに勝手に横から入ってんの？　邪魔しないで欲しいんだけど」

「お、オバオバッ……!!??」

　ヘンな魔獣みたいな鳴き声。はともかく、カレンさんへ言ってはいけない単語（※僕調べ）を遠慮なく放ったエナに、カレンさんの額を横切る血管がびきびきと。

「「……」」

　カレンさんと女戦士のエナが視線をバチバチにいわせているのを眺めていると、姫様がこっそりと僕へ耳打ちしてきました。

「……詳しいことはバッグの中のお手紙に。暗号化されています」

　僕は目だけで合図を送りました。

　内容は後で確認するとして、二人に隙を見せないようにしておかないと。

　カレンさんの勘（？）のこともありますし、この『任務』、一筋縄ではいかないかも。







「ハル、忘れ物はないか？　あっちに行ったらしばらくは王都こつちに戻れないんだから、必要なものはきちんと確認をしておけよ。あ、あと他にいるものがあるなら、送ってやるから連絡を飛ばす、いいか？」

「大丈夫です、ちゃんとわかってますよ」

　取っ組み合い寸前のところをなんとか抑えた後、カレンさんは、僕の服装を整えながら母親みたいなことを言ってきました。

　姫様の配慮もあって、皆から離れたところで二人きりの時間が与えられていました。

「やっぱり心配ですか？」

「当たり前だろ。近くならもしもの時でも私がいてやれるが、今回は違う」

　僕が派遣されるところは、南の海に浮かぶ島です。基本、船での移動となります。

　渡航時間は、途中で嵐などにあったりしなくても、おおよそ二、三日──おいそれと帰省することはできません。

　これで、カレンさんともしばしのお別れになってしまいます。

　やっぱり少し寂しいかも。

「？　どうした、ハル」

「あ、いえ。急な話でドタバタだったので考える暇もなかったんですが、」

「うん」

「みんなと離れ離れになるのは嫌だなと思って」

　何を今さらですが、慣れ親しんだ風景が遠くなっていくことを想像すると、胸にこみ上げるものがあります。

　風景、出会った人々。思い出が画えとなって記憶されている場所。

「仕方ないさ。誰しもが通る可能性のある道だ。新しい環境で今は不安ばかりが募るだろうが、きっと上手うまくやれる。何せ、」

　カレンさんが僕の瞳ひとみをまっすぐに見つめ、言いました。

「お前は、私が見込んだたった一人の男だから」

「カレンさん」

「お前ならできる。だから、思い切ってやってこい。命令だ」

「はい」

　こういう所を切りとってみると、やはりカレンさんはとても頼りになる上司だと強く思います。

　部下のことを常に信頼し、鼓舞する。そして、騎士としての実力もしっかりと兼ね備えているからこそ、隊長という仕事が出来ているのでしょう。

「カレンさん」

「ん？」

「わがまま言ってもいいですか？」

「わがまま？　ん～……」

　カレンさんは周囲をしきりに気にしているようでした。

　知り合いからは見えないとはいえ、人通りは多いところ。なので、ヘンなことをすると確実に目立ちます。

「人払いの魔法、」

「はい！」

「一瞬か」

　僕とカレンさんの周りにごく薄い霧がかかりました。認識阻害の魔法。これで物陰にでも隠れれば、多少うるさくしても問題はありません。

「ああもう、わかった。わかったよ……おいで、ハル」

「はい」

　カレンさんに導かれるようにして、僕はそのままカレンさんの胸に収まりました。

　柔らかくて、暖かい。僕にだけ足を踏み入れることが出来る場所。

「へへ、やっぱりここが一番安らぎますね」

「まったく、この甘えん坊め……今だけだぞ」

　そう言って、カレンさんも僕のことをしっかりと抱きしめてくれていました。

「カレンさん、あの」

「えっちなことはダメだぞ」

「え？　でも、もう少し魔力をつぎ込めば余裕──たっ!?」

「大事な仕事前に色々と使い果たしてどうする」

　カレンさんからのデコピン。すいません、ごもっともですね。

「むう……っと、時間切れですね。これ以上皆さんを待たせるのも失礼ですし、行きましょうか」

　魔法を解除して、姫様たちのもとへ戻ろうとしたところで、

「ハル」

「？　はい、なんでしょう──」

　ふと手を引っ張られたので振り向くと。

　一瞬で間合いを詰めたカレンさんが、僕の唇をふさぎました。

「ん──」

　ほんのしばしの別れですが、付き合いたての男女にとっては貴重な時間。

　それを惜しむように、しっかりと唇と舌を絡ませます。

　どちらも覚えたてなので、ぎこちなくはありますけど。

「……近いうちに必ず様子を見に行く。このキスの続きは、その時に」

「あ、うん……」

「ここでは『はい』だろ？　お前ってやつは」

　いきなりのことで呆あつ気けにとられるのと同時、ときめいてしまった僕は、思わずそんな返事をしてしまいました。

　どうしたんですか、一体。

　このカレンさん凄すごいカッコイイ。男らしい。童貞じゃない。

　そしてさらに、言げん質ちも取りました。カレンさんとイチャコラする。次に会う時が楽しみでなりません。

「……なあ、ハル。あの、やっぱりさっきの言葉、訂正をさせ」

「ダメです」

「くっ……」

　僕を元気づけるために無理してハードルを上げてしまう──そんなかわいいカレンさんを見て、色々とやる気になれました。







[image: 大好きが言えない女騎士が可愛い]







「……ふう」

　見送りに来てくれた姫様、そしてカレンさんにひとまずの別れの挨あい拶さつを終えた僕は、案内役の二人とともに出港しました。

　カレンさんの姿が見えなくなったのを確認してから、僕は一生懸命振っていた腕を下ろしました。

　配属されてからずっと慌ただしかったカレンさんといっしょの日常。

　離れるのは辛つらいですが、これも仕事です。

「カレンさんと僕の将来のために、頑張らないと」

　そう僕が決意を新たにしたところで、

「おい、ハル！　話あるんだけど！」

　エナの大きな声が飛んできました。

　一応、彼女よりも偉いのですが、呼び捨てで固定のようです。

「エナはああいうヤツ。礼儀とか建前とか、そういうのダメ」

「君も相変わらずだね」

　そして影のように僕の背後からぬっ、と現れるゼナ。

　やはり距離が近いです。

「ところで君は何か用？」

「別に。ただ少し話がしたかっただけ……ダメ？」

「話ぐらいなら構わないけど」

「そう。よかった」

　それまでずっと無表情を貫いていたゼナの顔が、ふっと緩みました。

　初対面から随分と僕に対する好感度が高いような……まあ、仕事先のことを色々聞き出すのに都合もいいですし、ひとまずはこのまま──。

　……あれ、なんだか急に寒気が。




　　　　＊　　＊　　＊




　話は少し戻って、船に乗り込んだ直後のこと。

　僕は、姫様から託された手紙の内容を確認していました。




【私の愛いとしの騎士　ハル様へ




　急な命令で、遠い国へと行かせることになってしまった悪い私をお許しください、と一瞬思い……いや、やっぱりお許しにならなくてもいいです。




　むしろ積極的に蔑さげすんでください、そして責めてください。

　その誰にでも礼儀正しい口調で。

　私にいつも見せてくださっているその穏やかな笑顔で。

『救いようのないほどのクズですね』と罵ば倒とうしてください。




　ああ、なんということでしょう。そんなことばかり考えていたら──】




　おっと、申し訳ありません。これは暗号化を解く前のダミーの文章でした。

　暗号もなにもないただの手紙だったら、ウチの姫様はただのへんた──いいえ姫様はそんな方ではありませんとっても素晴らしい方です──よし、これで問題なし。

　そんなわけで、文書について。

　まず、僕が派遣をされる国──ここではひとまず『共和国』ということにしておきましょう。

　共和国は、僕の住む王都とは長い間付き合いがあります。

　人、モノ、時にはお金。近この衛え騎士団の騎士を共和国へ派遣しているのもその付き合いの一環です。

　長らく王都と共和国の関係は特に問題なかったようなのですが、それが、ある時期を境に変わったらしく──。




　　　　＊　　＊　　＊




　カレンさんの気配をそこはかとなく感じる謎の寒気をこらえて、雑談を交えつつ、情報を聞き出すことにしました。

「くしゅんっ」

「どうしたの、風邪？」

「いや、大丈夫。それより色々と話を聞かせてもらいたいんだけど、いいかな？」

「私が誘ったし。いいけど」

　初めは適度に雑談から。

「この船、他にもいっぱい人いるけど、ほとんど女の子だよね。男の人は？」

「戻ればいる。けど、数は少ない。男の人が生まれないから」

　共和国の人々にはちょっと特別な体質があり、女の子しか誕生しないようになっています。周囲の人たちほとんどが女性なのは、それが理由。女性中心の社会（強制）です。

　ちなみに男性は、よそから迎え入れます。男性がいなければ、子供ができないのはわかりきっていることです。

　僕の知る限りで言えば、女性中心の社会であることと引き換えに、男性は庇ひ護ごの対象とされているはず。

　決して、誰かのオモチャになるためではないはずです。

「もしかして、エナが言ったこと気にしてる？」

「うん、まあ」

　姫様からの手紙に書かれていたのですが、最近、特に男性に対する扱いがひどくなっており、それは王都から派遣される騎士たちも例外ではない、と。

「仕方ない。それが私たちの姫様の命令だから」

「リーリャ様、だよね。うちのエルルカ様よりもずっと若い」

　ゼナは頷うなずきました。表情のほうは元に戻っています。

「そう。私たちの国の代表」

　さらに言えば、僕に任された任務の対象にもなります。

　この状況に陥った原因を探り、もしできるようなら解決すること──それが、僕に与えられた主な仕事です。

「おい！　呼んでんだからさっさと……って、なんだ、アンタもいたの」

　僕が来なかったのに腹を立てたエナが、自分から顔を出してきました。

　今まで何をしていたのか、大きな木の棒を担いでいます。あと、なぜ棒に血がついているのか。

「エナ、うるさい」

「あ？　これが私なんだから仕方ないっしょ。ってか私、アンタみたいに何言ってるか分かんないヤツと違って声デカいし」

「……ちっ」

「なに？　文句あんの？」

「別に」

　あまりよろしくない雰囲気が二人の間に漂います。

　この二人、実はそれほど仲は良くないのでしょうか。

「ずっと僕のこと呼んでたみたいだけど、なにか用？」

「ああ、それな。あっちに到着したら、アンタはもうリーリャ様のオモチャになっちまうだろ？　だから、」

　そう言って、エナが物騒なものを僕に向けました。

「その前に試しておこうかと思ってさ、実力」

「はあ」

　血の気の多い子です。

「エルルカが言ってたけど、アンタ、相当強いらしいじゃん」

「様をつけなよ。……まあ、弱くはないと思うけど」

　カレンさんや総隊長にはまだちょっとだけ劣りますが、それでもカレンさんの指導のおかげでさらに強くなっています。

「そ。ま、そういうのは戦ってみればわかることだし……暇つぶしに、ちょちょって遊んでやるよ」

「いや、僕は遠慮したいんだけど」

「言ってわかるヤツじゃない」

　ゼナを信じるなら、細かいことを考えるのは苦手なのでしょう。

　そしてぱっと見た感じ、強そうです。

「で、来るの？　来ないの？　ま、どのみち来させるんだけどさ！」

　本当に言ってわかる子じゃなかった。

　模擬戦になるだろうとはいえ、困りました。部下の教育も、上に立つ者の仕事ではありますが。

「仕方ない、じゃあ一戦だけ──」

　と、近くにかけてあった訓練用の木剣をとって構えた瞬間、

「うっ……」

　視界がぐにゃりと歪ゆがみました。次いで、胃の方に強い違和感が。

　気持ち悪い。

「どうしたの？」

「……ごめんなさい。ちょっと、はきそ……うっ」

「おいおいっ……吐くならあっちだぞ。ここでやったら許さないからな」

　船酔いが僕を襲いました。

　今までずっと平気だったのですが、これだけ長時間船に揺られるのも初なので、急に限界が訪れたようです。

　吐き気を催したおかげで勝負云うん々ぬんは有う耶や無む耶やになりましたが、エナとの関係はもうしばらくこのままでいくことになりそう。
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「ふう、とりあえず波は過ぎてくれたかな……」

　気分をなんとかマシなものにして、僕は荷物置き場の隅で寝転がりました。

「でも、もしそのまま戦っても、簡単にはいかなかったかも」

　僕は、エナと打ち合いになる直前に考えていたことを思い出していました。

　人の限界を超えて発揮される身体能力。それが、エナやゼナといった共和国の女性たちがもつ、もう一つの特徴であること。

　そして、大体の子がエナのように好戦的であるということです。

　カレンさんのような鬼教官なら生意気な部下なんて鉄てつ拳けん制裁で一発でしょうが……果たして僕で上手うまく彼女たちをまとめられるか。

「とりあえず、今は薬でも飲んで落ち着……ん？」

　持ってきた荷物の中から回復薬の瓶を取り出そうと手を入れた時、出発前に用意した覚えのないものが。

「手紙？」

　おそらくカレンさんが忍ばせたものでしょう。

『船の中か、あちらに着いてから読むように　カレン』

「……ここまで気遣ってくれるなんて」

　弱気になっている暇はありません。

　僕が今なすべきこと。それは、カレンさんに恥じないよう立派に頑張ること。

『ただの腕っぷしだけが強さではない』

　稽けい古この時、カレンさんが口を酸っぱくして言っていたこと。それを胸に秘めて、僕は気合いを入れなおしました。

「ん？　他にも知らない包みが……」

　と、ここでもう一つ知らない袋が紛れ込んでいることに気づきました。

　口が紐ひもで結んである小さな布袋。

　こちらにも、『カレンからの餞せん別べつ』と書かれていました。……見たところマドレーヌさんの字です。

「なんだろうこれ……」

　気になって袋の中に手を突っ込み、中身を引っ張り出すと──。

　そこには、カレンさんのぬくもりと香りがわずかに残った肌着類が。

「う～む……」

　今朝、何やらごそごそとしていたような気はしていましたが。

　またマドレーヌさんが面白がったのかも。そんな光景が思い浮かびました。

「…………」

　数秒間それを真顔で握りしめた後、僕は無言でそれを元あった場所へと戻しました。

　……用途についてはまた後回しということで。




　船酔いのダウンから何とか回復した、その日の夜のこと。

《ハル──ハル、聞こえる？　調子に変わりはない？》

　潮風で装備品がダメにならないよう、手入れをしていたところで、耳元からマドレーヌさんの優しい囁ささやきが届きました。

　幻聴ではなく、正体は、僕の耳に装着されている魔道具からのもの。

　本当に器用なマドレーヌさんですが、これを仕事ではなく、単なる趣味で作っているというのだからすごいです。

　ただ、使う分だけ魔力を使いますし、距離が遠くなるほどに消耗が激しくなるので、長いお話はできません。

「問題ありませんって、本当は言いたいんですけど……」

《やっぱり……いいわ、ちょっと話してみなさい》

　そうして、マドレーヌさんに今日の出来事を話しました。

《女戦士たちの国──ってところね。噂には聞いてたけど、厄介なところに飛ばされちゃったわね》

「ところでそちらのほうは？」

《マルベリが今にも死にそうな顔をしてる》

「あら……」

　やはり大変そうです。仕事はきちんと割り振って負担はなるべく少ないようにしていますが、慣れないうちは仕方がありません。

《ま、その辺は人員のほうに目め処どが付いたから大丈夫。明日から来てもらうつもりよ》

「え、そうなんですか？」

　足りない部分を工夫で補うのが君達の仕事だよ？　と腹の立つ言葉とともに人員の増加を突っぱねられてしまうのが常なので、これは珍しいことです。

　しかし、ブラックホークに行くぐらいなら辞める、という騎士も意外に少なくない中で、その命令をすんなり受け入れる人材がいるとは。

《体質と出自はアレだけど、それ以外は問題ない……性格に難があるから、それは教育する必要があるんだけど……って、あ、ちょっ、こらアンタなにやって──》

　と、ここでマドレーヌさんの声がわずかに遠くなりました。遠くでバタバタ何か言っているようですが。

《誰が泥棒猫かっ！　これはただの業務報告──って、そんなこと言うか！　私は昼下がりの欲求不満のマダムか！》

　にわかに向こう側が騒がしくなったのは、カレンさんが帰ってきたためでしょう。何やら勘違いをしているみたいですが……そういえば、魔道具のこと、言ってなかったかも。

「カレンさんが隣に？」

《ええ。せっかく邪魔がいない間にハルと業務報告しようとしたのに、相変わらず変な勘だけは研ぎ澄まされていること……あっ、ちょっ……！》

《ハルなのか!?》

　カレンさんの大声が耳に響きました。

「はい、隊長。ハルです」

《お、おお……ちょっと遠いが、確かに聞こえる……久しぶりだな》

「久しぶりって、まだ別れて一日も経ってないですよ」

《それはそうだが……でも、そばにいないから余計に長く感じて》

　実は僕も同じ気持ちでした。

　この時間、いつもだったら僕の体はカレンさんの隣にあるわけですから。

　まだ初日で慣れないこともあってか、寂しく感じます。

「こうして声が聞けただけで嬉うれしいです、隊長」

《私もだ、ハル》

《ったく、相変わらずところかまわずイチャついて……ちょっとだけだからね》

　そう言って、マドレーヌさんの気配が遠ざかりました。

　お許しが出たので、こうなったら魔力切れまで話してしまいましょう。

「隊長、今日はなにがあったんですか？」

《ん？　別に、いつも通りだよ。お前を見送った後は普通に仕事して……いや、途中でお前の部屋に寄ったかな》

「え？　入ったんですか？」

《ああ。掃除でもしてやろうかと思って……普通に片付いてたけど》

　ちなみに、以前書いていたアレな小説その他は、カレンさんとのお付き合いと同時に全て処分したので、怪しいものは何もありません。カレンさんの自宅へ引っ越す気満々でしたし。

「あ、そうだ。あの袋のことなんですけど」

《袋？　ああ、手紙のことか？》

「それもあるんですけど、そうじゃなくて」

《ん？　手紙以外に私はなにも入れてないぞ？》

「……」

　入れてない、ですか。

「あの……実は、」

　一呼吸置いて、僕はカレンさんに『小袋』の件について話しました。

《…………》

　カレンさん、少し黙り込んだのち、




　──ガタッ！　ガタンガタッ！




「……何かやってるな」

　耳を澄ませると、カレンさんとマドレーヌさんの声が聞こえます。

　お前道理であの時──まあまあいいじゃない、アンタだって──ふむ、なるほど。

　だろうな、と思っていました。まあ、カレンさんの匂いが多少でもあったほうが僕も気持ちが安らぐのは事実なのですが。

《ハル、その……》

「大丈夫ですよ。まだ匂いしか嗅かいでないですから」

《それ以外の用途なくないか!?》

　冗談です。カレンさんが嫌であれば、僕は何もするつもりはありません。以前のことは忘れてください。

「ご心配なく。ちゃんとそのままの状態でお返ししますから」

《…………》

「あれ、隊長？」

《あ、いや、その件については私も構わないというか》

「え？」

《だからその、匂いぐらいだったら別に……私も似たようなことはした、というか》

　似たようなことをした。

　そういえばカレンさん、今日僕の部屋を掃除しに行ったと言っていたような。

　ということは、多少収納の中なども確認しているはずで。

「もしかして、僕の匂いがするものをいくつか持って行ったり……」

《んぐぐっ……！》

　図星でした。

《いや、最近はお前と一緒に寝ることも多かったから。だからその……》

「僕の匂いが無いと寝付きが悪くなるから、とか？」

《……ん》

　見えなくても、今カレンさんが真っ赤になって頷いたのが見えました。

　付き合い始めても、カレンさんはカレンさんです。

「じゃあ、今回はお互いさまということで」

《そ、そうだな》

「ところで、僕の部屋からは何を拝借したんです？」

《ベッドにあった枕、シーツ、私服と肌着……あ、後、替えの装備なんかも》

「ほぼ全てですね」

　まあ、引っ越しの手間が省けてよかったということで。




　その後も、限られた時間の中ですが、僕とカレンさんの会話は続きました。

　大したことはない、取り留めのない話。ですが、それこそ今の僕にとっては大事な時間でした。

《ハル、そろそろ》

「……そうですね」

　できればもう少し話していたいですが、そろそろ終わりの時間です。僕はまだ余裕がありますが、相手側のマドレーヌさんの魔力のことも考えると、わがままは言えません。

「あの……隊長、またこうしてお話できますか？」

《ダメだ》

「ええっ!?」

　即答されました。この流れなら『大丈夫』と言ってくれると思ったのに。

《バカ、そんなの当たり前だろう？　まだ初日だっていうのに、私の声を聞きたいなんて言ってたらこの先持たないし、部下にも舐なめられる》

「う、確かにそうですね」

　今は周囲に誰も居ませんが、あちらに着けばどうなるかはわかりません。ボロはできるだけ見せないほうがいい。

《今後は定期的な業務報告のみ。私的な話は一切なし、いいな？》

「……はい」

　これに関してはカレンさんが圧倒的に正しいです。反省しなければ。

《そ……私が……だし》

「？　すいません、ちょっと声が遠かったようで。何か言いました？」

《んっ!?　い、いや別に何も？》

　そうじゃないと私が、みたいな言葉が聞こえた気が。

《とにかく、もう切るぞ。私もまだ仕事が残っているからな》

「あ、それじゃあ最後に一個だけお願いしたいんですが」

《ん～……まあ、今回だけ許してやろう。なんだ？》

「最後に『大好き』って言ってください」

《んごほっ……!?》

　唾つばが気管にでも入ったのでしょうか、カレンさんが向こう側でむせています。

「あれ？　ダメですか？　二人きりの時は、たまに言ってくれるのに」

《時と場所があるだろ！　ここ職場ぞ！　マドレーヌおるぞ！》

　カレンさん、動揺して語尾がヘンなことになっています。僕的には誰がいても別に何とも思わないですが。

「お願いです、今回だけ、今回だけでいいので！」

《くっ……さっき許可しただけに断りづらい……！　ちょ、ちょっと待ってろ》

　再びガタゴトバタンと激しい物音が。マドレーヌさんを追っ払ったのでしょうが、色々な魔道具をお持ちのマドレーヌさんには意味がない気も。

《……すまん、待たせた》

「いえ。でも、時間はないので手短にお願いします」

《いつの間にか上下関係が逆転してるような……まあ、とにかく言うぞ》

　すう、という深呼吸の後、

《ハ、ハルっ、だ、だだだ、だいす──》




《お疲れさまですわ、隊長。お願いされた資料の整理、全て終わりました》




「あら……」

　と、ドアが開けられる音とともに、タイミングの悪い人の声が。

《え？　あ、えっと……今ちょっと取り込み中……っていうか鍵かぎ閉めてたよな？》

《副隊長が合鍵で開けてくれましたが……》

《おいいいい！》

　とことん場を乱して状況を楽しむマドレーヌさん。カレンさんを慌てふためかせることに関しては、さすがの僕も敵かないません。

《隊長、どうしたんですの？　そんな部屋の隅っこで……誰かと話してたようですが》

《あ……い、いや、こ、これは、そ、そのっ》

　ここで少し煽あおりたい気が起こりましたが、それはやりすぎな気もするのでぐっとこらえました。

　それに、僕が乗らなくても、

《……ふ、ふんぬあっ！》

　──ベチンッ！

「……やっぱり」

　魔道具が思い切り床に叩たたきつけられたような音が。

《──あっ！　アンタなにやって……せっかくハルとの会話のために作っ──》

　そうして、ぷつりと反応が消えました。壊れました（物理的に）。

　大好きの一言がちゃんと聞けなかったのは残念ですが、それはまた次のお楽しみということで。

　カレンさんとの会話も、おおむね満足でした。

「明日もあるし、そろそろ寝ようか──」

　と、その時。

「ん？」

　ふと、視界の端にほんのわずかに黒い影が。

「そこに誰かいるの？」

「ぴいっ……!?」

　聞こえてきたのは、そんな声でした。

　カレンさんと話しつつも、気配はしっかり察知していたつもりでしたが。

「す、すいませ……わた、わたし、その、」

　姿を現したのは、僕よりも一回りは小柄なおかっぱ頭の女の子でした。エナやゼナと似たような服装をしているので、この子も彼女らと同じ共和国の戦士なのでしょう。

　ただ、かなり気弱そうです。

「大丈夫、怒らないから。ところで、こんな夜にどうしたの？　僕に用事？」

「は、はいっ。あの、ずっと船酔いで辛つらそうだったので、楽になるお薬と、それからお水を」

　紙に包まれた丸薬と、水筒を差し出す女の子。念のため毒じゃないか確認しましたが、そういうわけでもなさそうです。

「様子、見ていてくれたんだ」

「いえ……あの、泣き虫で愚図の私には、これぐらいしかできないので」

「そんなことないよ。『これぐらい』でも、大事な仕事だよ。ありがとう」

「はわっ」

　そう言って微笑むと、女の子の顔が、鼻にちょっとだけついたそばかすごと真っ赤に染まりました。

「そそそっ、そんな、隊長様が私ごときに『ありがとう』なんて……うう」

　弱気ですし、自己評価も低いようです。

　一応、この子も僕の部下になるでしょうし、ここは元気づけておいたほうがいいか。

「君の名前、訊きいてもいい？」

「はい、あの、ノカと申します。いつもはゼナ姉様と一緒にいて」

　ゼナが教育係か。なんとなくわかる気がする。

「僕はハル。よろしくね、ノカ」

「え、あ、は、はいっ」

　戸惑うノカの手を取って、しっかりと握手しました。立場的には下っ端の子のようですが、味方は多いに越したことはありません。

「……すごい」

「ん？」

「あっ、いえ……思ったより手がごつごつしてて。魔法も剣も、すごく鍛えられているんだな、と」

「ふむ……」

　剣の鍛錬（カレンさん直々）によるマメは見ればわかりますが、魔法についてもわかっているとは。魔法の種類によっては、指先など、特有の箇所の皮膚が微妙に変化してくるのです。魔法ダコ、とでも言えばいいのでしょうか。

　本当によく観察できています。

「っ……あ、す、すいませんですっ！　私なんかが失礼にも隊長様の手をベタベタと」

「えい」

「ほわっ!?」

　ノカが握手をほどいたところで、僕はすかさずノカの頰を両手でつまみました。

　ぐにぐにと揉もんだり、ひっぱったり。まだ子供なのに、顔の筋肉が硬い気がします。

「ひゃ、ひゃの……たいひょうさまっ？」

「自分をそんなに卑下しないこと。腕っぷしが弱くても、それが全てじゃない……ある人の受け売りだけど」

　ある人、というかカレンさんのですけど。

「で、でも、私いつも意気地なしで……」

「そんなことないよ。初対面の僕のことを心配して、自主的に薬だって持ってきてくれたじゃないか。これ、きっと皆には内緒なんでしょ？」

「はい……エナ姉様からは『あいつに構うな』と。でも、隊長様が辛そうだったので」

「じゃあ、意気地なしじゃないよ。少なくとも僕にとっては」

「は、はひっ……！」

　ノカの赤面していた部分が、耳の先まで広がっていきます。恥ずかしがり屋なのは改善する余地がありそうですが、今はこんな感じでいいでしょう。

「あわ、あわわわっ、そんな、ダメですっ。こ、これ以上優しくされたら、わ、わたた、」

　小動物のような動きでわたわたとノカが狼ろう狽ばいしていると、

「──これ以上優しくされたら、何？」

「ぴいいっ!?」

　無表情のゼナが、ノカの首筋あたりからぬるりと出現しました。

「ぜ、ぜぜぜぜ」

「隊長、船酔いに効く薬、調合してきたんだけど。……ノカ、もしかして、」

「しっ、ししし失礼しました～ッ!?」

「あっ」

　僕が引き留める間もなく、ノカは脱だつ兎とのごとく逃げ出していきました。逃げ足はものすごく素早い、と。

「あの子、かなり臆おく病びよう。でもセンスはある。信じて使ってあげて」

「もちろん。そのつもりだけど」

「……お願い」

「？　うん」

　淡々としたようで、どことなく引っ掛かるようなゼナの物言い……一応、頭の片隅に置いておきましょう。







「ようやく着いたかな」

　順調に航路を進んだ僕たちは、ほぼ予定通りに『共和国』へ到着しました。

　ここが、僕にとって初めての他国の赴任先。

「暑い……」

　砂浜に降り立つなり襲うじっとりとした熱気。さすがは南の島。

　エナやゼナの戦闘衣、かなり露出が高いですが、納得でした。

「おい荷物持ち、アンタにはこれからリーリャ様に会ってもらうから。そのカワイイお顔を使って、せいぜい媚こびでも売ってな！　ま、船旅だけでやられるようなアンタじゃ無駄だろうけど」

　嘲ちよう笑しようするように言って、エナが軽い身のこなしで陸へと一跳び。同じ人間とは思えないほどの身体能力です。

「隊長、大丈夫？」

「このぐらいは慣れてる。それより、君のほうはいいの？」

「平気」

　そう言って、ゼナは船旅の分も含めた荷物を軽々と背負います。

「案内する、こっち」

「あ、うん。ところでノカは？」

「帰らせた。でも、どこかでまた様子を見てると思う」

　であれば、またどこかでひょっこりと現れるでしょう。

「ついてきて」

「うん」

　道案内役として先行するゼナの背中を僕は追いかけました。




　共和国は、ほぼ島の全土を密林が覆っていました。

　視界のすぐ先が真っ暗になるほど植物で溢あふれ、得体の知れない奇妙な形と色の昆虫のけたたましい羽音や、森全体に響く獣の鳴き声。

　王都暮らしの記憶しかない僕にとって、そこはまさしく別世界のようでした。

　目の前に現れた虹にじに煌きらめく羽を持つ蝶ちように、興味本位で手を伸ばそうとすると、

「それダメ」

　隣に来たゼナに制止されました。

「ソイツの鱗りん粉ぷんは猛毒。金属は錆さびるし、布や木も溶ける」

「はい」

　素直に手を引っ込めました。罠わなが多すぎる。

「それと足元も気を付けて」

　ゼナが言った瞬間、草の絨じゆう毯たんにしか見えなかった場所が、急に牙きばをむいて大口を開けました。足を止めなかったら、危なかったかもしれません。

　カレンさん、外国って怖いところなんですね。

「道中でこれか……そういうのを覚えておかないと、ここでは暮らしていけない？」

「そうでもない。少ないけど他の国から来る人もいるから、舗装された道はある」

「え？　あるの？」

「ん」

　当然でしょう、という顔で、ゼナは見てきました。

「当たり前。罠だらけだったら、他の国の人が困るっしょ」

　エナが言いました。木の上から垂れ下がっている蔦つたから蔦へ、曲芸のようにして移動しています。

「じゃあ、なんでそっちから行かないの？」

「は？　なに、わかんないの？」

　いや、わかりませんけど。

　あえて危険な道を選ぶなんて、たとえそっちが近道でもバカのすることです。急がば回れ──そんなことも知らないのですか、と逆に問いたいところ。

「はあ～、これだから王都のお坊ちゃんは。……ゼナ、説明」

「なんで私」

「は？　だってアンタ、そこの荷物持ちに気があるんでしょ？　気が付いたらいっつもソイツのこと見てるし。私はさっぱりだけど」

「……サル」

　ぼそり、とゼナ。多分ですが、かなり怒っています。これまで常に冷静だった彼女にしては珍しいかもしれません。

「えっと、なんかごめん」

「構わない。仕事だから」

　そうして、ゼナは、理由を説明してくれました。

　共和国も、王都のように、少なからず他国との付き合いはあるわけで、もちろん、そのために道は用意されています。

　ただ、道は島の中央から渦を巻くようにして作られていて、普通にたどると、かなり時間がかかってしまうのだとか。なので、もし何かあった時に備えて、訓練も兼ねて最短を選んでいるそうです。

　今のルートは、危険だらけではありますが最短ルート。

　ギャアギャアと叫びとも悲鳴ともつかない音が、密林の闇の中を反響しています。

　ちなみに、僕の前任の騎士は、話によると見つかっていないとか。

　その後、ゼナのおかげもあって、危険地帯を突破した僕は、ようやく目的の場所へと辿たどりつきました。

「ここが……」

「うん」

　視界が開けた先にあったのは一つの集落。

「あそこに、リーリャ様がいる」

　ゼナが指差した先──松明たいまつの炎が揺らめく先に映し出されたのは、石造りの祠ほこらのようなところでした。

「……う～ん」

　特になんの変哲もない、と言いたいところでしたが、僕の目に映ったそれは、少し変わっていました。

　まず入り口。やけに目がちかちかすると思ったら、見張りのいる両脇の後ろに、びっしりと何かが埋め込まれています。

「あれって」

「宝石とかアクセサリ。全部リーリャ様への貢ぎ物」

　原石ではなく、指輪やネックレス、ブローチその他諸もろ々もろといった、すでに加工されアクセサリとなったものが中心でした。

「なんていうか、趣味悪いね」

「「……」」

　エナですら無言で苦い顔。そこについては同意見なのでしょう。

　貢ぎ物をどう使うかはその人次第ですが、この使い方は間違っているでしょう。

「エナです、リーリャ様！　ただいま戻りました！」

　中に入り、大きく声を張り上げるエナ。

　すると、何のからくりか、それに応じるようにして、室内の祭壇が横にずれました。

「階段……？」

「ゼナ、ソイツを控室に。私はリーリャ様のとこに行ってくる」

「ん」

　階段を駆け下りていったエナを見届けたゼナが、僕の腕を摑つかみました。

「あなたはこっち」

「普通に挨あい拶さつするだけだと思ったんだけど、これから何をする予定なの？」

「それはすぐにわかる」

　どこへ続いているのかわからない暗い地下をゆっくりと進むと、すぐに古ぼけた石扉へとぶつかりました。

「ここは？」

　部屋に入ると、まず目の前に鉄格子があるのに気が付きました。

　後、布がかかっているので詳しくはわかりません。

「……少しだけ見せてあげる」

　ゼナがナイフで布を裂き、先の光景が見えるよう隙間を広げました。

「闘技場、かな？」

「そう。訓練とか、模擬戦闘とかで使う」

　ただ、訓練というわりには、人が多いような。

　中心を取り囲むようにして、女の子たちが騒がしくしています。

　まるで、誰かが来るのを心待ちにしているように。

「これ、まさか僕待ちだったり……」

「する。歓迎会だって。リーリャ様が」

「嫌な歓迎会……」

　どう考えても、王都からきた新しい騎士を袋ふくろ叩だたきにする光景しか頭に浮かびません。

　ただ、行かないと目的の人にも会えませんし、ここで逃げるわけにもいきません。

「大丈夫、審判は私がやるから。ギリギリ死なないようにはしてあげる」

「そこはなんとか怪我をする前に止めてほしいんだけど」

「それは、あなたのほう？　それとも、相手のほう？」

「……どうかな」

　相手によるので絶対とは言い切れませんが、こちらも最低限の礼儀は尽くすつもりです。

　王都を代表していますし、負けるつもりもありません。

「ねえ、歓迎の前に、ちょっとだけやる気の補充してもいい？」

「少しなら。……何をするの？」

「これ」

　僕が取り出したのは、カレンさんが僕の荷物にこっそり忍ばせていた手紙でした。

　実はすでに中身は確認済みですが、何度読んでも僕にとっては効果抜群の代物だったからです。

　内容は、たった一言。







『　　ハルへ




　　　　　　だいすきです。




　　　　　　　　　　　あなたのカレンより』







　もっと他にも色々書くことはあったかもしれません。仕事についてのことや、生活面でのことなど。カレンさんのことですから、色々考えたはずです。

　でも、結局残したのは、この一言だけ。まさか手紙でこれをもってくるとは、僕にも予想外でした。

　魔道具での会話では聴けずじまいでしたが、手紙のおかげで感動は二倍以上です。

「やる気はでた？」

「いつでもどうぞ」

「……そう」

　鍵かぎが開けられ、僕はゼナとともに、戦場へと足を踏み入れました。

　周囲の女戦士たちの注目を受けながら、中心へ。

「貴様が、王都からの新しい騎士か？」

「はい。……あなたがリーリャ様ですね」

「いかにも」

　尊大そうな態度、口調、そして、

「妾わらわはもう貴様ら王都の支援など要らんと言っておるのだが、エルルカの奴がどうしてもと言うからな……まあ、最後に存分に痛めつけて返品してやろうぞ」

　想像通りの子供でした。

「やっぱり穏便に、というわけにはいかないみたいですね」

「これでも気をつかってるほうじゃがの……おい、エナ！」

「よしきた！」

　リーリャの命令によって、僕の前に躍り出たのはエナでした。

　元々その予定だったのか、戦う気満々のようです。

「船の上では船酔いで上手うまく逃げられちゃったけど、今回ばかりは言い訳させないからな！」

「そう……でも、ごめん」

「あん？」

「リーリャ様と話がしたくて。だから、ごめん。相手はまた今度するから」

「はあっ!?　そんな話が今さら通じるわけ……っ!?」

　僕に攻撃を仕掛けようとしたエナの動きが、止まりました。

　足元に浮かぶのは、僕が設置した魔法陣でした。

「ま、魔法罠わな……!?　いつのまにこんなもん」

　ついさっきです。彼女が跳躍した感じから、およそどの辺に着地するか予測して、素早く、はたから見てわからないようにして。

「んのやろっ……卑ひ怯きようだぞ！」

「ごめんね。でも、まだ帰るわけにはいかないから」

　謝って、僕はエナの横を通り過ぎ、そのままリーリャの前へ。

「役立たずめ……おい、お前、名は？」

「ハルです。以後お見知りおきを」

「ハルか……まあ、すぐに忘れるだろうが」

　灰がかった瞳ひとみを見開いたリーリャが、椅子の上から鋭い視線を投げかけてきました。

　まだ凹凸すらないほどの体と、そして若干ですが舌足らずな口調──まさか、ここまで幼いとは。

「今日は見るだけのつもりじゃったが、興が乗った。特別に遊んでやろう」

　そう言って、リーリャが椅子を立ったかと思うと──

　その瞬間には、すでに彼女の拳こぶしが僕の目の前に来ていました。

「──っと!?」

「ほう、避けるか」

「……猛獣と戦うのは、慣れっこなもので」

　そうは言いましたが、寸前でなんとか受け流したほうの手は、衝撃でびりびりと震えています。

「意外に口の減らないヤツじゃ……だが、そうでなければつまらん。おい、ゼナ」

「はい」

「あれを」

「……はい」

　リーリャに従ったゼナが、一いつ旦たん持ち場を離れ、リーリャが座っていた椅子のすぐ横に。

　取り出したのは、黒い斧おの。おそらく僕の背丈ぐらいは余裕であるでしょう。

「んぐっ……どうぞ」

　振り下ろすだけでも精一杯だろうそれを、リーリャは片手で軽々と受け取り、まるで細い木の棒でも扱うかのように軽々と振り回します。

「特別に作らせた妾専用の斧。その切れ味、体感できることを光栄に思え」

「丁重にお断りいたしますよ……！」

　馬でさえ一振りで真っ二つにしそうな斧と真っ向勝負なんて、まっぴらごめんです。

「せいぜい両断されないよう逃げ回って見せよ、ハルとやら」

「んっ……！」

　なんとか受け流すべく、剣を抜いてリーリャの一撃に備えようと構えると、

「リーリャちゃ……姫様！」

　二人の間にするりと割って入る影がありました。

　対たい峙じする二人を止めるには、あまりにも心もとない小柄なおかっぱ頭の少女。

「ノカ？」

「ごめんなさい隊長様……でも、このままじゃリーリャちゃんが」
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「リーリャ、ちゃん？」

「姫様っ！」

　僕の問いには答えず、興奮気味のノカがリーリャへとすがりました。

「ちょっ……ノカ、危ないから今は僕の後ろに下がって……」

　ですが、予想外の人物の登場に動揺したのは、どうやら僕だけではなかったようで。

「ピ……いや、お前、また性懲りもなくっ！」

「ダメです、リ……姫様！　そんなものを振り回したら、本当に人が死んじゃいます！」

「ええい、寄るな、触るな！　これ以上、邪魔だてをするなら、先にお前のほうを真っ二つにするぞ！」

「っ……！」

　リーリャの迫力に、ノカは一瞬体を硬直させますが、僕を庇かばうように立ったその場所からは、一歩も動くことはありませんでした。

「臆おく病びよう者もののくせしてこんな時だけ……ああ、もうよい！」

　そう言って、リーリャは振り上げた黒こく斧ふを、そのまま後方へと放り投げました。

「止めじゃ、止め！　興を削そがれた！」

「リーリャちゃ……痛っ!?」

「いつまで妾のことをそう呼ぶつもりじゃ、この愚図っ！　間抜け！」

　ノカの頭を叩くリーリャですが、おそらくそこまで力は入れていないはずです。

　この二人ってもしかして。

「ちっ……とんだ邪魔者のせいでせっかくの歓迎が台無しじゃ！　部屋に戻る！　エナ、ゼナ、こっちへ来い！」

「……はい」

「っ……ま、待ってくださいよ、リーリャ様！」

　膝ひざ裏うらあたりまで伸びる黒髪を逆立てんばかりに怒りを顕あらわにして、リーリャは世話役らしい二人とともに奥へと引っ込んでいきました。

　と同時に、緊張の糸が切れたのか、ノカもぺたんと座り込んでしまいました。

「ノカ、大丈夫？」

「……私は何も……ただ、またご迷惑を」

「気にしないで。それより、今はここから出よう」

　混乱している隙に、僕とノカもその場から素早く退散することにしました。

　リーリャとの最初の出会い、おそらく感触は悪いものになってしまいましたが、得たもの自体はそれほど悪くなかったかもしれません。
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「ふう、これでよし……と」

　個室としてあてがわれた部屋にて、ようやく僕は本日の仕事から解放されました。

　前任の方も使われていたようですが、滅め茶ちや苦く茶ちやに散らかっていました。

　机につもった書類の山、山。床に散乱していたものを整理し、優先すべきものを集め、処理し、そして積み上げた結果の光景でした。

「お疲れさま」

「お、お疲れさま、ですっ！」

　一息つくと、温かい飲み物を手に、ゼナとノカの二人が部屋に入ってきました。

　埃ほこりをかぶった部屋の掃除が一日で終わったのは、この二人も率先して手伝ってくれたおかげです。

　できれば実際の仕事の補助もしてくれると嬉しかったのですが──。

「ごめんなさい。私たち、外国の言葉とか、そんなに得意じゃないから」

「あの、実は私もちょっと苦手で」

　そういえば、書類の整理をしていた時も、二人とも苦い顔で文面と格闘していたような。

　なるほど、そういうことだったか。

「……王都と違って、学校って呼べるようなもの、ここにはない。成長したら、後はひたすら戦うだけだから」

　そうなると、カレンさん方式でビシバシ体に覚えこませるしかありません。

「ねえ、エナ。君はどう思う？」

「……なんで私に訊きくんだよ」

　仏頂面のまま部屋の隅っこに立っているエナが言いました。

　連れてきたのはゼナでした。リーリャの世話のほうは一段落したので、強引に引っ張ってきたようで。

「ってか、どうして私がこんなヤツの言いなりに……」

「それはエナが隊長に負けたから。負けた人は勝った人に従う。ここでは当然のこと」

「ま、負けてないっ！　あんな狡こすっからい魔法で拘束したぐらいで、勝った気になるな！　偉そうにすんな！」

「勝負にずるいも汚いもない。あれはあなたの負け」

「っ……んっぎぃぃ……！」

　それもこれも全部お前のせいだ、と言わんばかりにこちらを睨にらむエナ。

　渋々でもゼナの言うことを聞いていますし、素直なところもありそうなので、そんなに悪い子ではないのでしょうが。

「ところで、応援は頼めないの？」

「王都あっちから人を呼ぶってこと？　まあ、話ぐらいはしてみるけど」

　仕事をこなすのに、人数が足りないので、追加を頼む。ゼナがそう提案するのも、当然の判断です。




『人が足りないから増員してね！』

『いいよ！』

『やった！』




　となればいいですが、もちろん、そう簡単に申請は通りません。これは第四分隊に限らず、近この衛え騎士団全体での話です。

「まあ、でもダメでもともとで頼んでみるかな。もしかしたら、僕の手伝いをしてくれる超物好きな人が、いるかもしれないし……」

　ということで、すぐさまマドレーヌさん経由で要望を伝えます。魔道具のほうは、すぐに修理したようで、通信に問題はありませんでした。

　その結果。

《いい、ってよ。よかったじゃない、ハル》

「えっ」

　すんなり許可が下りました。なぜ。

「意外です。僕はてっきり『人？　は？　そんなに欲しいのなら自分のポケットマネーから出して傭よう兵へいでも雇えばどうですか？』と半ギレで却下されるとばかり」

《ね。私もそう思ってた。でも、今回ちょうどいいタイミングで、予定空いてるのが一人いるんだって》

　それはまた珍しい。

　僕のわがままに応こたえてくれる、そんな都合のいい人が……どんな方なのでしょう。

「ところで隊長はどちらに？」

《残念。カレンならいないよ。いろいろと忙しくてね。最近は、職場にもあんまり戻ってきてないんじゃないかな？》

　こちらは珍しいことではありません。僕がいなくなって、そのしわよせが行くのは隊長であるカレンさんなのですから。

《じゃ、私もこれから外だからこのへんで……あ、そうだハル》

「はい、なんでしょう？」

《……あ、ごめん、やっぱいいや。それは着いてからのお楽しみ、ってことで》

「??　はあ……」

　やけに引っ掛かる言い方ですが、ひとまずは数日後を楽しみにしておきましょう。







「一、十……これで全員？」

「ん。問題ない」

　数日後、灼しやく熱ねつの太陽の光が照らす島の広場。

　名簿を見て、女の子たちが集合したことを確認してから、僕は皆のほうへと向き直りました。

　少女たちの僕を見る視線は、やはり反抗的です。ゼナやエナが何も言わないので、表面上は従ってはいる程度です。ノカは後ろで縮こまっています。

「えっと、今日は訓練をやるつもりなんですが、その前に皆さんに紹介したいひとがいます」

「うん……まあ、それはなんとなくわかる。アンタの隣にいるし」

　エナを始めとして、全員の注目が、僕の隣にいる『その人』へ注がれました。

　僕のお願いに応じて、救援にてやってきた騎士さん。

　全身を影のように黒い装備で包む、異様な雰囲気を放つ『その人』は。

「コホーコホー……」

「はい、名前は希望により匿名ですが、『黒騎士さん』と呼んであげてください。皆さんどうぞよろしくお願いしますね。はい、では僕の班と黒騎士さんの班に分かれて──」

「ちょい待ち」

　すかさずエナからツッコミが。

　もちろん他の子たちも、全身を黒の甲かつ冑ちゆうで包んだ騎士さんから漏れ出る『コホーコホー』という息遣いに動揺しているようです。

「何か疑問でも？」

「疑問しかないだろ！」

　もっともな意見です。

「ってか、それはマジで気持ち悪い！　このクソ暑い時間に頭まで兜かぶとで覆っちゃって、こんなモン歩く不審物じゃん！」

「別に不審じゃないと僕は思うけど……こんなの、王都では普通だよ。ねえ、黒騎士さん？」

「……コクコク」

　僕の意見に同意する素直な黒騎士さん。

「……変態」

「──!?」

　しかし、ゼナから放たれた鋭い毒舌には、黒騎士さんも驚いたようです。

　黒騎士さんは、ズバリ言われるほうが効くようです。早速新たな一面を垣かい間ま見られて、僕は嬉うれしいです。

「みんな色々と意見はあると思いますが、紹介も終わったところで、そろそろ訓練を始めようか。二手に分かれる前に、まずエナ」

「は？　私？」

「うん」

　そう言って、僕は剣を抜きました。訓練用なので刃はありません。

「再戦、したいんでしょ？　やってあげるよ」

「ふ～ん。あのまま勝ち逃げしないなんて、意外と潔いところあるじゃ──」

「はい、そこ」

「あっ！」

　エナが鋭い眼光を飛ばして近づいてきたところで、再び魔法罠わなが発動しました。これはすぐ解除してあげるのですが。

「んのっ、また私をコケにして！」

「だから、ちゃんと気を配らないと」

　彼女が強いということはわかります。魔法抜きで考えれば、近衛騎士団の中でもエリートの部類です。

「気を配るたって、私は魔法使えないから罠がどこにあるかとかわかんないし！」

「使えなくても、出来ることはあるよ。ノカ」

　僕は、後ろのほうで隠れている女の子の名を呼びました。

「ひゃひっ！？？」

　指名されると思ってなかったのか、一際高い鳴き声を上げるノカ。

「エナと二人で組んで、僕と対戦。僕が今手首に巻いている白い布をとれれば、そっちの勝ちってことで」

「はあっ!?　なんで私がこんな弱っちいのと！」

「っ……そ、そうですよ。私みたいなヤツとエナ姉様じゃ、釣り合いが」

「時間は五分以内……黒騎士さん、構いませんか？」

「……」

　こくりと頷うなずき、僕の頭をぽんぽんと触る黒騎士さん。許可も取れたので、さっさと始めてしまいましょう。

「ったく、勝手に話進めやがって。ノカ、足手まといだから下がって──」

「あ、一人でやるのも禁止だから。ちゃんと二人で組むこと」

「んぎっ、このヤロ──」

「それと今回の罠、ちょっとだけ痛いかも。そこだけ気を付けて」

「ちっ……！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しん型のエナでも、今回ばかりはその場から動きませんでした。このままやっても、結果は同じなのはわかっているはず。

「あ、あの……エナ姉様、」

「ああん!?　んだよ！」

「ぴっ……す、すいませっ……！」

「やっぱりこうなるか」

　まったくかみ合わない二人の様子に、僕は小さくため息をつきました。予想はしていましたが。

「……」

「？　黒騎士さん」

　と、ここで黒騎士さんが動きました。僕の横から離れて、水と油な状態のエナとノカ、二人のところへ。

「……んだよ、不審者。こっちは取り込み中なんだから邪魔しないで──」

　──ゴスッ！
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　突如振り下ろされた黒騎士さんの拳げん骨こつに、思わず悶もん絶ぜつするエナ。

　ここからでも音が聞こえてきましたから、痛かったはずです。

「なっ、にすんだよっ！　このバカ！」

「……バカはお前だ。このバカ」

「ああんっ!?　んだと──」

　それまで沈黙を守っていた黒騎士さんが、まともに喋しやべりました。

　黒騎士さんの初めての肉声。

「──って、あれ？　私、その声どっかで……」

「ああ。数日ぶりだ。あの時は世話になったな──いろいろと」

　エナにとって、『彼女』の声、実は三度目だったり。

「……あれ？　もう正体現してもいいんですか、黒騎士さん」

「やっぱり気づかれていたか」

　頭をすっぽりと覆っていた兜を取ると、最初から僕にはバレバレだった黒騎士さん、というか、カレンさんの素顔が顕あらわになりました。




　　　　＊　　＊　　＊




　時間を少し戻して、応援の方を迎えにいった時のこと。

「……ドウモ」

「……」

　姿を現した瞬間、すぐに誰かわかりました。

　どの角度から見ても不審者みたいな格好をしていますが、僕の彼女さんです。

　声色は微妙にわからないよう変えているようでしたが、その黒い姿を見た瞬間に『あ、これカレンさんだ』と。

　体格、歩き方などの振る舞いだったり。カレンさん自身の匂いだったり。

　その全てがカレンさんでした。

　こんな遠い南の島くんだりまで、新人の僕のために率先して来てくれる人──よくよく考えればカレンさんぐらいのものです。

　マドレーヌさん曰いわく最近外に出ずっぱりだったのは、先の予定まで前倒しで働いていたのでしょう。こうやって僕との時間を作るために。

　近いうちに様子を見に来る、とは言っていましたが、それにしても早く来すぎでは。

「あの～……もしかして、」

「……！」

　兜の隙間からのぞくカレンさんの瞳ひとみをじいっと見つめ、僕はどこから攻めようか考えていました。

　正体を隠して、どこかのタイミングで僕のことを驚かせよう──そう、カレンさんなりに考えたのでしょう。でなければこんなツッコミ待ちなことしないでしょうし。

「姫様の直属の部下の方、でしょうか？　分隊所属ではないですよね？」

「……」

　バレてない、と安あん堵どしたように頷くカレンさん。

　正体のほうは、カレンさんが自主的に兜を脱ぐまでは指摘しないことに。

「助かります。予想以上に人の、というか女の子の数が多くて、指揮するにしても僕一人じゃとても」

「…………！」

　女の子、のところで反応するカレンさんが、ずいっと僕のほうへ顔を寄せ、

「……オンナノニオイガスル」

　と、くぐもった声で言いました。確かにゼナやノカとは多少触れ合ったりしましたが……これが女の勘というやつなのでしょうか。

「？　あの、なにか？」

「……！」

　僕の一言で我に返ったカレンさんが、手をわたわた動かして、『なんでもありません』と伝えてきました。

「では、行きましょうか。えっと、」

「……クロキシ」

「黒騎士さん」

　見たまんまでした。カレンさん、微妙に名付けが下手です。




　　　　＊　　＊　　＊




「最初から気づいてたなら言えよ……内緒で来たのがバレないようにって、私一人でわたわたと慌てて。恥ずかしいじゃないか」

「ごめんなさい。でも、正体がバレないよう頑張ってるカレンさんの姿が可愛くて、つい」

「こ、こんなところで『可愛い』とか言うなバカっ……！」

　カレンさんはそう言いますが、それが素直な感情なので仕方がありません。

「……ああ、ようやく思い出した、アンタ、あの時のオバサンか」

「お　ね　え　さ　ん　だっ！　私まだ二十九だし！」

「いや、その歳ならオバサンでしょ」

「お前、なかなか、面白いこと、言う」

「あ、あの、カレン様。落ち着いて」

　怒りで言葉遣いが片言っぽくなるカレンさんに、ノカがなんとかしがみついて抑えます。

「カレン隊長、そこのバカには後で言っておく。今は、話の方が先」

「ゼナといったか……すまない、そうだったな」

　抜き放たれる寸前の剣を鞘さやに戻して、カレンさんはノカのほうへと向き直りました。

　あの窮屈そうな兜の中から、カレンさんもちゃんと見ていたようです。

「え？　あの……」

「質問だ、ノカ。今、ハルはいくつ罠を仕掛けている？　君にはちゃんと見えているんだろう？」

「は？　コイツが？　冗談だろ？」

　エナのことは無視して、カレンさんがノカの頭をやさしく撫なでました。

「とにかく答えてみろ。……大丈夫、間違えたって、別に怒りはしないさ」

「え、えと……」

　少し逡しゆん巡じゆんした後、ノカはぼそりと言いました。

「二十六個、です」

「うん。で、それはどこにある？」

「えと、あの……まずは、隊長様の周りに十五個。あとは、ここから一歩踏み出したところに二個、二歩のところに三個、他には、エナ姉様のすぐ近く、引っ掛かりそうなところに六個。これで全部……あ、すいません、地面以外に、一個だけ、空中にもありました。なので、全部で二十七個です」

「え、マジ……？」

「だそうだ。ハル、どうだ？」

「全部正解です」

　全ての罠を発動させてみせて、僕は両手を上げました。

　やっぱり、ノカはよく見えています。臆おく病びような性格なのは本当でしょうが、そのおかげか観察力はかなりのものがあります。

「というわけだ。エナ、お前、この子がせっかくそのことを言おうとしてやったのに、無視しただろう？　少しでも耳を傾けていれば、勝ちの目も多少はあったかもしれないのに」

「うっ……」

「ノカ、君もだ。エナが怖いからってだけで、簡単に引き下がらないこと」

「はひ……」

　あっさりと二人を反省させるカレンさん。ここまで実際に見せてわからせてしまえば、エナも文句を垂れることはできないでしょう。

「──と、そういうことだな、ハル？」

「はい。そんな感じです」

　僕の方はもう少しエナを罠わなに引っかけて、それからノカへアドバイスするよう促すつもりでしたが、先に拳骨一発見舞ったカレンさんのやり方のほうが正しかったかもしれません。

　人にものを教えるのは、やはり難しい。それを、カレンさんに上手に教えられたような気がしました。

「よし。では、次はそれを踏まえてやるぞ。ハル、後はもういいな？」

「はい、もちろん。よし、二人とも、改めてかかってこい！」

　気合いを入れて、僕は魔法罠を張りなおしました。もちろんさっきとは別の場所です。数も増やしています。

「ったく、しょうがない……ノカ！」

「は、はいっ」

「場所、指示してくれ。一応、その、従ってやるから！」

「！　エナ姉様っ」

「かっ、勘違いすんな！　あの生意気な顔した隊長サマとやらをぶっ飛ばすために、しょうがなく、だから！」

　わかりやすい反応。いつもこうだと僕もやりやすいのですが。







「はっ、はっ……くそ、なんだよ……結局勝てないんじゃんか」

　再戦の五分間が終わると、エナは肩で息をしながらその場にどっと倒れ込みました。

　しっかりとノカの指示を受けながらの一対二でしたが、結局、僕の手首に巻かれた布はそのままの状態を保っていました。

　体も傷一つ、痣あざ一つなし。

　よし、勝った。そして大人げない。

「ふん、当たり前だ。私がどれだけハルのことを鍛えたと思っている。付け焼き刃で私のハルに勝とうなど、百年早い！」

「アンタどっちの味方なんだよ。さっきまで私たち側にいたろ」

「そんなの一時的なものに決まっているだろう、このバカめ！」

　カレンさんも大人げない。

　多分、オバサン呼ばわりされたこと、絶対にまだ根に持ってるはず。

「はひ……もう目が疲れました……」

「お疲れさまだったな、ノカ。君はよく頑張った」

「は、はい……にへ」

　カレンさんに褒められて、ノカは顔をふにゃりと緩ませました。年相応の笑顔を、初めて見た気がしました。

　とりあえずノカはカレンさんに任せて、僕はエナのほうへ。

「なんだよ、アンタも私を馬鹿にしに来たのか」

「そんなわけないでしょ。ほら、痛めたところ見せて」

　先ほどの対戦で痛めたところを、回復魔法で癒いやします。本気でやったので、痣になっているところが意外と多いです。

「つっ……アンタ、魔法使わなくても、結構強いんじゃん」

「そりゃ、あの人に鍛えられてるからね」

　カレンさんが自信をもって僕のことを自慢してくれているのに、格好悪いところはみせられません。

「ああ、悔しい！　こんな気分久しぶりだよ、くそっ！」

　そう言って、エナが右手を差し出してきました。

「？　これは」

「握手だよ。見てわかんないの？　アンタのこと、見くびってたから、そのお詫わびもかねてっつうか……とにかく、ちょっとは見直してやろうってんの！」

「まあ、そういうことなら」

　口は悪いですが、これで彼女も素直になってくれるはずです。

　これで三人目──。

「──隙あり！」

「へ？」

　と、差し出されたエナの手を握ろうとしたところで、エナが僕の右手に巻かれていた布をひったくりました。

「へへん、時間切れだけど、布の方は取ったからこれで引き分けってことで！」

「いや、負けだよ。何言ってんの？」

「は？　引き分けでしょ。時間切れで私は負けたけど、布は取ったから勝ち！　ほら、これでおあいこ」

「子供みたいな屁へ理り屈くつ」

　まあ、そういう思考嫌いではないですが。

「ま、そんなわけでよろしくな、タイチョー」

「……はいはい」

　ひとまずの友好の証あかしとして、手を握りなおそうとしたところで、

「ふうん……私がちょっと目を離した隙に随分と仲良くなったな。んん？」

　それを遮るようにし、カレンさんがぬっと現れました。

「は？　なに？　私は今この人と話してんだから、あっち行ってなよ」

「ダメだ。お前はなんか危ない気がする。そのまま放っておくと、その、不適切な関係になるというか」

「私がこの人と？　……ああ、そういえばアンタ、この人と付き合ってんだっけ」

　何か思いついたようで、悪い笑みを浮かべるエナ。

　なんか嫌な予感、

「おりゃ」

　と思った瞬間には、すでに腕に抱き着かれていました。

「あっ！　お前、やっぱりそのつもりでハルに……この泥棒猫が、私のハルから離れろ！」

　すぐにエナを引きはがして、僕を抱き寄せるカレンさん。今、彼女の上半身は黒い鎧よろいをつけているので、いつもの柔らかいのを堪能できないのが非常に惜しいです。

「いやいや、なに自分の物にしてんの？　付き合ってるったって、まだ婚約とか結婚とかしてるわけじゃないんでしょ？　なら、別にいいじゃん、ちょっとぐらい」

「ちょっとぐらい！　ハル、やっぱり帰るぞ！　こんな女め狐ぎつねどもの巣そう窟くつ、もう一秒だって長居するわけにはいかん！」

「……隊長、これも仕事ですから」

　エナとも友好的な関係を結べたのは良かったのですが、その代わりに、別なところで火種が出来てしまったようで。







「それじゃあ、整列」

　予定していた訓練を全て終えると、少女たちは何も言わずすぐに列を作りました。

　エナが不満を表さなくなったこともあって、自然とそうなりました。

「うん、うん。よし、それでいいぞ、ハル」

　なんとか形になっている僕の仕事ぶりを見て、隣のカレンさんが満足そうに頷いていました。

　授業参観の時の子のような気分ですが、カレンさんが喜んでくれているので良しとしておきましょう。やりにくいですし、恥ずかしいですけど。

「……エナ」

「……んだよ」

「隊長と仲良くなれてよかったね」

「はあっ!?　いきなり何言ってんの。私は別に仲良くなりたいだなんて一言も、ってか、私はまだ完全に認めたわけじゃないし」

「ツンデレ？」

「だぁからっ、違うっつってんじゃん！　おいこらそこ、笑ってんじゃないよ！」

　首を傾げるゼナと顔を真っ赤にして慌てるエナ。

　二人の微笑ましいやり取りを見て、僕はおもわずおかしくなりました。

　少し時間はかかりましたが、彼女たちにも、こうやって年齢相応の姿があることが分かったのは良かったです。

　そして、今はこの場にいないリーリャにも。

「そういえば、ハル。この後はどうするんだ？　予定よりも少し早めだが、追加で何かしようか？」

「げっ、まだやんの……あのオバサンどんだけ体力お化けなの」

　まあまあ激務だったはずの王都での仕事を片付けてこちらに来るぐらいですから、カレンさんも同じ人間とは思えません。

　愛の力、冗談でなく本当にあるかも。自分で言っていて恥ずかしいですが。

「ねえ、隊長」

「ゼナ？」

　僕の袖そでをくいくいと引っ張って、遠慮がちに僕のことを上目遣いに見つめています。

「時間があるなら、付き合ってほしい」

「つきっ……!?」

　エナとのひと悶もん着ちやくのせいで、カレンさんが敏感すぎる。

「……大丈夫。私たちが住んでいる集落を見てほしいだけ」

　こことは違う場所もあるようです。

「ダメ？」

「構わないけど。カレン隊長も、それでいいですよね？」

「ああ。私はお前についていくよ」

「エナ、いい？」

「……私は、まあ別に、というか」

　エナには珍しく歯切れの悪い返事です。彼女たちの集落を見学するだけなんですが、何か事情がありそうな。

　エルルカ様より託された手紙のことが、ふと頭をよぎりました。







　エナやゼナ、ノカ以外の子たちを解散させた後、僕とカレンさんは、三人の案内のもと密林の中を進んでいました。

「あ、隊長。そこ足元気をつけてくださいね」

「うん。ありがとう、ハル。でも、大丈夫だ」

　ここに来た初日以上に天然の罠だらけですが、カレンさんは、それをものともせず進んでいきます。剣の一振りで草木を薙なぎ倒し、途中で遭遇した魔獣なんかも、

『邪魔をするな』

　の一言＋眼光で怯ひるませていました。

「すいません、道中お任せしちゃって」

「いいさ。この国では補佐役だし。……まあ、お前だけの、だが」

　カレンさん、いつも以上に過保護というか、べったりです。

　魔眼使いのアンリさんに狙われていた時のように、僕の近くに少しでも女性の影が見えると、嫉しつ妬とが露骨に顔に出るというか。

「……へへ」

「なんでそこでニヤけるんだよ。気持ち悪いな」

「いえ、僕、大事にされてるなって。嬉しくて」

「そりゃ大事だろう。だって、私たちは、その……」

「その、なんですか？」

「べ、別に言わなくていいだろ、察しろ」

「察してますけど、それでも、聞きたいです」

「……手紙では、ちゃんと伝えたし」

　言いかけたのに、往生際の悪いカレンさん──ならば。

「じゃあ、これでどうですか？」

　そう言って、僕はカレンさんのほうにさらに体を寄せました。というか、密着しました。

「僕だけに聞こえるよう、そっと耳打ちしてくれれば」

「……どうしたって言わせたいらしいな」

「はい。だって、好きですから」

「うぐっ……！」

　ようやく観念してくれたようです。恋愛に関してはあまのじゃくなカレンさんなので、欲しい一言を引き出すのも始終こんな感じですが、落ちた時の破壊力はすごいのでやめられません。

「……い、一回だけだぞ」

　観念したように、カレンさんが僕のほうへ顔を近づけて。

（こっ、コイビト、どうし、なんだし……）

「……へへ」

「だ、だから、ニヤけるなよ」

「へへ」

「もう、このバカっ……」

　このやり取り、何度やっても飽きません。この時間、永遠に続いてほしい。

「……あのさ～」

「っ……！」

　というところで、二人だけの時間は、エナによって解除されました。

　いい加減しつこいので、そろそろ言われるとは思っていましたが。

「もうちょっと静かに歩けないわけ？　視界の端でちょいちょい乳繰り合われるの、さすがにイラつくんだけど」

「バカップル」

「ほ、ほえ……」

「[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　カレンさんは途中から完全に僕しか見えていなかったようで、その白い顔を羞しゆう恥ちで真っ赤にして俯うつむきました。

　あの、カレンさん痛いです。無言で肩を何度も殴るのはやめてください。

　理不尽なパンチで肩付近をじんじんとさせているうちに、目的地には到着しました。

　思っていたよりも、普通の村という感じでした。食料調達は狩りや採集が主なのでしょうが、畑などもあり、作業している人たちもちらほら見受けられます。

　少数ですが、男の人たちも。体格も大きいです。

「どう思う？」

「……静かだね」

　ゼナの問いに、僕が抱いた感想はその一言でした。

「黙々と仕事してるっていうか……いや、それはいいんだけど」

「ああ、なんというか不気味だな」

　僕とカレンさんが見ているのは、畑作業をしている一人の男。

　しばらく見ると、やはり徐々に違和感が。

「ねえ、ゼナ。あの人、いつからずっとあんな感じ？」

「……わかる？」

「うん。あまりにも黙々と、一定の調子でやり過ぎているというか」

　畑作業は力のいる仕事ですから、ずっとやってれば疲れますし、息もあがります。

　ですが、あちらの人に関しては、そんな予兆は見てとれません。

　このまま放っておいても、命令しておけばずっと仕事してくれそうな雰囲気が。

「……今日の朝から、ずっと。命令しないと、休憩もとらない」

「会話は普通にできるのがさ、また嫌なんだよね。気持ち悪いっていうか」

「私も、その。まるで人形みたい、というか」

　ノカの言う通りかもしれません。

　どこからどう見ても人間なのに、そう感じさせないというか。

「……昔はさ、もうちょっとマシだったんだよね。弱っちい男も多かったけど、仲はそんなに悪くなかったし。でも、アイツが来たあたりから──」




「──あら、ごきげんよう、エナ。今日は約束通り『品物』の納品に伺ったのだけれど、リーリャ様はいらっしゃるかしら？」




　エナが何か言うのを遮るようにして、僕らの前にとある数人の集団が。

　僕らに呼び掛けたのは、その集団の中心にいる派手な格好をした女性。素肌を化粧で白く塗りたくっているので、年齢はよくわかりません。若いほう……だとは思うのですが。

「……ごめん、ちょっと用事できたわ」

「エナ、あの人たちは？」

「お得意先ってところ。ま、後で話すよ。ゼナ、アンタも」

「ええ」

「案内の途中で悪いけど、ノカと一緒に部屋に戻ってて」

　ノカをその場に残して、二人は女性のもとへ。

「ハル」

「はい」

　距離はありますが、このぐらいなら会話の内容は漏らさず聞き耳を立てられるはず。

　もちろん、帰るつもりはありません。

「リーリャ様は今機嫌がすぐれなくてね。今日は私が代理でやってやるよ、ネヴァン」

「あなたが？　はっ」

　エナの申し出をネヴァンは鼻でせせら笑いました。

「お馬鹿さんのあなたに数の計算が出来て？　せめてそこの、名前は忘れたけど無口なヤツに任せたら？」

「アンタ、喧けん嘩か売ってんの？」

「別に。ただ、あなたが率先してくるのが珍しいと思って。……あ、もしかして後ろにいる男のコのせい？　王都の騎士よねえ、その子」

　装備についているブラックホークの印。さりげなく隠したつもりでしたが、見られていたようです。目ざとい。

　品物の納品がどうと言っていましたが、商人とかではないのでしょうか。

「たいちょ──いや、後ろのヤツはまだこっちに来たばかりだ。ここのことはまだ何も知らない」

「ふぅん、そう……」

　ネヴァンの視線が、僕の方へ。観察されているようですが、すぐに興味を失ったようです。

　なんというか、とりあえず一安心。

「って、ちょっと三人ともいつまでそこに突っ立ってんの。言った通りさっさと部屋に戻って──」

「──それについてはエナ……そこの役立たずの言う通りじゃな。これは、王都のお主らにはまったく関係のない話じゃから」

「リーリャ様」

　僕らの背後から現れたのは、なんと、リーリャでした。

　エナの驚きようから、リーリャがこの場にいるのは相当意外だったのでしょう。

　それだけネヴァンが言う『品物』とやらが大事なのか。

「あら、いるじゃありませんか。ごめんなさいね、わざわざ出向いてもらっちゃって」

「構わぬ。品は妾わらわの目で直接見て判断したいところじゃし、それに、少し他に話したいこともあるしの」

　僕とカレンさんの方を見、リーリャは小さく舌打ちをしました。

「そんなわけで、エナ、お前の助けなどいらぬ。お前はそこの奴らと一緒に戻るがいい」

「で、でも──」

「戻れ！　聞けぬなら、お前はクビじゃ！」

「っ……わかり、ました」

　そう言われると、エナも引き下がるほかありません。

「いいの？　ついてあげなくて」

「それが命令だし……ほら、もういくよ」

　ここは素直に退くしかありません。今、この場に居れなくても、三人から話を聞けばいいだけです。

「リーリャちゃん……あの、私、」

「……ちっ」

　僕とカレンさんの陰に隠れたノカへ再び舌打ちをして、リーリャはネヴァンのもとへ。

　長い付き合いであるはずの三人を差し置いて、リーリャと懇意にしているネヴァンという女性。どう考えても怪しいです。




　まだ幼いノカを家に帰してから、僕たち四人は隊長部屋へと戻りました。

　集落でやるはずだった話の続きです。

「ネヴァン。あいつ、一応は商人。表向きにはお酒とか煙草とか、そういう品を取り扱っている。実際は違うけど」

　まず口を開いたのはゼナでした。

「その、アイツが言ってた『品物』っていうのは……」

「人だよ、男の人。集落でからくり人形みたいに作業してたヤツも、アイツが持ってきた人間だ」

「それ以前にこの国にいた人たちは？　いるでしょ？　見えるところにはいなかったけど」

「いない。一人も」

　首を横に振って、ゼナが言います。

「いないって、じゃあまさか、」

「思ってる通りで間違ってないよ。追い出したんだ」

　エナが答えました。

「ネヴァンの持ってきた人たちがいればいいって、前にいた男の人たちいじめてさ。労働も、生殖能力も、アイツらがいればいいからって」

　どれだけやっても疲れない謎の体力、その他諸もろ々もろ。能力だけ考えればそうかもしれませんが、それでもひどいことに変わりはありません。

「しかも、アイツらタダなんだぜ。お近づきの印だって、宝石とか、他の貢ぎ物と一緒にくれたんだ。そんなの怪しすぎるって、私もゼナも言ったけど」

　でも、リーリャはなぜか受け入れてしまった。

「隊長は、どう思いますか？」

「生殖、せい、せ……え、ふえっ!?」

「？　隊長？」

　直前まで真面目に話に耳を傾けてくれていたはずなのに、突然ポンコツになっています。

　何か、引っ掛かるところあったかな。

「体調が悪いなら、ベッドのほうで休んでもらってもいいですよ？」

「ベッド!!」

「??」

　カレンさん、熱でもあるのかな。仕事前倒し＋長旅ですから、疲れもあるでしょう。

　ちょっと調べてみるか。

「隊長、ちょっとおでこ失礼──」

「っ……！」

　熱を測ろうと額を近づけようとすると、驚いた表情で後ずさりました。

「……あの、本当に大丈夫ですか？」

「大丈夫！　大丈夫だから！」

　やっぱりどこかおかしいです。ほんのちょっとだけ触れた感じでは、熱があるわけではないようですが。

「……ねえ、オバサン。もしかして今『ヘンなこと』想像してたりする？」

「────」

　カレンさんが固まりました。やはり図星のようです。

「ああ、生殖能力のあたり」

　話の本筋ではないのでスルーしてましたが、人によっては確かに気になるかもしれません。体質的に女の子しか生まれない共和国はちょっと独特の風習とかありそうですし、本筋そっちのけで、色々と想像したのかも。

　カレンさんは、僕とお付き合いするまで男性経験がなく、むっつりなところがあります。

　なので、ヘンなところで想像力が豊かだったり。

「オバサンが思ってるほどのことはしてないよ。ただ、うちにいる男連中と私たちって、恋愛感情？　みたいのないから、どうしても『作業』になるんだよね」

「私にとっては十分ヘンなんだよ、それは！」

「そうかな？　私たちにはそれが常識だから……ゼナはどう？」

「ヘンかもしれないけど、別に驚くことでもない。ここで暮らしてれば普通」

　僕はゼナと近い考えです。そういうのもあるかな、ぐらいで。

　ただ、部屋の中が純愛小説などで溢あふれかえっている純情乙女な女騎士のカレンさんにとっては、刺激が強い話だったかも。

「なに？　オバサン、この程度の話で興奮しちゃってるの？　もしかして処女だったりするわけ？」

「し、失礼な！　私だって、その、経験ぐらい……あるし」

　僕をちらりと見て言うカレンさん。

「そっ……そういうお前らはどうなんだよ？　お前らこそ、ただの耳みみ年どし増まで実際は処女なんじゃないか？」

「そうだよ。私たちはまだ戦わなきゃいけないから、そういうのは禁じられてるし」

「ん」

　年齢層から考えてもそうなるでしょう。徐々に力が落ちてきたところで、それまで担っていた役割を次代へと移すというやり方です。

「やっぱりそうじゃないか！　お子様のくせに、大人の私に喧嘩を売るなど百年──」

「その場に付き添って、たたせたりとか濡ぬらしたりとか……最中の手伝いはしてるから、やれって言われればいつでもやれるけど」

「はごふっ!?」

　想像を上回る一言が飛び出してしまったようで、カレンさんはそのまま頭をふらふらとさせて倒れてしまいました。

　熱くなった頭を冷やさせるため、カレンさんをベッドに移動させて。

「でも、どうしてリーリャはあっさりネヴァンみたいな見るからに怪しいヤツを受け入れたんだろ……目を付けられるまでは、何もなかったんだよね？」

「隊長、そのことなんだけど」

　真剣な表情のゼナと、そして、ばつの悪そうな表情を浮かべるエナ。

　どうやら、もう少しだけ話は続きそうです。







[image: 嫉妬してすごいことになる女騎士が可愛い]







　そうして四人（※うち一人途中退席）の深夜に及ぶ話し合いの結果ですが、

「いよ、っとお！」

　僕たちは、なぜか海で遊んでいたのでした。

　そんなエナの掛け声とともに、ざっぱ～ん、と大きな水しぶきが上がりました。

　島の浜辺にある大きな岩のてっぺんから、勢いよく海面へ。

「エナ、危ないよ！」

「ん？　んだよ、ビビってんのか？　男のくせに情けないヤツ！」

「無駄に危険なことはやらない主義と言って欲しい」

　といっても、久しぶりに訪れた一日休み。ですから、多少のことには目をつぶります。

　次々とアクロバットな跳躍で海へダイブしていく子たちの様子を眺めつつ、僕は日差しを避けて木陰へと移動しました。

「おめでたい人たち」

「まあ、たまにはストレス発散っていうか、息抜きだって必要だし……ゼナは泳がなくてもいいの？」

「私は別に……」

「？　ちゃんと水中用の下着もつけてるのに？」

「……」

「いひゃい」

　ぎゅう、といきなり頰をつねられました。

「これは探索のため仕方なく。水中を泳ぐ可能性だってある」

「まあ、秘密の脱出路だからね」

　さて、ゼナとのおしゃべりはこれぐらいで、まずは今日の休みの本当の目的を。

　まず、昨日の話し合いで一日休みとした戦士団ですが。女の子たちの気晴らしというのは表向きの理由です。

　本当の目的は、只ただ今いま絶賛引きこもり中のリーリャに会うためです。

　ただ、現在リーリャのいる部屋は内側から頑丈な鍵かぎがかかっており、エナとゼナの二人でも、開けられない。

　そこで提案されたのが、隠し通路探しです。

　二人の話によれば、正確な位置まではわからないものの、緊急時のため、いくつか避難路のような道が用意されているそう。

　正面がダメなら裏口から。安易な考えですが、試してみる価値はあります。

　隠し通路も鍵がかかっているでしょうが、構造が甘いものなら僕で解除できます。

　で、エナとゼナ、そして僕とカレンさん、それぞれペアを組んで捜索予定なのですが。

「……カレン隊長は、まだ？」

「うん。なんか支度に随分手間取ってるみたいで」

　捜索は海中にも及ぶため、基本、鎧よろいなどの重いものはナシでの行動になります。

　なので、一応、カレンさんにもエナやゼナと同様、水中でも動きやすい服装をしてもらうことになっていました。

「……ハル、そこにいるか？」

　と、ここでようやく着替え終わったのか、木陰からカレンさんの声が。

「隊長？　どうかしましたか？」

「その、多分、準備はできたんだが」

　カレンさんがちょいちょい、と手招きをするので、お呼ばれすると。

「ど、どう、かな？」

「…………」

　その姿に、僕は何も言えませんでした。

　見み惚とれてしまっていたのです。

「やっぱりその、ヘンか？　こんなオバサンの、姿なんて」

「え、あの……」

　ヘンなんてことはまったく……というか、ものすごく綺き麗れいでした。

　エナに頼んで用意してもらった、密林に自生する葉っぱや頑丈な蔓つるで作られた水着。

　そのみずみずしい緑色が、カレンさんの白い肌と合わさって、なんかすごいことになっていました。語彙がしょぼいですが、そうとしか言えませんでした。

　少しサイズが小さめなのか、胸とか下半身とか胸とか胸とか胸とかがきつめみたいで、それがまたいいというか。

「全然っ！　変じゃないです！　隊長、似合ってます！　すごいです！　かわいい！」

「そ、そう、かな？」

「はい！」

　全力で肯定しました。というか、これに文句をつける人なんていないはず。

「そうか、なら、そうなら嬉うれしいかな……へへ」

　恥ずかしそうにもじもじしつつも、僕に褒められてにやけているカレンさん、可愛い。

「とにかく、全然変じゃないので早くみんなに見せびらかしにいきましょう！　隊長の姿に、皆きっと惹ひかれること間違いなしです！」

「引かれる、の間違いじゃなければいいけど」

「大丈夫です、僕が保証しますから」

「保証してくれるのは嬉しいが、お前の好み、私限定で偏ってるからなあ……」

　なかなか出てこないカレンさんの手を引いて、僕は自分の彼女自慢、ではなく、捜索のために海へと繰り出しました。




　島の外周を半分ずつにして、それに沿ってひとまず泳ぐことにします。

　豊かな自然に囲まれた共和国の海は水晶のように透き通っていて、海面からでも簡単に水底まで見ることができます。

「ハル、どうだ？」

「う～ん、ここから見た感じはなさそうですね。ちょっと潜ってみます」

「じゃあ、手分けして探すか」

　岩場や海藻が多くある場所など、陰になってわからないところを重点的に探っていきました。

（う～ん……小さな隙間はあるけど、手を入れるのがやっとってとこ……ん？　いや、これは）

　ふと違和感をおぼえて腕に力を入れてみると、岩が不自然にぐらりと傾きました。

　すると、人ひとり通れるぐらいのサイズの隙間に。魔法を使って奥を照らしてみます。

（……これは『あたり』かな？）

　確認のため、さらに奥へ。入り口は小柄な僕でも体をねじ込まないとダメなほど狭かったですが、中はわりと余裕をもって探索できるぐらいの広さはあるようです。

　とりあえず、息が続かなくなってきたので一いつ旦たん戻ります。

「ハル、どうだった？」

「怪しい隙間が岩場に……でも、どこまで続いているかわからないので、僕の息が続くかどうか……」

「わかった。じゃあ、それは私がなんとかしよう」

「え？」

「こうするのさ」

　そう言って、カレンさんは、すうう、と大きく息を吸い込み始めました。

　周りの空気を取り込んで、どんどん膨らんでいくカレンさんの胸部。

「なるほど。足りなくなったら隊長から補給しろ、と」

「ん、ん」

「……口移しになっちゃうので、キスする感じになっちゃいますけど？」

「……ん」

　一拍置いた後、ぽっ、と頰を赤らめて頷くカレンさん。

　ここに着いた時からそうですが、この国でのカレンさん、破壊力が高いです。

　そんなわけで、空気の問題が解決したところで、ふたたび潜入開始です。

　まずは入り口。

　僕のほうは、また同じように体をくねらせねじ込めばいいのですが、ナイスバディのカレンさんにはその方法でもちょっときついかもしれません。

　岩の表面は海藻などでぬるぬるしていますが、やりすぎてカレンさんのお肌にひっかき傷をつくるのも良くないですし。

　というわけで、隙間を確認しているカレンさんを見ていると、

「むぐ……！」

　小さな泡を口からだしたカレンさんが、隙間のできた岩場を摑んで、ぐぐぐ、と力を入れました。




　──ゴゴッ！




　力ずくで岩と岩の隙間を広げました。

　カレンさんの怪力は今に知ったことではないですが、水中でもお構いなしなのは素直にすごいです。

　真っ暗な海中を照らすため、今度は僕が先導する形で前へ。

（ちょっと息が苦しくなってきたかも……）

　普段はもう少し潜っていても問題ないですが、魔法も同時となると話は別です。探索しやすいよう、光源となる灯あかりの魔力球も大きくかつ明るくなるよう維持していたので、その分もあって余計に空気の消耗が早まります。

　そんなわけでキス……ではなく、空気を分けてもらうため、つんつん、と隣のカレンさんの肩をつつきました。

（ん～……）

　こちらを見たカレンさんへ、僕は唇を突き出します。

　キスしてください、と言わんばかりの顔で甘える僕を見て、カレンさんは呆あきれた表情を浮かべました。

　疑われていました。

（違います！　これは魔法の維持と、それから僕の生命維持に必要なこと！　それ以外の目的なんて、これっぽっちも！）

　と、その旨を身振り手振りでカレンさんに伝え、

「む……」

　ようやく口移しをしてくれました。

　端から空気が漏れないよう、ぴったりとお互いの唇を合わせます。

　カレンさんの肺から送られる空気を吸い込んで、弱まりつつあった光源も、その勢いを取り戻しました。

　進行方向とは逆の水流に二人で逆らってさらに進むと、ようやく視線の先、洞どう窟くつの上部に橙だいだい色いろの光が揺らめいていました。

　どうやら労力を割いた甲斐かいがあったようです。

　水面に顔を出して、誰もいないかどうか確かめます。

「どうだ？」

「今は大丈夫みたいです。行きますか？」

「……いや、少し休憩しよう。念のため、四人で行ったほうがいい」

　潜る直前に合図を送っているので、少ししたら彼女たちも追いかけてくれるでしょう。

　岩陰に僕とカレンさん、身を寄せるようにして座りました。

「カレンさん」

「ん？」

　二人きりで、今は休憩中。なので『隊長』呼びはしません。

「あと何日ぐらいここにいれますか？」

「実は、明日には帰らなきゃいけない。前倒しで片付けたとはいえ、そう何日も空けるわけにはいかないからな」

「ですよね」

　ただでさえ人手がなくて大変ですから、いつまでも支えてはもらえません。

　一日でも、二日でも、空けてくれたカレンさんに感謝しないと。

「カレンさんは、僕がいなくて寂しかったですか？」

「……うん」

　頷いて、カレンさんが僕の手をぎゅっと握りました。

　冷たくなった僕の手が、カレンさんによってゆっくりと温められていきます。

「……自分が情けないよ。納得したつもりで、格好よく送り出したはずだったのにな。いざ一人になると、その、よからぬことばかり想像して。一人ベッドでうんうん悶もだえて。そんな時に、お前の声だろ。そう思ったら、もう我慢できなくて。お前に会いたいがために、必死に仕事して、時間つくって、予定を変更してもらってここに来たんだ」

　魔道具越しに会話した時のことです。

　そこにいるのはわかっても、体温というか、存在をきちんと肌で確かめたいと思う気持ちはわかります。

「せっかくだから、少しでもお前のためになにかしたい……いや、させてくれ。王都あつちでは上司でも、ここではお前が隊長だ。部下の私に、なんでも命令してくれ」

「なんでも……って、」

　僕は自らカレンさんのほうに身を寄せ、体を密着させました。

　触れ合う肌と肌。久しぶりのカレンさんの体温、そして匂い。時間限定の、完全な二人だけの世界。

　カレンさんも抵抗はしません。

　正直、もうキスだけでは我慢できませんでした。

「えっちなことでも、ですか？」

「っ……」

　薄明かりの中でもわかるほどに、カレンさんは気恥ずかしさで首まで真っ赤にし、

「……うん。その、お前にだけ、なら」

　どうやら、今回は意志が固そうです。

「カレンさん、ずるいです。こっちにきてからずっと可愛いまま。どうしたんですか、そんなに攻撃力を高めて」

「だ、だって、お前があの子たちと仲良くしてるの見たから。ハルはそんなことしないと思っても、三人の、お前を見る目を見たら……すごく嫌な気分になって」

　僕を抱き寄せて、カレンさんが一言。
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「──私だけを見てほしいよ、ハル。だから、そのためだったら」

　カレンさんの目は完全に恋する乙女でした。十代前半ぐらいの、初恋が芽生えたばかりのような純粋な瞳ひとみ。

「ハル、どうしよう。私、今すごくドキドキしてる。こんなことしてる場合じゃないのに、ダメなのに、後の二人ももうじき来るのに。それでも、私、いますごくハルとしたい。私だけしか考えられないようになってほしい。抑えられないよ」

　カレンさんがここまでダメになるのを、僕は初めて見た気がします。

　僕の告白を受け入れてくれた時も相当でしたが、別の方向でヤバいというか。

　嫉しつ妬との力って、すごい。

「そんなの、僕だってそうですよ。出発前日のこと、忘れてなんかないんですから」

「そう、だったな。じゃあ、そのお詫わびを今、ちゃんとしてあげないと。……ハル、どうしたらいい？」

　今のカレンさんであれば、僕がお願いすれば望み通りのプレイを、本当になんでもしてくれそうです。

　それぐらい、今のカレンさんはすごいです。

　時間があれば、まず間違いなく『する』でしょう。地面が硬いとか、岩がごつごつしてるとか、そういうのはもう関係ありません。

　ただ、今はちょっとした休憩の時間です。もうしばらく、おそらくあと十分もすれば、エナとゼナも追い付いてくるはず。

（ふむ……それなら）

　と、僕はカレンさんの隣で仰あお向むけになりました。

　ごつごつとした岩の感触と冷たさ……ここがベッドの上なら良かったですが、こういうところでするのも、こっそりする感じでちょっぴり興奮します。

「ハル？」

「隊長がものすごくやる気なので、ならいっそ全て委ゆだねちゃおうかな、と思いまして」

「私の判断で……その、していいってことか？」

「はい。もちろん、どんなにしょぼくても文句は言いません」

「……そうなる可能性大かもしれないぞ？」

「大丈夫です、そこは僕も本気出すんで」

「なんの本気なんだか……でも、わかったよ。お前がそう望むなら」

　そう言って、カレンさんが僕の上に。ちょうど馬乗りのような体勢です。

　いつもは僕が上でカレンさんが下ですが、今回は立場が逆です。

　腰のあたりにまたがって僕を見下ろすカレンさん……見ているだけで、胸の鼓動が早くなっていくようです。

「じゃ、じゃあ……下のほう、おろすからっ」

　今は下のほうしか穿はいていませんから、それで僕は素っ裸になります。もうどうにでもしてください、という状態です。

　カレンさんが脱がしやすくなるよう、ちょっとだけ腰を浮かせて。

「ふ、ふんっ！」

　一見下着を脱がしているとは思えない掛け声で、カレンさんが勢いよく僕を素っ裸にしました。

「これがハルの……」

　顕あらわになった下半身を、まじまじ見るカレンさん。普段する時、カレンさんは目を閉じていることがほとんどなので、ここまでじっくり観察されるのは初めてです。

　今にも気絶しそうなぐらい、顔は真っ赤っかですが。

「こういう時……こういう時は……」

　反はん芻すうするように呟つぶやいて、カレンさんは顔の位置を徐々に下の方へ。

　本などを読んで学んだのか、はたまた誰かから聞いたりしたのか……まっすぐに僕の願望を叶かなえに動いてきました。

　これなら本気を出さずとも、十分で事足り……いや、多分、五分もかかりません。

　期待と興奮が、どんどん高まっていきます。

「も、もうこんなにして……ハル、お前ってやつは、本当に……」

「ごめんなさい、でも、」

「わかってるよ。私も、その、嬉うれしいから」

　そう言って、カレンさんの指が僕をやさしく触って、そしてさらに顔が近づこうとしたところで──。




　ぴ──。




「っ……だ、誰だっ!?」

「ぴぃぃぃッ!?」

　カレンさんが、腰にさげていた小さなナイフを声のした方へ投げると、さらに大きな鳴き声が。

「あらぁ…………」

　邪魔が、入りました。

　しかも、この小動物声。

　せっかくカレンさんもやる気になって胸をはだけつつあったのに……なんて間の悪い。

　とりあえず、下は穿きなおしたほうがよさそうです。

「す、すいませんすいませんすいません！　あ、あの、まさかそんなことになるなんて思わなくて、け、決してのぞくつもりとかは、ぴ、ぴええっ……！」

「大丈夫だよ、ノカ。勝手に盛り上がっておっぱじめた僕らが悪いんだから。ですよね、カレン隊長？」

「う、う、う、うん。うん」

　多分、いい雰囲気になったせいでノカも出にくくなってしまったのでしょう。一部始終だいたい聞かれているはずですから。

　穴があるなら入りたい。僕もカレンさんも。

　一応ノカも、海に行くよう誘っていたのですが、『今日ノカは用事でいない』ということだったので、そのままにしていたのです。

　どこで何をしているのかとは思いましたが、このタイミングで登場とは。

「──ぷっは！　おお、あるとは思ったけど、本当にあったよ洞どう窟くつ！　作戦成功じゃん」

「見つけた隊長のおかげ」

　そして、残りの二人も合流。

「あれ、ノカじゃん。どした、そんな真っ赤な顔して」

「い、いいい、いやいや、なん、なんでも、なく」

「…………」

　ゼナのジト目が僕たちカップルへ向きますが、僕たちは何事もなかったように下手な口笛を吹いて誤魔化しました。

「まあ、いいけど。ところでノカ、あなたはどうしてここに？　ここはあなたがいていい場所じゃないはず」

　ここまでの道のりを、ノカ一人でなんとかできるとは考えられません。服も全く濡ぬれていませんし、別ルートがあるはず。

「その……実はここの道、迷路みたいになってて、道も、出口も、たくさんあるんです。小さいころよくここを通って、リーリャ様の部屋に遊びに……あっ」

　ノカが口をつぐんで俯うつむきました。

「やっぱり、君はリーリャ様の友達だったんだね」

「……幼おさな馴な染じみ、です。お母さんどうしが仲良くて、それで」

　リーリャとノカのやり取りから、なんとなくそうなのではと思っていました。

　でなければ、『ちゃん』付けでリーリャのことを呼ばないでしょうし、リーリャもそれを許したりしないでしょうから。

「……今日も本当はリーリャちゃんに会いに行くつもりだったんです。でも、いくら呼び掛けても、何も応こたえてくれなくて」

「ノカ、隠し通路から部屋につながっている扉って、鍵かぎはどんな感じ？」

「え？　えっと、確か魔法錠……だったはずです。無理矢理破壊されないようにって」

　それなら大丈夫そうです。鍵だろうが罠わなだろうが、小手先の魔法は僕の前では意味を成しません。

「んんっ……では案内してくれ。道中で、事情は説明するから」

「は、はい。……あの、先ほどは邪魔をしてしまって大変失礼を」

「ん？　なんのことかな？　私にはなんのことかさっぱりわからんが。勘違いじゃないか？　なあ？」

「っ……そ、そうですね。あは、あははは……」

　笑顔でノカに迫るカレンさんが怖い。

　寸前でお預けされて不満ですが、それはこの後の仕事で発散してしまいましょう。




　一歩間違えるだけで迷いそうな複雑な洞窟内でしたが、小さいころから通いなれているというノカのおかげで、すんなり扉には辿たどりつきました。

　扉に手を当て、罠などないか、慎重に観察します。

「ハル、どうだ？」

「大丈夫です、いけます」

　簡単な魔法術式と、あとは申し訳程度の錠前。時間もありますし、問題ありません。

「そういえば、隊長はリーリャ様と会ったことはありませんでしたよね」

「ああ。話を聞く限りだとかなり厄介な子のようだが……せっかく来たんだから、挨あい拶さつぐらいはしておかないとな」

「門前払いの可能性が大でしょうけど」

　扉の鍵を開けて、中へ。

　部屋は薄暗く静かで、壁についた小さなランプが照らすのみ。

「リーリャ様、私です、エナです」

「私もいる」

　側近の二人が呼びかけると、部屋の中央にあるベッドに寝ていたらしいリーリャが、むくりと起き上がりました。

「お前たちか……」

　リーリャの目が、並んで立つ僕やカレンさんのところでぴたりと止まりました。

「リーリャちゃん、あの……」

　カレンさんの背後にはノカもいましたが、リーリャは無視しているようです。

「隠し通路まで使って、いったい何の用じゃ。しかも余計な輩やからまで連れて」

　普段から身の回りの世話をしていたという二人を追い出していたせいか、滑らかな艶つやを放っていた髪の輝きはありません。目も死んだ魚のように濁っていました。

「ドロボウみたいな真似して、本当にすいません。でも、私たち、リーリャ様のことが心配で……ご飯とかもまともにとってないみたいだし、お風ふ呂ろだって」

　未いまだ手つかずの冷めて乾ききった料理、臭う室内……これで心配するなというほうが酷というものです。

「妾わらわがどうしようが勝手じゃ。放っておけ」

「またそんなこと言って……どうしちゃったんだよ、リーリャ様。あの商人女がこの島に来てから、ずっとそんなで」

「商人女……ネヴァンのことか。それがどうした？」

「リーリャ様がネヴァンに何かされてないか、皆、心配しているんですよ。急に今までとは様子が変わっちゃったからって」

　一瞬で、ざっと部屋の中を見渡しましたが、食べかけの果物や水といったものに毒が仕込まれている様子はありません。

　もちろん、魔法の痕こん跡せきも。

「何を言うかと思ったら……そんなわけあるか、たわけめ。アイツには、ただ話を聞いてもらっているだけじゃ。アイツだけじゃ、妾のことを真に理解してくれるのは」

「それは、あなたのご両親のこと、ですか？」

「……ほう」

　リーリャの顔が、すぐさまエナとゼナの二人のほうへ。彼女としては知られたくない過去のはずで、簡単に口を割ったら咎とがめたくもなるでしょう。

「ごめんなさい。でも、この人は、今までの奴らとは違う気がして。それで」

「もういい、黙れ」

　二人のことを拒絶するリーリャ。

「オマエたちは何も知らないからそう言えるのじゃ。ソイツに限らず、男なぞ信用に足らぬ存在じゃ。都合のいい時だけ妾たち女を利用して、価値が無くなれば捨てる」

「……そんなこと」

「そうだよ、リーリャちゃん。『あの人』が悪かっただけで、他の男の人まで悪いとは……」

「うるさいうるさいうるさい！」

　ゼナとノカもリーリャの説得に加わろうとしたところで、それまでは比較的落ち着いていたリーリャの感情が爆発しました。

「あるったらある！　その証拠が妾であり、母様じゃ。いったい、あの男にどれだけわたしたちが……」

「リーリャ様……」

　目に涙を浮かべて感情をさらけ出すリーリャを、僕たちは戸惑いの表情で見つめることしかできませんでした。

　駄々をこねて暴れて。まさしく子供の振る舞いです。

　本当、どうしたものか。

「……すまん、ハル。少しいいか？」

「カレンさん？」

「すこし、あの子と話をしたい」

　そう言って、カレンさんが僕の前へ出ました。カレンさんが見ているのはもちろん、今もなおエナたち三人へ喚わめき散らすリーリャです。

「三人とも、ちょっとどいてくれ」

　戸惑う三人を押しのけて、カレンさんがリーリャのすぐそばへ。

「……なんじゃ、お前は」

「私はカレンといいます。王都で騎士を務めている者です」

「女騎士か。お前も妾にお説教か？　それとも拳げん骨こつの一発でも──」

「いえ、こうします」

　そして、そのままリーリャのことを抱きしめたのでした。

「は、お主、なにを……」

　リーリャ戸惑いの声を上げますが、それは僕や他の三人も同じでした。

　エナを手て懐なずけた時のように、また拳骨でも見舞うのかと思っていました。なので、さすがにそうなったらすかさず止めに入ろうと準備をしていたのですが。

「……お辛つらかったですね」

　リーリャの耳元で囁ささやかれたカレンさんの答えは違いました。

「話は、私も聞かせていただきました。父親がひどい奴だったと。名のある冒険者で、力は確かだったが、それ以外が最悪だった」

　前日の夜にエナやゼナから聞かされた話です。

　依頼でこの国に来た父親が、依頼主である母親と恋仲になり、そしてリーリャが生まれた。

　そこまでは良かったけれど、その直後から様子がおかしくなり『仕事だ』と言って家に帰ってこなくなった。たまに帰ってきても、金の無心と、そして暴力──典型的なダメ親です。

　そんな状況の中で幼い時期を過ごしたとなれば、多少は歪ゆがんでしまうかもしれません。

「ええいっ、この、離せ、離さぬか」

　カレンさんの腕の中でリーリャが暴れもがきます。時折、拳こぶしがカレンさんの頭に当たりますが、カレンさんが動じることはありませんでした。

「いえ、まだ離すわけにはいきません」

「同情か？　今さらそんなものいらんわ。裕福な家庭と両親に守られて、ぬくぬくと王都で育った、貴様のような人間に妾の何がわかる」

「確かに。ですが、少しだけ違います」

「なに？」

「育ての父親はいますが、私に本当の両親は──」




「──あら～？　約束の時間だから来たけれど……お取り込み中？　私、お邪魔だったかしら～？」




　すでに開いていたドアをコンコンとノックし、奴隷商人であるネヴァンが部屋の前に立っていました。

　この暑い中にもかかわらず、仮面かと思うほどの分厚い化粧を顔に塗りたくり、ギラギラと節操なく輝く宝石をあしらった趣味の悪い外がい套とうを身に着けていました。

「お、おお！　ネヴァンか、待っておったぞ！」

　カレンさんの告白に対して、わずかに抵抗を薄れさせつつあったリーリャでしたが、彼女のおかげで元に戻ってしまったようです。

「それより、いいのですか？　お話、している最中だったのでしょう？」

「いや、よい。もともとお主が来るまでのつもりじゃった」

「ですが、まだ私の話が」

「話などもういい。もう、妾とは関わるな」

「……隊長、行きましょう。時間切れです」

　カレンさんからリーリャをやさしく引きはがし、そのままネヴァンのほうへ彼女を引き渡しました。

「じゃあね、王都の騎士さん。ここからは私とリーリャ様だけの時間。王都の奴らには横取りなんてさせないわ。お帰りはあちらからどうぞ？」

　手をひらひらとふり、入り口の扉を指し示すネヴァン。わざとこのタイミングで乱入してきたような気がして、僕は心の中で舌打ちしました。

「行こう」

　四人を引き連れて、ネヴァンとすれ違った時でした。

　じゃらじゃらと、いくつも首にさげた高そうなネックレスのうちの一つに、ふと違和感を覚えました。

　仕事の時か、はたまた学生時代か──どこで『それ』を見たのか記憶は定かではありません。

　しかし、確実に僕は『それ』を──。

「その首──んぐっ!?」

　思わずネヴァンに指摘しようとした僕の首に、カレンさんの腕が絡みついてきました。

「何やってるんだハル、さっさと出るぞ」

「カレン隊長」

「早く」

　カレンさんが、僕だけに聞こえるように耳元で呟つぶやきます。

（私も確認した。今は我慢しておけ）

（──はい）

「ノカも、こっちへ」

「は、はひっ……」

　カレンさんとともに、そのまま部屋の外へ。

　少し遅れて、エナとゼナの二人も追いかけてきました。

「いいの？　あっさり引き下がってさ。もうちょっとだったような気がするんだけど」

「だな。もうちょっと押してもと思ったが、相手が相手だからな」

「なにかわかったの？」

「ああ」

　頷いて、カレンさんが答えました。

「ハルと私がみたもの──あれは『帝国』のものだ」




　帝国。

　その国について、僕が知っていることはそう多くはありません。

　騎士学校時代に、教養として学んだことがある程度です。

　帝国は東の大陸に位置していること、王都含め、いくつかの国境で分かれる北の大陸と違い、一国のみでおさめていること。

　そして、軍事国家であることです。後、他国との付き合いはほとんどありません。

「じゃあ、あれが僕の見間違いでなければ──」

「うん。あのネヴァンという女、まず間違いなく商人ではないだろうな。帝国の、しかも騎士団の関係者である可能性が高い」

　体つきを見る限り、カレンさんのようなガチガチの騎士というわけではなさそうなので、マドレーヌさんのような魔術師の類たぐいということか。

「え、ちょっと待ってよ。もし商人じゃないなら、アイツがもってきたのは、なに？」

　エナが顔を青くして訊ききました。

　この国に元々いた男手を追い出して、代わりとして送り込んできた彼らは何者なのかと。

「さあな。偽装するために本当にどこかから見繕ったのかもしれないし、もしくは自分の部下を奴隷と見せかけているのか」

　エナたちに従順なのは、そう命令されているからなのかもしれません。

「でも、理由はわからないですね。リーリャ様に色々貢いでまで、帝国が何か得するなんてことは……」

　国の規模から考えて、そんな必要があるとは思えませんし。

「……あの、」

　と、ここでノカがおずおずと手を上げました。

「ノカ、何か知ってるの？」

「いえ、そういうわけではないんですが……でも、あの人がリーリャちゃんを狙っていることは間違いないと思います。狙った獲物はどんな邪魔が入っても絶対に逃がさない──そんな瞳ひとみをしていましたから」

「共和国じゃなくて、リーリャ様の身柄だけが狙いってこと？」

　ノカが頷うなずきます。

「あ、もちろん、あくまで私が『視た』上での直感なので……」

　しかし、ノカの観察眼は信用できるので、警戒したほうがいいでしょう。得体のしれない国と、そしてそこの魔術師なわけですから。

「じゃあ、やっぱりリーリャ様のところに行ってネヴァンの正体のことをすぐ伝えないと……！」

「待って」

　踵きびすを返したエナがリーリャのもとに戻ろうとしたところを、ゼナが引き留めました。

「どうして止めんのさ！　早く行かなきゃ、リーリャ様が」

「……落ち着いて。多分、今何かやっても無駄だから。でしょう？」

　同意を求めるように、ゼナが僕を見ました。

「だね。今のリーリャ様に言っても聞く耳を持ってくれないだろうし、ネヴァンにも気づかれちゃうから」

「……みんながそう言うなら」

　しかし、だからと言って、のんびりと構えてもいられません。

「ひとまず、予定通り私は王都に戻る。このことは私からも姫様に報告しておくし、じき別の応援もくるはずだから、それまではネヴァンの動きに注意していてくれ」

「ではもし、その前に何かが起こったとしたら──」

　僕の言葉に、カレンさんは僕の肩をがっちりと摑つかみました。

「その時は、ハル。お前に任せる。もちろんやれるな？」

「はい」

　そう言って、僕は力強く頷きました。

　頼りないかもしれませんが、僕だって一人の騎士であり、そして大切な彼女をもつ一人の男です。

「よし、いい返事だ。さすがは私の惚ほれた男……格好いいぞ、ハル」

「そ、そうですか？　へへ、カレンさんに言われるとやっぱり嬉うれしいです」

　カレンさんが満足そうな表情を浮かべて、僕の頭をやさしく撫なでてくれました。

　これだけ信頼してくれるのですから、たまにはカレンさんに格好をつけなければいけません。

「……結構真面目な空気なのに、隙あらばイチャつくよね、二人ともさ」

「やっぱりバカップル」

「あはは……でも、うらやましいです」

　また二人だけの世界に入り込んでいる僕たちに、三人は半ば呆れていました。




　そして、その夜のこと。

　三人が、僕とカレンさんを、とある場所に案内してくれました。

　位置は、リーリャの部屋のある祠ほこらから、少し離れたところ。

「大きな浴槽……ってことは」

「ん。大浴場」

「普段は火加減の調節とかが面倒で井戸の水で洗い流して終わりなんだけど」

「その……今日は特別ってことで。貸し切りです」

　明日で帰るカレンさんのためでしょう。それに、今日は色々とゴタゴタがあったおかげで、海から上がってそのままだったので、海水と汗がまじりあって肌が気持ち悪いです。

「ありがとう。せっかくのご厚意だ、嬉しく受けさせてもらうよ」

　ということで、五人でせっせと浴槽に水をためていきます。火の調節は、魔法が使える僕が担当です。

　魔力を込めて、ちょうどいい温度になるまでゆっくり温めていきます。

「ふう……ちょっと疲れたかな」

「隊長、大丈夫？　息上がってるけど」

「え、ああ、平気。ちょっと別に魔力が取られちゃってるだけだから」

「？　それって──」

「おーい、もう湯加減大丈夫だから、早く入ろうぜ！」

　エナの大きな声が僕たちを呼びました。

「だってさ、ほら、行っておいでよ。カレンさんも、先にどうぞ」

　僕はこのまま火力調整係です。

　カレンさん一人だけなら拝み倒して強引に一緒に入るんですが。今日は皆がいますし。

「すまん、ハル。終わったらすぐに呼んでやるから」

「いえ、まだ魔力は余裕ですし、ゆっくり入浴を楽しんで──」

「それはダメ」

　と、ここでゼナが僕の手を摑みました。

「隊長も、一緒に入る」

「なんっ……!?」

　驚いたのは、僕ではなくカレンさんのほうでした。

「いや、いやいやいや」

「なに？」

「なに、じゃないだろ。『なに』言ってるのはお前だ」

「ん？」

　首を傾げるゼナ。

「恋人どうしなのに、一緒に入るのは嫌なの？」

「そっちじゃない！　ハルと二人きりなら、まあ、たまにやるからいいけど」

「たまに……片手で数えても余るぐらいなのに──だっ!?」

　ぼやいたら叩かれました。今日みたいなきっかけがあれば別ですが、普段のガードはかなり堅いのです。

「というか、お前らはいいのか？　赤の他人に自分の裸を見られて」

「問題ない。見慣れてるし」

「みなっ!?」

　色々と『お手伝い』している彼女たちなら、そう言うでしょう。文化の違いです。

「というか、隊長を一人残すほうがダメ。一緒に頑張ったんだから、お風ふ呂ろも一緒。それが私たちの国では当然のこと」

「火のほうはどうするの？」

「ぬるくなるけど、そんなに長く入るわけでもないし」

「……ということみたいですけど」

「くっ……！」

　討論に負け、言い返せなくなるカレンさん。

　と、いうことで。




「ん？　あ、ようやく来た。まったく、服脱ぐだけでどんだけ時間かかって……って、アンタなんて格好してんの」

　カレンさんに連れられ、大浴場に足を踏み入れた僕の姿に、エナは予想通りの反応を返してくれました。

「慎重に慎重を重ねた討論の結果だ。これ以上は譲れん」

　僕は今、厳重に目隠しをされていました。

　一緒に風呂に入るのはいいけど三人の裸を見るのはダメ、というところだけ譲れないカレンさんが出した苦肉の策、

「なんだ、こんなもの」

「あっ──!?」

　でしたが、エナがあっさりと目隠しを取り去ってしまいました。

「そんなことしたら不自由っしょ？　私もノカも気にしないから、ほら、早くお湯に浸つかりなよ」

「まあ、君らがそれでいいなら」

　なるべく彼女たちを見ないようにして、僕はゆっくりと腰を下ろしました。

　久しぶりに入るお風呂の温かさに、思わず息がもれました。

「まったくあいつらときたら……！」

　そう言いつつ、カレンさんは寄り添うように僕のそばへ。しっかりと前を隠していて肝心なところを拝めないのが残念でなりません。

「……なんだよ、ハル」

「え？　いや、やっぱり改めて見るとすごいスタイルいいなって」

　かなり肉体的に追い込んで鍛えて、実際力もすごいのに、鎧よろいを脱いだらちゃんとした女性の体がそこにはあります。筋肉はほとんど目立ちません。

　というか、僕とお付き合いを始めてからさらに女性らしく、そして若々しくなっている気が。

「そうか？　特に何かを変えたつもりはないんだが……でも、」

「でも？」

「お前の隣にいても恥ずかしくない女にならなきゃ、と思うようになっ──」

「──本当、オバサンのくせにいい体してるよな、アンタって」

「うひっ……!?」

　カレンさんがいじらしいことを言いかけたところで、エナが背後からカレンさんの胸を鷲わし摑づかみにしました。

「エナに同意。この体は凶器」

「あ、こら！　貴様ら、やめ──」

　エナに続いて、ゼナにも同じように揉もみしだかれては、さすがのカレンさんもタジタジです。

　いい雰囲気を邪魔されましたが、こうやって身み悶もだえるカレンさん、悪くないかも。

「あ、あの……隊長様」
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「ん？」

　三人が、わちゃわちゃとくんずほぐれつをやっている間に、こっそりとノカが僕のことを呼びました。

　彼女は恥ずかしいのか、カレンさんと同様、きちんと肌を隠してくれています。

「今日はその、色々とありがとうございました。リーリャちゃんとあんなふうに会えたの、久しぶりだったので」

「どういたしまして。でも、結局口はきいてくれなかったね」

「……いえ。ああなったのは、私のせいなので。リーリャちゃんが『あの人』にいじめられてたの知ってたのに、怖くて、逃げちゃったので」

　自分より遥はるかに大きく、そして強い相手に立ち向かうなんて無理です。それに当時のノカは子供も子供。自分の身を守る判断は間違っていません。

「──っ、この、いい加減にしろっ！」

　ようやくカレンさんが二人の拘束から逃れたようです。ちなみに、ノカと話しつつも、視界の端で、カレンさんの一部始終は完全に記憶しております。

「ノカ、カレンさん空いたみたいだよ」

「あ、はい」

　カレンさんにもお礼を言うべく、ノカが僕の横をぷかぷか浮かんで通り過ぎようとした時、ふと、彼女の肩にあった紋様に目が留まりました。

「ねえ、ちょっといい？」

「はい？」

「その右肩にある小さい絵って、刺青いれずみ？」

「え？　ええ、そうです。おまじないみたいなもので、生まれた時に刻んでもらうんです。種類は色々ですけど」

「じゃあ、リーリャ様にも」

「はい。大抵服で隠れる場所にやるんですが……確か、お腹の下のほうだったかと」

　見ると、確かに、エナやノカにも同様のものがあります。

　おまじない、か。

「隊長様？」

「……あ、ごめん、何でもない」

「は、はあ……」

　僕の言葉に、ノカが首を傾げました。







　そして翌日の朝、僕はひとりでカレンさんのお見送りです。

　これでしばらくは本当に会えなくなるので、最後にしっかりイチャイチャしておかなければ……というのは冗談ですけど。

「それじゃあな、ハル。幸運を祈る」

「はい、隊長。次来る時も、マドレーヌさんの許可、取れればいいですね？」

「ああ。……あいつに首を縦に振らせるの、どんな仕事よりも難しいけどな」

　だと思います。マドレーヌさん、僕には大甘ですがカレンさんには激辛です。

　以前の時も、




　カ『あの、休暇……』

　マ『は？　無理』




　と、二単語で会話打ち切りでしたし。

「……さて。挨あい拶さつも済んだことですし、そろそろ戻りますね」

「ん？　あ、ああ。気を付けて帰れよ」

「はい、そうですね。気を付けて帰ります。ということで──」

　そのまま視線を落として、カレンさんの手を見つめました。

　僕の手首をがっしり摑んで放さない手を。

「そろそろ放さないとですね？　ほら、迎えの船の方も若干、イラつき始めてますし」

「なら、お前のほうから振りほどけばいいじゃないか。私はそんなに力はいれていないぞ」

　しかし僕、これを笑顔でスルー。

　出港の時間。もう離れないといけない。でも、僕のことが心配で仕方ない。

　カレンさんが、葛かつ藤とうしています。

「むぅ……むぐぐぐぐ……！」

　カレンさんが徐々に握る力を緩めていきます。

「ぐぐ……むんっ！」

「わぷっ」

　手が離れた、と思ったら抱き寄せられました。

「やっぱり心配！　無理！　ハルは連れて帰る！　ずっと私のそばに置いておく！　文句あるか!?」

「文句ないです！　でも、ちょっと困る」

　やはりしまらない別れになってしまいました。

　いい加減にしろこのバカップル、と怒られたのは、言うまでもありません。




　最後の一秒までイチャイチャして迎えの人を一通り怒らせた後、僕は、三人の待つ部屋へと戻りました。

　昨日あったことについての報告は、マドレーヌさんを介して姫様へ連絡済みです。カレンさんの代わりの人が来るはずですが、

「王都からここまで航路で二日。天候が悪ければ三日。だから、」

「それまでに、アイツに気づかれちゃいけないってわけね」

「……ん」

　僕たちの意見はほぼ一致していました。

　応援がくるまでの間、何とかして時間を稼ぐ──これだけです。

　話を聞くかぎり、現在までの間で、結構な数の奴隷（？）が、ネヴァンによってこの国に送り込まれているようです。

　何かあった時は、皆で力を合わせる。ですので、いつそうなってもいいように覚悟してもらう必要があるのですが。

「このこと、他の子たちにはどう伝えようか？」

「今からすぐに召集かける……わけにはいかないか」

「ん。多分バレる」

　今はなんの予兆もありませんが、ネヴァンが用心深い性格なら、とっくに何かあってもおかしくありません。

　気取られるぐらいなら、何もしないほうがマシかもしれません。

「あ、あの！」

　どうしようか悩んでいると、それまで黙っていたノカが手を上げました。

「その仕事、私にやらせてもらえないですか？」

「ノカ、できるの？」

「はい……なんとかやってみせます」

　いつもと違って、前向きな発言でした。

「リーリャちゃんのこと、助けたくて。確かに私は戦いに不向きですけど、それでも、出来ることは、何でもしたいんです」

「ふむ……」

　ちゃんと考えたのでしょう、いつものように言葉に詰まることもありません。

「……二人とも、どうする？　任せる？」

「私たちが決めんの……まあ、本人がやる気ならいんじゃね？」

「意外と適役かも」

　なんだかんだでノカを可愛がっている二人が認めたなら、問題ないでしょう。







　解散後、すぐにノカは、僕たちからの伝令役として、女の子たちのいる別の集落へいくこととなりました。

　元々は一人でやらせるつもりでしたが、もしもの時のフォローのため、保護者として、僕が後ろでこっそり見守ることに。彼女にはもちろん内緒です。

　最初に彼女が情報を伝えた時、ほとんどの子たちは『なんの冗談か』と笑い転げていました。そのうちの二、三人がノカを取り囲んで小突き回したりもしました。

「頑張れ……」

　僕は彼女に向かってちいさく声援を送りました。

　気配に鋭敏なノカにバレないよう、遠くから見ているので、どういう風に説得しているのかはわかりません。

　ですが、必死に信じてもらおうと頑張っているのはわかりました。

　最初は馬鹿にしていた女の子たち。ですが、真剣に頭を下げて退かないノカを見て、少女たちの表情が徐々に真剣なものに変わっていきます。

　どうやらしっかりと役目を果たしてくれたようです。

「……ねえ、どんな感じ？」

「エナ？　監視のほうはいいの？」

「動きはなさそうだったから、ゼナに任せてきた。……心配はないみたいだね」

　後から様子を見に来たエナも、安あん堵どしたようです。

「ねえ。もしかして、初めからこうなるって考えてた？」

「うん、まあなんとなくだけど。ノカを伝令役にすれば『弱いヤツが腹くくってんのに、ソイツより強い自分らがビビってんのはダサい』って考えて、冷静に対処してくれるかもって」

「ふ～ん、私たちのこと、よくわかってんじゃん」

「一応、隊長だからね。皆のことはよく知っておかないと」

　ただ、予想以上にノカが頑張ってくれたのは事実。なので、後でちゃんと三人で労ねぎらってあげなければ──。




「──あら～？　お二人とも、こんな物陰でどうしたの～？　もしかして、私ったらまたしても、お、邪、魔──だったかしら～？」

「なっ……!?」

　しかし、早すぎる敵の登場に、僕たちの予定は完全に崩されました。

「ネヴァン……アンタ、どうしてここに」

「別にぃ？　ただ、ちょっとそこにいる王都の坊やとお話がしたくってね。私、カワイイ坊やに目がなくって」

「うえっ……」

　相変わらず真っ白に塗りたくった化粧と、真っ赤な口紅を塗った唇。そして、隙間からぬめりと姿を見せる舌。

　僕の全身を寒気が襲いました。

「へー、なに？　ウチのタイチョーにツバでもつけとこうってわけ？　残念だけど、この人にはちゃんと先約がいるから」

　僕を庇かばって前に出たエナが、睨にらむようにしてネヴァンの正面へ。

「先約……？　ああ、女にしてはやけに体格のよかった女騎士……坊やも物好きね。あの女、確かにみてくれは悪くないけど、全然『女』としてなってないわ」

「は？」

　その言葉に、僕はすぐさま反応しました。

　カレンさんが女を捨てている？

　何を言ってるんでしょう、あの人は。

「そんなことないですよ。二十九歳なのに独身で、同期の皆様に先を越されて、酒場でふてくされたり、若い子にオバサン呼ばわりされて青筋立てるぐらいキレちゃって、取っ組み合いの喧けん嘩かまでしちゃうようなどうしようもない人ですけど、でも、部屋の棚には趣味で作った自作のぬいぐるみとか胸焼けしそうなぐらい甘々な恋愛小説ばかりが溢あふれかえるほど純情な乙女ですし、エッチなことに免疫がなくてすぐ顔を真っ赤にしたり、恥ずかしがったりとても可愛い反応を見せてくれます。僕のことになると上司という立場を忘れて公私混同して見境がなくなっちゃうところとかもすごくいいですし──」

「ねえ、長い。……ってか、それ庇ってんの？」

「え？　うん」

　ものすごい擁護ですが。全部、カレンさんがかわいすぎる件について話しているつもりですが。

　とはいえ、さすがに熱が入りました。仲間であるエナですら引き気味ですから、さすがのネヴァンも──。

「え？　いやマジかよ……アイツ、二十九……？　あれで？　ほぼすっぴんだったよなアイツ……イヤイヤ、ないない、マジでない……」

「……？」

　なんだか別のところに驚いているような。

　主に年齢のところについて。

　まあ、カレンさんの容よう貌ぼうは同年代の方のどの女性よりも美しいです。きちんと化粧をし、女性らしい格好をすれば、二十歳ぐらいに見られるほどのみずみずしさを維持しているはずです（超贔屓ひいき目め）。

「とにかく、同年代でも、あなたと隊長にはそれだけ天と地ほどの差があるってことです。ですから、僕はあなたのことなどこれっぽっちも──」

「ああッ！　おいガキッ！　テメエ、今私になんつった!?」

　と、僕の反論に、ネヴァンの顔が醜く歪ゆがみました。豹ひよう変へんしました。

　普通に反論しただけですが、強烈な地雷でも踏み抜いてしまったのか。

「だから、カレンさんとあなたとでは差があり過ぎるから」

「そこじゃねエッ！　その前ッ!!」

　その前。

「もしかして、歳のこと……？」

「そうだッ！　私はな、これでもまだ二十だ！　覚えとけ！」

「「え？」」

　え。

　ネヴァンの叫びに、僕とエナの思考が止まりました。

「本気でびっくりした顔してんじゃねえ！　ああ、もう、強くなるためとはいえ、あんなイカレた魔術ばっか使ってっから、体内の生気がドンドン……って今日はそんなこと言いに来たんじゃねえ！」

　整えていた髪をぐしゃぐしゃと搔かきむしり、ネヴァンは、僕らへ歯並びの悪い口を見せて笑いました。

「王都のガキ、言っとくが、今日はアンタにツバをつけに来たわけじゃない」

　深呼吸を繰り返して何とか冷静さを取り戻したネヴァンが、空高く自らの腕を掲げて指を鳴らすと──。

　それと同時に、島の数カ所で爆発が起こりました。

「──宣戦布告だよ、ガキ共。お前たちの行動、作戦。残念だが、全部筒抜けよ」

「そんな、でも」

　この情報を事前に知っているのは、今はいないカレンさんや僕を除けば三人だけのはず。

　エナは僕といて、ノカは今も伝令の仕事をこなしている。

　そうなると、残りの一人は。

「……私のこと、信用してくれてありがとう。とてもやりやすかった」

「──おい、その冗談は、さすがに笑えないよ」

「まさか、裏切り者だったなんて」

　僕とエナが、一人の少女の名を……気を失ったリーリャを脇に抱える女戦士の名を呼びました。

「「ゼナ」」

「裏切り？　それはちょっと違う」
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　ネヴァンと同じネックレスを首にさげたゼナが、いつものように冷淡な口調で、僕たちへ告げました。

「最初から私は『そちら側』ではなかった。ただ、それだけ」







[image: 水も滴る女騎士が可愛い]







「リーリャ様はもらっていく。それじゃあね、二人とも」

「待ちなよ！　アンタ、リーリャ様をどうするつもりだ？」

「知らない。私は、ただ与えられた命令をこなすだけ」

　ゼナの瞳ひとみが傍らのネヴァンへと向きました。

　全ては彼女の指示、ということなのでしょう。

「そういうこと。じゃ、私たちはこれで失礼するわね、王都の坊や。これでも私、忙しい身だから」

「そんなの、私と隊長がやらせるわけ──」

「エナ、ちょっと待って」

　二人をすぐさま追いかけようと、エナが地面を蹴けろうとした瞬間を、僕は制止しました。

「隊長、なんで止めるのさ!?　早くしないとみんなが、リーリャ様が……」

「できれば僕もそうしたいよ。でも、」

　僕たち二人を囲むように、蜘蛛くもの巣のごとく張り巡らされた鋼糸が。

　後ろで結ばれていたゼナの髪かみ紐ひもが、いつの間にかほどけています。

「あなたたちには、しばらくここで釘くぎ付づけになってもらう」

　彼女がこの場にいることは全くの想定外です。もしかしたら、他の罠わななども仕掛けられている可能性が高い。

「ゼナァッ……!!」

　信用していたはずの仲間に裏切られたエナの失望や怒りは相当なものでしょう。口の端から血が垂れるほどに、彼女は唇を思い切り嚙かんでいました。

「お別れね、坊や。生きていたらまた会いましょう？　ま、多分無理だろうけど」

「……さよなら」

　けらけらと高笑いをあげ、ゼナを従えたネヴァンは森の奥へと消えていきました。

「待てッ！　……んのっ、ねえ、なんとかなんないの？」

　鋼糸は取り囲む形で張られているため、動こうにも動くことができません。糸の切れ味も抜群で、少し触れただけで皮膚が切り裂かれました。

「──隊長様！　エナ姉様！」

「ノカ、アンタ無事だったの？」

「はいっ！　伝令で回っていた時に、ちょうど皆さまがいるのに気づいて様子を……っ、これ、もしかしてゼナ姉様の」

「話は後。ノカ、この罠を解除することはできる？」

「この手のやつなら、ゼナ姉様に手ほどきを受けていましたので……少し時間はかかりますが、いけます」

　どうやら僕らにもわずかな運は残されていました。

　ノカはすぐさま罠の周囲をぐるりと回っていき、一つずつ解除していきます。

　彼女の頑張りもあって、罠の解除は数分で終わりましたが、ネヴァンたちの目もく論ろ見みを達成するには十分な時間稼ぎでしょう。

「エナ、この場所から港までどのくらいかかる？」

「森を突っ切っていけば、私なら二十分ぐらいってとこ」

　彼女らがどういうルートをとったのかは不明ですが、気を失ったリーリャやネヴァンがいることを考えれば、まだ間に合うはずです。

「とにかく、今は急ごう。ノカ、君は他の子たちと合流してひとまず避難を。無理に戦う必要はないからね」

「わかりました。隊長様、エナ姉様、お気をつけて」

　ノカと別れてすぐ、僕たちは準備を整えます。

「──行こう。僕がサポートするから、君は気にせず突っ走ってほしい」

「了解。……まあ、今回は指示に従ってやるさ」




　強化魔法で脚力をできるだけ強化し、僕たちは森の中を全速力で突っ切っていきます。

「ほら、なにやってんの？　もたもたしてると置いてくぞ！」

「そっちが速過ぎるんだよ……！」

　魔法が上乗せされたことによって、エナの身体能力がすごいことになっています。足を一歩踏み出す力が強すぎて地面が削れるほど。

　残された時間は少ないですが、これなら予想よりも早く追い付けそうです。

「すごい、これが魔法の力……必要ないと思ってたけど、これだけすごいと、ちょっと癖になっちゃうかもね」

　ノカのものと同様、エナのうなじ付近に刻まれた小さな刺青いれずみがほのかに光を放っています。おまじないの類たぐい、とノカは言っていましたが……とにかく今は色々考えるのはよしましょう。

　しかし、森を抜けて、一いつ旦たん開けたところに出た瞬間、僕たちの行く手をふさぐように立ちはだかる人が。

「やっぱり来たわねガキ共──ゼナの言う通りだったわ」

「ネヴァン……」

　百人近くからなる武装した兵士──その集団の中心にネヴァンがいました。

　まさか自ら足止めに出向くとは──とにかく、手て強ごわい相手であることに変わりはありません。

　二対多数。そのうち一人は何らかの魔術を駆使する大将のおまけつき。

　カレンさんと僕なら問題ないでしょうが、今回のパートナーはエナです。

　初めてのコンビで、連係も不完全です。ネヴァンさえいなければ、おそらく楽に戦えるのでしょうが。

「逃げようったって、そうはいかないわよ？　もしお姫様を助けたいんだったら、この私を倒してからにすることねえ？」

　戦う振りをして、やり過ごそうと思いましたが、それも無理そうです。

「……やるしかないか」

「だね。で、私は、どうすればいい？」

「大将首一本っていきたいところだけど、他が邪魔だし、全部やっちゃおう」

「いいね。そういうの、私嫌いじゃないよ」

　エナのほうはやる気にみなぎっていました。であれば、彼女には気持ちよく大暴れしてもらいましょう。

　首の骨をこきりと鳴らして、エナはネヴァンの前へ。

「あ～、これでようやく気兼ねなくやれる。会った時からさ、その気持ち悪い白い仮面、私、大っ嫌いだったんだよね。粉吹いて煙たいったら」

「奇遇ね、私も、アンタみたいな失礼なガキ、大っ嫌いだったわよ」

「え？　なに？　香水の匂いがきつすぎて鼻と、それからついでに耳の穴までふさいでたから何言ってっかわかんなかった。もう一回言ってよ」

「っ、口の減らねえガキッ……もういい、やれ！」

　ネヴァンが魔法書を開き呪じゆ文もんを詠唱すると、武装した周りの兵たちへむけて強化魔法を二重にも三重にもかけていきました。

「っ──!!」

　先に仕掛けたのはエナでした。途中で寄った集落で拝借してきた木刀ですが、僕の魔法で金属とも互角にぶつかり合えるぐらいには強度を高めています。

　金属と金属がぶつかり合うような音、そして衝撃。

「かっ、たいな、もう！」

　カレンさんと素で取っ組み合いできる力を持っている彼女ですが、相手も武装＋強化魔法付きですので、そうやすやすと退けることはできません。

　ということで、ここは僕が無理をする番となります。

「エナ、構わず突っ込んで！　そっちの強化魔法は僕がなんとか『消して』みせるから」

「消すって……んっ、わかった！」

　敵とのぶつかり合いに一瞬だけ硬直したエナでしたが、僕の言葉を信じてくれたのかそのまま再び敵の間合いへと飛び込んでいきます。

「上手うまくいってくれよ……！」

　攻撃を躱かわして兵の懐へと飛び込んだエナがそのままがら空きとなった胴の部分へと木刀を繰り出します。

「はっ、そんなチンケな攻撃で私の壁を破ろうだなんて──」

　しかし、ネヴァンの言葉とは裏腹に、エナの全力の膂りよ力りよくをもって振り抜いた一撃は、周囲にいた数人の兵の体を宙に浮かし、そして、

「うっらああッ！」

　彼女がそう吼ほえたと同時に、旋風が吹いたかのような衝撃波とともに、僕たちを取り囲んでいた数人が散り散りに吹き飛んでいきました。

「!?　そんな、魔法はきちんとかかっていたはずっ……」

　遠くから彼女の木刀に破魔の魔法を付与しただけですが、そのことを知らない相手にとってはさぞ驚いたことでしょう。

　ぶっつけ本番ですが、上手くいってくれたようです。

「いける……！」

　エナ自身も予想外の手ごたえに驚いているようでした。興奮しているのか、わずかに頰も紅潮しています。

「エナ、次！　敵はまだいるよ！」

「っと、ごめん、よろしく！」

　陣形をこじ開けられ、相手側には明らかな動揺が広がっていますから、この隙を逃す手はありません。

「そっ、こっ、を、どけえええッ──!!」

　最初が上手くいったことで戦意テンシヨンの上がったエナは、さらに乗りました。

　僕の手助けもありますが、今の状態の彼女が味方でよかったと思うほどです。

　一人、二人、三人──群がる帝国兵を次々に殴り倒して戦闘不能にしていきます。百に届こうかという敵の数が三十、十と減っていき。

「これで、最後ッ──!!」

　立ちはだかる全ての敵を無力化した僕たちは、ついにネヴァンのもとへと辿たどりつきました。

　後は、今回の事件の黒幕であるこの女を吹き飛ばすだけですが──。

「ちっ、ガキども──！」

　ネヴァンとの間合いを詰めようとしたところで、呪文の閃せん光こうが彼女の魔法書より迸ほとばしり、バチッ、という激しい雷撃が辺り一帯に広がっていきました。

「エナ、止まって」

「んっ！」

　反応し、僕もすぐさま魔法盾を張って、攻撃を完全に防ぎきりました。

「っ……防御、攻撃、それに支援と謎の力まで……坊や、あなた何者？」

「大したことない、ただの一騎士団の新人騎士の一人です」

　ネヴァンも実力はあるのでしょうが、相手が悪かったです。

　何かよからぬことをする前に、さっさと拘束してやりましょう。

「どいてもらいますよ。僕たちにはまだやらなければならないことがありますので」

「ネヴァン、覚悟しな」

　戦いは上手く立ち回れましたが、足止めになったのは間違いありません。すぐに追いかけなければ間に合わない。

「はあ、覚悟？　あなたたち、いったい何を言ってるのかしら？」

「なにがおかし──ん？」

　ネヴァンが笑みを浮かべた瞬間、僕の足が何者かに摑まれました。彼女が予あらかじめ仕掛けた罠かと最初は思ったのですが、

「これって……?!」

　足元を見た僕は、自分の目を疑いました。

『アアア……』

　僕たちに倒されたはずの、戦闘不能になったはずの兵たちが、何事もなかったかのように、再び襲い掛かろうとしていたのです。

「噓っ!?　こいつら、完全にぶちのめして、動けるはずないのに……！」

　気づくと、すでにエナの脚にも複数の兵たちが絡みついていました。

「こいつら、なんで」

　僕の視線の先に、勝ち誇った様子のネヴァンが。

「あ、ごめんなさい。言ってなかったわね。私のお人形さんのこと」

「お人形さんって……」

　すると、足元に絡みつく兵の腕の色が、どんどんと土気色に変色していきました。

　ネヴァンの顔のように、全身に施していた化粧が剝はがれ落ちた兵たちの正体。

「死人……!?」

「正解～。私の本当の肩書きは『死霊使い』──ここにいる送り込んだ人間、ぜんぶ、ぜーんぶ死人……ね、お人形さんでしょう？」

　死霊使いは、生気を触媒にして亡者を意のままに操る魔術を使う人たちのこと。

　王都では、というかどこの国でも禁止されている魔術です。

　ネヴァンが年齢以上に老けているのはそのためでしょう。

「一時はどうなるかと思ったけど、形勢逆転。……さあて、今までこの私をコケにしてくれたあなたたちは～……速攻でぶっ殺すから覚悟しておけやぁッ！」

　目をひん剝むいて叫んだネヴァンが、そのまま詠唱の準備に入りました。

「…………………!!」

　先程とは比較にならないほどの詠唱時間の長さ。

「くのっ……た、タイチョー、なんとかならないの……？」

「頑張ってるけど……！」

　自爆覚悟で魔法を撃ち続けていますが、死人なので、火で焼かれようが、風で切り刻まれようが意味がありません。

「実は私も張り切りすぎたせいで力が入らない……くっ、調子に乗りすぎた」

　纏まとわりつく死兵を振りほどこうとしますが、エナも僕もここまで無理をし過ぎたようです。

「アハハッ！　ほらぁ、どうしたのぉ？　テメエらあとちょっとで消し炭だけどぉ～？」

「くっそお……！」

「っ……」

　魔力は残っているので、ネヴァンの魔法を打ち消せばいいのですが、あれだけの規模をなかったことにすると、魔力が尽きてしまいます。

　そうなると、今度はリーリャを助けられなくなる。

　この状況を切り抜けるにはどうするか。

「さよならクソガキども──地獄で二人仲良──」

　勝利を確信する高笑いとともに、ネヴァンが魔法を僕らにむけて放とうとした瞬間──。

【しゃべるな】

「──く、ねっ……！」

　聞き覚えのある声が背後から響きました。

「っ、っ……！」

　様子からして、先ほどの命令によって、ネヴァンは一切の発声を封じられたようです。

　予想外のことに、ネヴァンは思わず魔法書を取り落としました。

「……久しぶりにハルに会えると思って楽しみに来てみれば、なんだか面倒くさいことになってるわね」

　寸前で僕らを助けてくれたのは、ブラックホークの印が刺し繡しゆうされた魔法衣を纏った魔術師さん。

　暗い紫の髪は少し伸びて、後は、何やら片方の目に変な眼帯をつけていますが、間違いありません。

　その瞳ひとみを目にした者を、言葉一つで半強制的に従わせる力。

　それを使える人など、僕は一人しか知りませんでした。

「その少年は『私の』少年。勝手に殺されると、非常に困るんだけど」

「アンリさん……？」

「ふふ、久しぶりハル。相変わらず生意気そうで素敵よ」

　その人は、以前カレンさんを人質にとってブラックホークの詰め所に立てこもり、今は王都の牢ろう獄ごくに収監されているはずのアンリさんでした。

「また変なのが……ねえ、その人知り合い？」

「まあ、ね。でも、どうしてアンリさんがここに──」

「──それは、私が説明しよう」

　そして、その疑問に答えてくれたのは、やっぱり、予想通りの人でした。

　相変わらず、僕のピンチには必ず駆けつけてくれるお人です。

「何とか間に合ったようだなハル」

「カレンさん！」

　ついさっき別れたはずのカレンさんが、僕の前に。

「……でも、どうしてまた水着なんです？」

「あ、いや、これはその、」

「先行して向かっていた私の船とすれ違いざまに海に飛び込んで、それで泳いで勝手に乗り込んできたからよ。海賊かっての」

「ばっ──そっちは言うなって、さっきぃっ……！」

　呆あきれ顔のアンリさんが、事情を説明してくれました。

　なるほど、それで水が滴っているのか。

「なんだかよく知らんが、ハルに何かあるかも、と胸騒ぎがしてな。船を見た時には、すでに大海原に飛び込んでいた」

　また勝手なことをして。ですが、助かりました。

「と、とにかく行くぞっ！　ひとまずはハルたちを助ける。人手不足の穴、きちんと埋めろよ、アンリ。私を痛めつけた詫わびだ」

「ま、こうなった以上、命令された仕事は果たすわよ。首輪をされるのは癪しやくだけど、首をはねられるよりはマシだし」

「ぬぐぎぃっ…………ん、ん……！」

　歯を食いしばって、魔眼の効果に抗あらがったネヴァンが、自らの魔力を死兵へと分け与えていきます。

「へえ、結構頑張るじゃない」

「たかが魔眼ごときに、この私が負けるかよっ……！」

　ネヴァンの魔力によって肥大した死兵が、僕とエナの拘束のための数人を残し、カレンさんとアンリさんに殺到していきます。

　複数の死兵たちがアンリさん目掛けて飛びかかりますが、アンリさんは平然と立って薄い笑みを浮かべたままです。

「はぁ、愚かね。脳まで老化しちゃったのかしら？」

「んだとオッ……!?」

「死人だから、魔法なんて効くはずもない……そう思っているのなら、甘いのよ」

　相変わらずの妖あやしい光を瞳に揺らめかせて、

【止まりなさい】

　と一言。

「────」

　すると、ネヴァンの操り人形のはずだった死兵たちが、まるで石になったかのように完全に動きを止めました。

「牢獄生活のせいか知らないけど、私の魔眼コレ、ちょっと性能が上がったみたいでね。命のあるなしは、もはや私の前では無意味」

　しばらく会わない間に謎の進化を遂げてしまったようです。

「ほら、動きは止めたわよ。ということで、後よろしく」

「ああ、ご苦労だったな」

　攻撃してください、と言わんばかりとなった集団の中へカレンさんが飛び込みました。

「はっ──!!」

　気合いとともに剣を振りぬいた瞬間、僕に群がっていた敵が、一人残らず吹き飛んでいました。

　巻き込まれたので僕も真上に吹き飛びましたが、僕が落ちたのは地面ではなく、カレンさんの腕の中でした。

「待たせてすまないハル。無事でなによりだ」

「あの……はい」

　あれ、なんでしょうこの高鳴る胸の鼓動──なんだか囚とらわれの身を勇者に救われたお姫様のような気分。カレンさん、超かっこいい。

「ちょっとオバサン！　イチャコラすんのはもうあきらめてるからいいけど、その前に私も助けてくんない！」

「やだよ」

　そう言って、カレンさんはエナの求めに、ぷいっと顔を背けるのでした。

「いやあ、どうせ私は若い若いピッチピチじゃない『オバサン』だし？　『オバサン』だから、ハルを助けただけで疲れちゃったし？　お前を助ける余力はもうないというか」

「はあっ!?　この状況でなにそんな大人げないこと言ってんの？　アンタそれでも隊長のつもり？」

「確かにそうだが、私はお前の隊長ではない！　今のお前は赤の他人だ。助けてほしいなら、アンリにでもお願いしておけ！」

　相変わらずの二人です。そして、カレンさんはやっぱり大人げない。

「エナ、今のは君も悪いよ。カレンさんだって一人の女性なんだし、目上の人なんだから最小限の礼儀ぐらいは弁わきまえること」

「……わかったよ。ちゃんとすればいいんでしょ」

　むすっとしつつも、エナはカレンさんに頭を下げました。

「助けてください、お願いします」

「まったく、最初からそう言えばいいんだ」

　そうして、ようやくエナは助け出されました。

　ネヴァンが率いていた多くの兵は、カレンさんとアンリさんの活躍もあり、完全に行動不能。

　四人対一人。おそらく魔力もほぼ使いきったでしょう。

　後やることといえば、せいぜい白旗を上げることぐらい。

「ちいっ、使えねえ奴ら……！」

「降伏してください。今ならまだ、ひどいことにはならない」

　これだけの禁術を使いこなす存在なら帝国でもそれなりの地位にいる可能性があるので、僕たちには直接関係ありませんが、使いようはあるでしょう。

「背に腹は代えられないってか……！」

　これで後はリーリャを助けて全て終わり、と僕の緊張が一瞬緩んだ矢先、

「って、んなコト言うと思ったか、この王都のクソ共がぁッ！」

　彼女がそう叫ぶと、彼女の背後から一人の少女が──ゼナが現れたのでした。

「……世話の焼ける人」

「ゼナっ、アンタ……！」

　睨にらみつけるエナを、ゼナはいつもの無表情で見つめます。

「リーリャ様の身柄はすでに目的の場所に運んでおいた。残念」

　彼女がこの場にいる、ということは時間切れを意味しているのですが、しかし、想定の時間よりも早いような。

「ふふ、ご苦労だったわね、裏切り者のゼナちゃん。……逃げるみたいになるのは癪だけど、まあ、これで目的は果たしたわけだし。ここは用済みね」

「このっ、逃げんのかよ、腰抜け！」

「なんとでも言ってろ、ガキ。これは戦略的撤退だよ」

　状況的なことを言えば、僕たちが見過ごすわけはありません。ただ、彼女たちとて帝国の人間です。逃げるために、何かまた隠し玉を用意している可能性もあります。

「…………」

「？　おい、」

　しかし、ゼナが動く気配はありません。

「ゼナ、おい」

「なに？」

「なに、じゃねえっ！　リーリャはすでに海の上なんだろ、」

「リーリャ様なら、今は自分の部屋でぐっすりと眠ってる」

「ああっ、自分の部屋っ!?　アンタ一体何──」

　と、その時、ゼナがネヴァンの首筋付近へ向けて小さな針を突き刺しました。

「だから、あなたも眠るといい」

「ん──」

「あなたは一つ勘違いしているみたいだから、教えてあげる」

　全身から力が抜けたように倒れるネヴァンの様子を見下ろしながら、ゼナは告げました。

「私は、帝国そつち側でもない」

「──だ、って……」

　帝国のものと思われた徽き章しようが砕けて、その中から、白い十字だけが、彼女の首元で強い輝きを放っていたのでした。

　ホワイトクロス──近この衛え騎士団の第一分隊のものでした。

「私は王都の生まれ。王都出身のお父さんと、そして、この国出身のお母さんの間から生まれた。実は近衛騎士団所属。知らない人がほとんどだけど」

　王都と共和国は、時に密に、そして時には細々とですが、古くから協力関係が続いていました。物的にも、そして人的にもです。

　ですからもちろん、ゼナが言うようなことが起こりえても決して不思議ではないわけです。

　王都で生まれようがこの国で生まれようが、母親が共和国の女性であれば、ほぼ例外なく母親側のみの血を受け継いで生を受ける──戦士として騎士として、最も適した能力を持って、です。

　王都出身の人間であるのにもかかわらず、まったく疑われることなく現地の人として暮らしていける──王都側に何か不都合があった時のため、これほど適任な人材はいないでしょう。

「じゃあつまり、普段は絶対に通らない要請が通ったり、救援がやたら早かったりっていうのは……」

　ん、とゼナ。

「……私がずっとエルルカ様に情報を伝えていたから。もちろん、隊長──あなたの仕事ぶりとかも。全て報告している」

　ゼナがわりと僕に協力的だった理由についても、『元々王都側の人間だったから』ということで、ある程度の説明ができます。

「あの、ちなみに『全て』って、どこからどこまで？」

「さっきも言ったけど、本当に全部。事細かに。漏れなく」

　ということは、僕とカレンさんのイチャイチャも姫様には知られているということに。

　もしかして、あの洞どう窟くつでの出来事なんかも。

　カレンさんもそのことに気づいたのか、ひきつった笑いを浮かべています。

　性的なことは悪いことではありませんが、それにしても恥ずかしい。

　まさか姫様がその話を漏らすとは考えにくいですが……マドレーヌさんあたりが聞いたら、カレンさんが羞しゆう恥ちに耐えられず、死んでしまうかも。

「じゃ、じゃあ、私に情報を流していたのは……」

「ネヴァン、あなたの捕縛は、随分前に決まっていた。だから、漏らしてもいい範囲で情報を差し出して私を信用させて、ボロを出してもらうべく協力する振りをした」

「く、そが……」

　針に塗られていた毒によって力尽きたネヴァンが、気を失うと、ゼナはすぐに彼女の体を縛りつけました。

「仕事のためではあるけど、皆を騙だました……謝罪する」

　敵を信用させる目的とはいえ、これまで一緒にやってきた友人のはずのエナとも敵対してしまった──彼女も辛つらかったはずです。

「皆を騙して裏切って……ゼナ、アンタ、絶対いい死に方しないね」

「わかってる」

「私さ、もしかしたらアンタのせいで細切れになって死ぬところだったんだけど。それはどう落とし前つけんのさ？」

「…………」

　ゼナはエナの前で腕をだらりと垂らし、直立不動の状態で目をつぶりました。

　好きなようにやれ、と。

「ふうん。……なら、しっかり足に力入れて歯ぁ食いしばりなよ」

　ゼナの意図を汲くんだエナが、そのまま腰を落とし、深呼吸を二回、三回と繰り返しました。

「一発殴って、それでチャラ。……若いな」

　その様子を静かに眺めているカレンさんがしみじみと頷いています。

　カレンさん、それ、とってもオバサンっぽいです。

「くだらない。金でも払ってさっさと終わらせればいいのよ、面倒くさい。ねえ、ハルもそう思わない？」

　この人たちは、もう。

「んりゃあッ！」

「んぐっ……！」

　と、大人たち二人の対応に追われている僕とは別に、若い二人は青春していました。

　エナの正せい拳けんを顔面──頰のあたりで受けたゼナが、そのまま数メートル先へ吹き飛んでいきます。

「痛い」

「当たり前でしょ、本気で殴ったんだから──ほら、立てる？」

「……ん」

　エナの差し出した手を握手するようにしてゼナが摑つかみ、立ち上がりました。

　固く繫つながれた彼女たちの手を見て、これでようやく一件落着──かとそう思っていたのですが。

「ハル、ちょっと」

「？　アンリさん」

　アンリさんが、真剣な表情で僕を呼びました。

「一応悪さしないよう、コイツのこと見張ってたんだけど……」

　うつぶせになっていたネヴァンをひっくり返すと、

「あの、これ……」

「ええ。死んでるわ」

　ネヴァンはいつの間にか息絶えていました。ただ、不審な点もいくつかありました。

「どうした、ハル、アンリ？」

「隊長、その、ネヴァンなんですが……」

　ネヴァンの顔を覗のぞき込んだカレンさんも、すぐさま状況を把握しました。

「……それ、本当にネヴァンなのか？　私には、干からびた老婆のようにしか見えないが」

　カレンさんの言う通り、目の前に転がった死体は、それまでのネヴァンとはまったく違うものでした。

　ゼナの拘束は完かん璧ぺきのはずです。何かとすり替わった可能性はありません。

　……嫌な予感がしました。

「隊長様、エナ姉様！」

　そしてすぐ、その予感が的中することを知らせるように、血相を変えたノカが僕たちのもとへ駆け込んできました。

「ノカ、どうかした？」

「え？　あの、ゼナ姉様も、ですか？」

「その話は後。ところで、何かあったの？」

「は、はいっ。もしかしたら必要かなと思って、祠ほこらのほうに回復薬などを取りに行ったのですけど……その、部屋にいたリーリャちゃんが、変なこと言って暴れだして」

　ぞくり、と背筋に冷たいものが走りました。

「リーリャ様、なんて？」

「はい、あの、自分が新生ネヴァン様だとかどうとか、って」

「！　それって」

「……まんまとやられたわね」

　種はわかりませんが、唯一わかっていることは、ネヴァンがリーリャの体を乗っ取ることに成功した可能性が大ということです。

「ハル、行くぞ。ここからは私たちの仕事だ」

「はい」

　騒動はまだもう少しだけ続きそうです。
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　入り口のすぐ外から内部を確認したところ、特に変わった様子はありません。

　しかし、その静寂は、今となっては不気味です。

「ひとまず全員で行こう。離れ離れになるより、固まっていたほうが安全だ」

　ノカの守りをエナとゼナの二人に任せ、僕とカレンさん、そしてアンリさんの三人が先行して地下への階段へと進みます。

　重い石扉を勢いよく蹴け破やぶり闘技場へと飛び出した僕たちが目にしたのは……。

「──なんじゃ、騒々しい奴らめ」

「リーリャ様……？」

「なんじゃ、ゼナ。そんなに驚いた顔をしおって、変な奴じゃの」

　闘技場の中心で、自身の得物である戦せん斧ぷを握って立っているリーリャその人でした。

「リーリャ様っ、体は……お体はどこも悪くないですか？　気分が悪いとか、そういうのは？」

「ふん、妾わらわを誰だと思っておる。多少の疲労など、少し寝ればこの通りじゃ」

　二人の呼びかけ問いかけに対する受け答えにも不自然な点は見当たりません。

　乗っ取りは失敗した、ということでしょうか。

「えっと、リーリャ……ちゃん？　リーリャちゃん、なの？」

「……なんじゃノカ。そんな変な顔して。妾の顔に何かついておるか？」

「やっぱり」

　意を決したように、ノカが──過去にリーリャの一番の親友だったノカが続けました。

「やっぱり違う……あなたは、リーリャちゃんじゃない」

　その言葉に、リーリャの眉まゆが顰ひそめられました。

「……何を言っておるのじゃノカ。妾は妾じゃ、それ以上でもそれ以下でもない」

「ほら、また私のことを『ノカ』って。どうして私のことをそんな風に呼ぶの？」

「……いや、お主はノカじゃないか。ノカのことをノカと名前で呼んで何が悪いのじゃ？」

　首を振り、ノカはその問いに答えました。

「違います！　私の知ってるリーリャちゃんは、私のことをそう呼んだりしないっ！　私が泣き虫だったから、それで、ピーピー泣くからお前は『ピースケ』だって……それだけは、今も昔も全然変わってないっ！」

　確かにここにいる『リーリャ』は全てを知っていました。エナやゼナ、そして王都から来た僕や、カレンさんのことも全て。

　それは調べたり、自分自身の目で見たことがあればわかります。

　でも、今の『リーリャ』は昔のことまで知ることができません。

　体は奪えても、それまでの時間をも奪うことはできないのですから。

「あ～あ、せっかく全員油断したところを、この体使って一網打尽にしてやろうって思ったのに」

　ちっ、と小汚く舌打ちしたリーリャ……いや、正確に言えば、彼女の体の中に入り込んだネヴァンの顔が、醜悪なものへと変わっていきました。

「バレちゃったのなら見せてやるよ……リーリャの体を乗っ取って生まれ変わった、この新生ネヴァン様の真の力ってやつをさアっ！」




　リーリャの体を乗っ取った死霊使いのネヴァンの高笑いが闘技場内に響く中、僕は心の中で小さく舌打ちをしていました。

「クフッ、自分の魂を魔力に変換して、他人の意識を乗っ取る死霊魔法──実験段階だから、まだ不自由なところもあるけど……これなら十分やれるわねえ」

　体の馴な染じみ具合を確認するため手足を動かしているネヴァンでしたが、まだ微妙に体の動きがたどたどしい状態……なので、まだ完全に乗っ取ったわけでもないようです。

　まだ助けられる。

「……ハル、自分の剣は持っているか？」

「今は僕の部屋です。この状況では取りにはいけないでしょうね」

「なら、これを使え。私の予備だが、お前の無茶な扱いに耐えられるぐらいは丈夫だ」

　カレンさんは腰につけていた一本を僕へ。カレンさん仕様なのでズシリと重いですが、品質については申し分ありません。

「アンリ、あの状態、どう見る？」

「さあ。死霊術、知ってはいるけど、実際に見るのは初めてだから。どういうからくりなのかは『視』てみないと」

　時間稼ぎが必要のようです。

　仕組みがわからない以上、無闇な手出しは厳禁。ですが、全員が冷静ではいられないわけで。

「んのっ……リーリャ様から出てけえッ！」

「ちょっ、エナっ」

　僕が止めるより先に、激高したエナがネヴァンのもとへと一直線に飛びかかっていきました。怒りで完全に我を忘れているようです。

「あらあら怖いわね～、そんな野蛮な人と戦うなんて私はできないから～……来なッ！　私の新しいオモチャッ！」

「っ!?　その子たちはッ……！」

　いったいどこに潜んでいたのか、ネヴァンへと迫るエナに立ちはだかるように、数人の少女たちが飛び出してきました。

　どうやら完全に操られているようです。

「この体は最高よ？　しょぼい前の体じゃできなかったことも、ちょっと魔力を強めにしてあげれば簡単に出来るし～……何より、これだけ魔力を割いてもちっとも老化しないし、その上膨大だし。さすが成長期前の娘の体ね。目をつけていた甲斐かいがあったわ！」

　相当の魔力を少女たちに分け与えているのか、手加減なしに突っ込んだエナですらなすすべなく彼女たちの壁の前に弾はじかれてしまいました。

「あハハッ！　ほらほらどうしたの？　もっと頑張ってみなさいよ！」

　リーリャの斧おのを通して、少女たちへとさらなる魔力が流し込まれました。

　生者ですら、一いつ旦たん気絶させてしまえば、死兵と同じように操ることが出来る。

　こちらも、生きているか死んでいるかは関係ないようです。

「ハル、操られている女の子たちの相手は私がする。お前はリーリャに憑ついたネヴァンの魔力を引きはがしてやれ」

　なかなか骨が折れますが、やるしかありません。

「……私にもやらせて」

「ゼナ、いいの？」

「元はと言えば私の責任だから」

　袖そでから出した二本の短剣を構えたゼナが僕の隣へと並びました。

「ねえ、私は……」

「エナはノカをお願い。ノカまでネヴァンに操られたら、それこそ洒落しやれにならないから」

「ん、わかった。でも、ヤバいと思ったらすぐに助太刀するからね」

　僕の説得を聞き入れてくれたエナが一歩後ろに下がりました。

「お前の力を管理するためマドレーヌが作ったその眼帯まどうぐ……こういう状況だと無いほうが良かったのかもな」

「文句ならあの鬼悪魔に言ってちょうだい。二度と外せないような設計にするのが悪いのよ。しかも痛いし」

　マドレーヌさんという共通の話題（？）のおかげか、意外と二人の仲は悪くなさそうです。これなら、お任せして問題ないでしょう。

「そうだ、カレンさん。一応、強化魔法を」

「いや、いい。必要になればアンリにでも頼むさ。……行くぞ！」

　カレンさんの言葉を合図に、本格的な戦いの火ぶたが切られました。

　まず先手を取ったのは、前後で少し間隔をあけて敵陣へと踏み込むカレンさんとアンリさんの二人。

「アンリ、一瞬でいい。動きを止めろ」

「人使いの荒い……ま、ハルのためにやってあげるけど」

　そう言って、アンリさんが手を前に突き出した瞬間、少女たちの足首を透明な氷が包みこみました。

　一瞬だけなら、魔眼まで使う必要はありません。

　もちろんすぐに氷は砕かれますが、そのわずかな隙だけで、カレンさんにとっては十分でした。

「遅い！」

　振り抜いた一撃がそのうちの一人を捉えました。普通ならここで戦闘不能ですが、操られている状態の少女たちには関係ありません。

　そこで、後方のアンリさんの出番ということになります。

「──しばらく大人しくしておきなさい」

　倒れた敵の両腕両脚に、強力な拘束がなされました。大きな魔獣などを捕獲するために考案された魔法ですから、力ずくで解くことはできません。

「ちっ、うるさいハエどもが……！」

　器の限界などお構いなしに魔力をつぎ込んだネヴァンがカレンさんへ向けて少女たちを集団で差し向けます。

　しかし、数の大小は、カレンさんにはほぼ関係ありません。

「ハルの前で、私の男の前で、格好悪いところは見せられんからなっ！」

　気合いとともにカレンさんが地面に剣を叩たたきつけると、その衝撃のみで周囲の数人を吹き飛ばしてしまいました。

「──ハル、任せた！」

「はい！」

　前線が混乱するのに乗じて、僕とゼナの二人がするすると敵の包囲網を抜けていきます。

「大人しく降参してればいいものの……ウっゼえなあああッ！」

　予想通り戦力を隠していたネヴァンが僕らへ向けて死兵を差し向けてきました。

「ここは私がやる」

「ゼナ、出来るの？」

「大丈夫。そっちは魔力を温存して」

　ゼナが僕の一歩前へ先行しました。

　彼女に三人の相手は難しいと思いましたが。

　もしもの時のフォローを、と僕が剣を構えた刹せつ那な。

「いくよ──」

　それまで目の前にいたはずのゼナの姿が、ふっ、と一瞬の内に消えてしまいました。

「!?　小娘ッ、いったいどこに──」

　突然の出来事に目を見開いたネヴァンでしたが、次の瞬間、さらに呆あつ気けにとられることが起こりました。

「死角だらけ」

　死兵の背後にゼナが出現したかと思うと、それと同時に、鋭い鋼糸によって死兵の体があっけなくバラバラに切断されました。すでに死んでいるということもあって、容赦はありません。

　この仕事をするにあたって、王都で相当厳しい教育を叩たたきこまれたはずですから、このぐらいは出来て当然ということでしょう。

「ッ、揃いも揃って邪魔を……！」

「邪魔なのは、あなた」

　伏兵はゼナがいとも簡単に退けました。カレンさんたちの方も問題なさそうです。

　後は、僕が頑張るだけです。

「一応、こうして戦うのは二度目かな？　といっても、今の君は知らないだろうけど」

　カレンさんから借り受けた剣を、僕はゆっくりと抜きました。

　使うのは初めてですが、不思議と体に馴染みます。

「ちっ、ガキが。人形倒したぐらいでいい気になってんなよ」

　拘束された少女や、すでにやられてしまった死兵の体から魔力を自身の体へ戻したネヴァンの負の闘気が、場の一帯を支配していきました。

「初めっから私がやれば良かったんだ。少しずつこの体の具合もこなれてきたし──お前ら全員、まとめて皆殺しにしてやるよ」

「やれるものなら」

　一度目はノカの乱入がありましたが、二度目はどうなるか。




　ネヴァンと対たい峙じする僕は、ずっと、あることばかりを考えていました。

「どうしたよ、ガキ。まさか今さら怖おじ気けづいたとは言わせないよ？」

「それは大丈夫です」

　魔法も使えるようになっているリーリャと考えれば脅威かもしれませんが、体を乗っ取っても、経験までは乗っ取れないので接近戦は問題ないでしょう。

　問題は、魔法のほう。

「時間がいるの？」

「……うん。正直もう少しだけ、情報が欲しい」

　後ろのアンリさんを確認しつつ、僕は答えました。

　死霊術の発動をなかったことにするには、どうやって術を作動させているのか、戦いを通して詳しく知る必要があります。

「わかった。じゃあ、私がやる」

　すると、ゼナが僕の一歩前へ。ネヴァンに短剣を向けました。

「ちっ、またお前かよ」

「……出て行って。あなたに、その体を使う資格など無い」

「は？　この体はもう私のモノ。誰にも渡さない」

「元のミイラへ戻れ。そして絶命しろ。この老婆」

「っ……よっぽど早死にしたいようね」

　安い挑発に乗ったネヴァンがリーリャの斧おのに炎を纏まとわせました。

　技術的にはそう難しいものではありませんが、やはりリーリャの体を通しているだけあって、その規模は人一人なら炎で飲み込んでしまうほどに大きいものでした。

「ッ──！」

　触れれば一瞬で灰になりそうなほどの脅威ですが、ゼナは躊ちゆう躇ちよなくネヴァンへと迫りました。

　斧の一振りで発生した炎の渦を搔かい潜り、ネヴァンの首元へ正確無比な蹴けり。

「っと、遅い」

「っ……」

　もう少しで攻撃が届こうかというところで、それに反応したネヴァンが彼女の蹴りを軽々と防ぎました。

「どれだけ速い攻撃だろうが、最終的にこちらに来ることがわかっていれば、元の主の持つ反射神経をもってすればなんてことはないんだよっ！」

　そのままゼナの足を鷲わし摑づかみにしたネヴァンが、その勢いのまま彼女の体を思い切り地面に叩きつけました。

「あぐっ……！」

　衝撃に顔を歪ゆがめたゼナを、ネヴァンは再び棒切れのように持ち上げ、

「オラッ！　この私を裏切った罪、その体が薄板になるまでペチャンコにして償わせてやるよ！」

「ぁッ……！」

「ゼナ、やっぱり僕も」

「ダメっ！　あなたはそこにいて！」

　僕の援護を頑かたくなに拒否するゼナ。

　もうかなりのダメージをため込んでいるはずですが、それでも援護をお願いする気はまったくないようです。

「ッ──！」

　隠し持っていた小さなナイフをネヴァンの顔面目掛けて投げ、その隙になんとか拘束を抜け出したゼナが一いつ旦たんネヴァンの間合いから離れました。

　摑まれていた右の足首は青黒く腫はれています。立っているのも辛つらいはずですが、それでも彼女は立ち上がります。

「ゼナ、もういい。後は僕がなんとかするから君は退いて──」

「ううん、退かない。絶対」

　ゼナはどうしても首を縦には振ってくれません。

「私は裏切り者。任務のため、あっちにすり寄り、こっちに尻尾しつぽを振って情報を探る。時には味方も騙だますし、陥れる。最低な人間。それはわかってる」

　でも、とゼナ。

「この人たちだけは捨てたくない。わがままなリーリャ様、むかつくエナ、泣き虫で臆おく病びようだけど頑張り屋のノカ。『どちら側』にもなれない私だったけど、楽しかったから」

　彼女たちとの付き合いは、ゼナにとってみれば単なる仕事。

　ですが、そう短くない日々を過ごせば、情だって湧くはずです。

　彼女だって、監視者という役割をとっぱらってしまえば、ただの女の子です。

「虫のいいことだっていうのは、わかってる。それでも、私はリーリャ様を、ここにいるみんなを助けたい。だから」

　冷静さは保ちつつも、微妙に声を震わせて喋るエナ。

「お願い、あの人を助けて。それが出来るのは、今は多分、あなただけだから」

　わずかに滲にじんだ瞳ひとみをぬぐって、エナは再び敵に向かって突っ込んで行きます。

「何度も何度もちょこまかと……いい加減にくたばりなッ!!」

　負傷もあって、動きの差は歴然ですが、ゼナはあきらめません。

「リーリャを助ける？　何言ってるの？　リーリャの魂は、もう私と融合して一つとなっているのよ？　新たな命として転生を遂げたの。だからもうあきらめて楽になりなさいッ！」

「ならない。私は信じる。隊長が、あの人が絶対にやってくれる。だから絶対、無傷であなたのところまで送り届ける」

　ですが、予想以上に体力の消耗が早いのか、ゼナの攻撃は徐々に弱まっていき。

「ほらほらどうしたぁッ～!?　このままじゃ私に──だぁい好きなリーリャちゃんに嬲なぶり殺しにされちゃうよォ～っ！？？」

「んッ……！」

「アンリさん！」

「わかってる。けど、まだ視えない……」

　ネヴァンとリーリャ、二人の魔力が魔術的に繫つながっているということであれば、体のどこかにその兆候が見られるはずです。

　人の魔力の源は、アンリさんが瞳、ちなみに僕が心臓、といったように、それを引き出す場所は異なっています。それはリーリャも同じで、融合しているとしたら、そこです。

　ですが、そこはネヴァンも魔術師の端くれ。そこを巧妙に隠され、まだその場所の看破にはいたっていません。

　そこさえわかってしまえば、問題ないのですが。

　と、その時、僕の視界の端を、小さな影が通り過ぎました。

「──お願い、リーリャちゃん！　もうやめて!!」

「ノカっ?!」

　ゼナが傷つく様に耐えられなくなったのか、ノカがネヴァンへ縋すがるように抱き着きました。エナの制止を振り切ったようです。

「これ以上やったら、本当にゼナ姉様が死んじゃう！　リーリャちゃん目を覚まして。かわりに私のこといじめていいから、あの時のリーリャちゃんに戻って！」

「んだこのちんちくりん！　邪魔すんじゃねえよ！」

　ノカを振り払おうと、乱暴に彼女の髪を摑んで引っ張るネヴァン。

　しかし、それでもノカはやめません。

「イヤだ！　私だってリーリャちゃんの友達なんだ。これ以上、一人ぼっちになんかさせるもんか！」

「黙れ、弱いだけのガキが、引っ込んでろ！」

「あうっ」

　あえなく引きはがされるノカ。無駄とも思えるほんのささやかな抵抗。

「っ……!?」

　しかし、ネヴァンが彼女を壁へと放り投げるような仕草を見せた時にそれは起こりました。

「なン、じゃ……この感覚は!!」

　左目に、右目とは異なる光が宿った瞬間、急にネヴァンが呻うめきだし、そのまま下腹部を押さえるようにしてうずくまったのです。

「ゴメン！　ノカのやつ、こんな時に飛び出して……！」

「いや、もしかしたら、ものすごく役にたってくれたかも。ですよね？　アンリさん」

「ええ。お手柄ね」

　ノカの頑張りを無駄にはできません。

「役に立ったって、リーリャ様を助ける方法が見つかったの？」

「……多分」

　ちょうどネヴァンが押さえている下腹部に小さく刻まれた刺青いれずみ。

　そこを一点に見据えて、僕は手を前に突き出しました。

「視えた──ハル、あの子供のお腹の刺青、不自然な紋様に改変されている。そこを狙いなさい」

「大丈夫です。もうやってますから」

「っ──え、なんで？　そんなそんなそんな、そんなバカなっ！」

　直後、ネヴァンが激しく狼狽うろたえ始めました。

「噓ッ、なんでっ!?　魔力が、癒着してたはずの私の魔力が剝はがれかかってる！」

「ふう……やっぱり、念のため仕込んでおいてよかった」

「!?　て、テメエ、王都のガキッ！　何をしやがった！」

　僕は、予あらかじめリーリャに強化魔法を、攻撃魔法や精神魔法に対する防御の力を高める強化をかけていました。

　昨日、カレンさんからリーリャを引きはがした時です。触れたのは一瞬ですが、その時に付与していました。

　ネヴァンとリーリャの癒着が不完全だったのは、発動したばかりで体が馴な染じんでいなかったのではなく、僕の魔法によって微妙に阻害されたためです。

　もちろん、リーリャが内部で激しい抵抗をしてくれているおかげでもありますが。

　あとは、死霊術の発動をなかったことにするだけです。

「──ハル、久々に二人で組もうか」

「隊長」

　肩を並べるようにして、僕の隣にカレンさんが立ちました。

「いいんですか？」

「ああ。意外に早くやることが終わったものでな。……それに、お前の隣は誰にも譲りたくない。仕事でも、なんでも」

　そう言って、カレンさんは、僕の体を包み込むようにして抱きしめてくれました。

　背中で感じる胸の柔らかさと、ゆっくり一定のリズムを刻む心臓の鼓動によって、僕の体から徐々に緊張が抜けていきます。

「……ハル、大丈夫だ」

「はい」

　リーリャの体の奥にある魔力回路に居座っているネヴァンの魔力を切り離し、体外へと追い出す──やることは明確ですが、ぶっつけ本番です。

「恐れるな、とは言わん。リーリャの命が危ないかもしれないからな……その気持ちは、私にだってある」

　カレンさんの腕の力が強くなりました。

「大丈夫だ、ハル。お前には、私がいる。もし他の全員が敵に回ったり、お前に石を投げつけてきても、私だけはお前のそばにいる。お前の盾になってやる」

「隊長……」

「──行こう、ハル。今度は私がお前を支えてやる」

　そうして、カレンさんは、僕の頰に軽く口づけをし。

「隊長、一撃入れるのに集中したいので、守りをお願いしてもいいですか？　あと、ネヴァンの防御を崩すのも」

「贅ぜい沢たくなヤツだな。……まあ、惚ほれた弱みだ、しっかり果たしてやるさ」

「ハル、はいこれ。持っていきなさい」

　どこかへ行っていたアンリさんが戻ってくると、その手には隊長部屋に置きっぱなしだった僕の愛剣が握られていました。

「アンリさんも、ありがとうございます」

「……別に？　ま、せいぜい頑張りなさい」

「はい。では、行きます」

　アンリさんから剣を受け取ったと同時に、僕とカレンさんは、敵へ一直線に駆けていきました。

「あとは、頼みます」

「任せろ」

　ゼナと入れ替わるようにして、カレンさんが前へ。

「ちい……貴様ら、よくもおおっ！」

　先に僕たちを始末する方向に舵かじを切ったのか、カレンさんと僕目掛けて斧おのを振り回してきます。しかし、

「ふんっ！」

「っ、止められた……?!」

　しかも、剣を持っている片腕のみで。

「思っていたよりは弱いな。基礎訓練が足りん」

「この、ふざけやがって……！」

　その後、何度も何度もネヴァンから攻撃を仕掛けられるカレンさんでしたが、水着姿のカレンさんは、汗一つかかず涼しい顔。

「見本を見せてやる。連撃というのは、こうやるんだ」

「っあ……!?」

　一撃、また一撃とカレンさんが攻撃をするたび、ネヴァンの体勢がどんどんと崩れていきます。リーリャの持つ身体能力のみが頼みの綱であるネヴァンと、鍛えられた心技体を持つカレンさんとでは、差は歴然でした。

「隊長……ノッてますね」

「ああ、滾たぎる！　どうしてかな、やっぱりお前と組むのが、私は一番好きだ！」

　その言葉と同時、カレンさんが、ネヴァンの持っている斧を弾はじき飛ばしました。

　遥はるか後方に飛んで、地面に転がる斧。体勢も大きく崩れています。

　隙だらけでした。

「ッ……ちょっと、待っ──」

「待たない。もう遅い」

　そうして、僕は破魔の魔法を纏まとわせた剣の切っ先で、リーリャに刻まれた刺青に小さな切り傷をいれました。

「あっ、だめ、離れる……せっかく手に入れた私の器がっ……！」

「それはリーリャ様のもので、あなたのものじゃない」

「ちくしょ……こんな、ところでえッ……」

「で、てけ。わた……妾わらわから、出て……いくのじゃ！」

　もとの口調に戻ったリーリャが叫んだ瞬間、バシュン、という音とともに、白い霧の塊のようなものがリーリャの体内からはじき出されました。

　逃げようとしているのか、あっちこっちへ中空を漂っていました。

「ハル、確実に仕留めるぞ」

「はい」

　気づくと、すでにカレンさんが僕のそばで大剣を振りかぶっていました。剣を水平にして、僕がそこに足をかけて跳べるように。

「行ってこい、ハル！」

「はい！」

「っ……ふんっ！」

　カレンさんの支援によって空に打ち出された僕は、すぐさまネヴァンと思われる魔力体に肉薄します。

　器を失った彼女には、断末魔をあげることすらできません。騎士団に属する人間として、彼女も彼女で目指すところがあったようですが。

「──ごめんなさい」

　物言わぬ魂へそう告げた僕は、そのまま剣を振りかぶり──。




「ふふっ。なるほどね」

「なっ……」

　ありったけの魔力を込めて振り下ろした一撃をあっさりと止められました。

　カレンさん仕込みの剣を、たったの人差し指一本で。

「ごめんなさい、ちょっとばかりお邪魔させてもらうわね」

　どこからともなく、燃える炎とともに現れた、真っ赤な魔法衣、いや、ドレスローブでしょうか、それと三角帽子を身に着けた女性が、白い靄もや玉だまを横から一瞬で搔かっ攫さらっていったのです。

「別にここで塵ちりにしてもいいんだけど……コレはまだ利用価値があるから」

「あなたは、もしかしてネヴァンの、」

「まあ、上司ってところかしらね。一応」

　ということは、この女性も帝国の人です。

　目深にかぶった帽子からのぞく鮮やかな紅くれないの瞳ひとみは、どこか引き付けられるような、妖あやしい力に満ちています。

　魔眼でも、妖よう術じゆつの類たぐいでもない。とにかく、不思議な感覚です。

「ハル！」

「隊長っ、すいません、途中で邪魔が入って……」

「邪魔？　ハル、そこに誰かいるのか？」

「えっ……？」

　どこから見ていても目立つはずの登場をした謎の魔法使い。

　ですが、カレンさん以下仲間の皆さんは、全員、僕の言葉に首を傾げるばかりでした。

「そんな、まさか僕以外の誰にも見えていない……？」

「ええ、そうよ。だって、あなたにだけ見えるようにお願いしたんだから」

　不敵に笑って、魔法使いはそう僕に告げました。

　ネヴァンを助けた、かどうかはわかりませんが。魔法か、それとも別の何かか……またおかしな能力を持っているようです。

「っと、あなたとはもうちょっと喋しやべりたかったけど……ごめんなさい。そろそろ時間切れみたい」

「くっ、待て……！」

「じゃ、また会いましょうね。……ハル」

　僕の呼びかけを無視して、炎髪のドレスを着た謎の女は、出現した時と同じようにして、炎の中に姿を消していったのでした。

「なんだったんだ、今の……」

　念のため変わった魔力の気配がないか捜してみますが、やはり跡形もなく消失しています。

　はっきりとした正体も不明ですし、また厄介な人が現れたものです。

「っと、落ちる──」
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　勢いを失った僕は、そのままバランスを崩して地面へと落下し。

「ハル！」

　そして、滑り込むように飛び込んだカレンさんに受け止められました。

「すいません、隊長。取り逃がしました」

「今はいい。ひとまずは、私に抱っこされていろ」

　お姫様抱っこのような体勢で恥ずかしいですが、抜け出そうにも、魔力を使い切ったせいか全身へとへとでした。

　なので、ひとまずここは優しいカレンさんのやわらかいおっぱい……じゃなくて、気遣いに甘えておくとしましょう。

「う、う～ん……なんじゃ、ここは？　妾はあの時裏切られたネヴァンに……ダメじゃ、これ以上はよく思い出せぬ……」

　僕が戻るとほぼ同時、寝ぼけ眼をこすりつつリーリャが意識を取り戻しました。

　ネヴァンに襲われた以降の記憶はやはり残っていないみたいです。

「なんじゃお主たち……勢揃いして妾を見おってからに。またしても余計な顔と、それから……」

「リーリャちゃん！」

「ノカ……相変わらずの泣き虫め。成長しても全く変わらぬではないか。このピースケ」

「ひっく……ごめん、ごめんね、リーリャちゃん……！」

「こら離れぬか。暑苦しいし、他の皆も見ておる……」

　そうは言いつつも、リーリャは犬のようにわんわんと泣くノカをぞんざいに扱うことはしませんでした。

　ネヴァンの支配から逃れたせいか、これまでと較べて表情が穏やかです。

　そして、ノカと同じくもう二人。

「リーリャ様！」

「リーリャ様」

「んぐ……ええい、なんじゃ貴様ら、妾をもみくちゃにしてどうするつもりじゃ」

「よかった。いつものリーリャ様だ」

「うん」

　四人、仲なか睦むつまじい姿。完全に解決したわけではありませんが、リーリャが無事であれば問題ありません。

　帝国のほうは、僕とは直接関係ありませんから。

「……なあ、そこの」

「僕ですか？」

「そうじゃ、えっと、ハル、と言ったかの。それと」

「カレンです」

「そうじゃったな」

　三人を従えて、リーリャが僕とカレンさんのもとへ。

「その……まずは、謝らせて欲しい」

　ペコリ、と頭を下げて、リーリャが言います。

「今回のことは、全て妾の責任じゃ。頭がすっきりしている今ならわかる。母様が死んで、精神的にきつかったところを、気づかぬうちにやられた。こやつらの忠告もわかっていたが、どうしても、素直になれなかった。奴にとって、妾はいいカモだったじゃろうな」

　だからこそ、ネヴァンは彼女を狙ったのかもしれません。そう労力をかけずに、素質のある、しかも若い体を手に入れることができるのですから。

「今さら許してもらおうとは思わん。特にお主たちには悪いことをした。だから……」

「──心配しないでください」

「ん──」

　と、その時、再びカレンさんがリーリャのことを抱きしめました。

　いつか、落ち込んだ僕を慰めるようにした時と同じ、優しい表情で。

「……お辛つらかったですね」

「っ……！」

　カレンさんに頭を撫なでられ、そう言わると、リーリャの瞳からポロリと涙がこぼれました。

「前に言われた通り、私はあなたのことを全ては知りません。ですが、それでも、推し量れるぐらいには人生経験を積んだつもりです」

「……カレン、お主は許してくれるのか？　こんなどうしようもない妾のことを」

「はい。エルルカ様にも一緒に謝りましょう。きちんと反省すれば、あの方もきっと許しくれるでしょうから」

「うんっ……ごめんなさい、ありがとう……」

　カレンさんの胸に顔をうずめて、リーリャは少しずつ、それまで胸の内にためていた感情を吐き出すように、泣き始めました。

「……寝ちゃいましたね」

　そこから十数分後。泣きつかれたリーリャは、カレンさんの胸の中で穏やかな寝息を立てていました。

　本来なら僕の特等席、と言いたいところですが、今回は譲っておきましょう。

「とりあえずリーリャ様の部屋に戻ろうか。掃除しなきゃだろうし」

　これまでのゴタゴタで相当散らかっていそうです。臭いもありましたし、片付けには相当苦労しそうです。

　敵はひとまず退けることができましたが、後始末のほうはまだ残っています。なので、早速それに取り掛からねばならないのですが、

「ん……」

「隊長様、どうなさったのですか？」

「あ、いや……さすがに気が抜けちゃったから、ちょっと眠くて」

　緊張の糸が切れた途端、疲労がどっと僕を襲ってきました。こちらに来てから何かと魔力を消費しつづけていたので、限界です。

「……なら、」

「ゼナ？」

「えい」

　疲労で眠気が頂点の僕の隙をついて、足払いをされてしまいました。

　もちろんそのままなすすべなく転ぼうとするのですが、

「こう」

　そのまま膝ひざ枕まくらの体勢に移行されました。

　素早い身のこなしで僕の頭が、ゼナの太ふと腿ももに導かれました。

「隊長も、すごく頑張ってくれた。だから、そのお礼」

「え、あの……」

「しばらく寝てていい。起きるまで、私がこうしていてあげるから」

「気遣いはうれしいけど……」

　首を回すのも億おつ劫くうですが、さすがに様子は確認しておかないと……。

「…………」

　カレンさんが見てる。

　寝ているリーリャを起こさないようにしながら、ゼナに膝枕をされている僕を睨にらみつつ、邪悪な笑みを浮かべていました。

　首から下と上で様子が全然違います。こわい。

　このままだとカレンさんに八つ裂きにされそうなので、頑張って体を起こそうとしますが、一度へとへとになってしまった体では、逆らうことができません。

「あの、ノカ。できれば見てないで助けて欲しいんだけど……」

「……えっと、あの、」

　そう言って、ノカもなぜか僕のそばへすすす、と寄ってきて。

「ゼナ姉様、その、できれば私も」

「……いいよ」

　なぜかノカも僕のことを膝枕してきました。二人並んで正座して、その二人の間に僕の頭があるような感じです。

「なんで？」

　なにこの状況。

「あの、私も、その、隊長様にお礼がしたいというか……なので」

　それがなぜ膝枕という結論になるのか。

「なにやってんの、アンタら。バカじゃないの？」

「とかいいつつ、なんであなたもこっちに来るんですかね……」

　結局全員参戦してきました。僕の頭は今や三人の膝に囲まれる形に。

　見たくない。さっきからずっと様子を見ているであろうカレンさんを──。

「──やあ」

「……はは」

　リーリャを器用に抱いたまま、カレンさんが僕の顔を覗のぞき込んでいました。

　笑っているのですが、まるで仮面をつけているかのように表情筋が動きません。

　これまで色々カレンさんの怖い顔を見てきたつもりですが、今ほど恐ろしいと思ったことはありません。

「ノカ、リーリャのほうを頼む」

「え、あの」

　問答無用でノカにリーリャを託した後、カレンさんは力ずくで僕を奪い取りました。

「私が今やってたんだけど」

「だからって、わざわざ彼女がいる前でやるやつがあるかあっ！　何か？　お前は恩を仇あだで返す感じの人間なのか？」

「そんなことないけど……もしかして、膝枕してほしい？」

「いらんわ！　小娘に膝枕してもらって喜ぶもうすぐ三十の女とか、なんかもう色々とまずい気がする！」

　カレンさん、今日はツッコミも冴さえているような。こういう状態は最近あまり見ていなかったのですが、懐かしい感じがしてとても嬉うれしいです。

「……あの、隊長」

「んぎぎ……っと、どうしたハル？　そんなにやけて」

「いえ、やっぱりカレンさんといるのは楽しいなって」

　この国を荒らすだけ荒らしまわった首謀者は取り逃しました。王都、共和国、そして帝国を取り巻く状況が完全に解決したとは言えないですけれど。

　今、この時だけは、ゆっくり休んでいいですよね、カレンさん。

　いつもの安心する温かみを感じ、僕はゆっくりと意識を落としていったのでした。
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　事件が終結してから、一ひと月つきほど。




「ハル、ハルはおるか！」

「そんなに激しくノックしなくても。いますよここに」

　隊長部屋のドアを破壊せんとばかりにノックしているのは、あれ以来、すっかり元気を取り戻したリーリャでした。

　以前は引きこもりがちだった生活も改善し、今は、お世話係のエナやゼナ、そして新たにその輪に加わったノカとともに、襲撃によって破壊されてしまった集落の復興に精を出していました。

「調子はどう、ってもう訊きくまでもないですね」

「当たり前じゃ！　妾わらわはもともと強いんじゃから、当然であろう？」

「ああ、そういえばそうでしたね。リーリャ様は強くてお偉い方です」

「むう……お主、だんだん妾の扱いがぞんざいになっとらんか？」

　あの事件以降、リーリャもようやく僕と接してくれるようになり、こうしてたまに机を囲んで仕事をするまでになりました。

　そして、そのおかげもあって、リーリャは王都の支援や意見をもっと積極的に受け入れてくれるようになりました。

　なかなか大変でしたが、頑張った甲斐かいはありました。

「リーリャ様、あの話の件ですけど、本当に良かったんですか？」

「ん？　妾たちの国を王都領にする、ということについてか？」

　頷うなずきつつ、先日、リーリャとエルルカ様との間で締結された書類を見せました。王都代表のエルルカ姫と、共和国の代表であるリーリャのサイン。正式な文書です。

「……よい。この一月、みんなともしっかり話した上で決めたことじゃからな。妾たちがこうしてすぐに元通りの生活に戻れたのも、お主やエルルカ、それにカレン……王都の救援なり支援があったからじゃし」

　これで、姫様からの依頼は完了しました。不仲となってしまった原因を解決し、関係も新しく良好なものへ。

「ところでハル、帝国のほうとはどうなっておるのじゃ？　エルルカとたまにやり取りしておるが、結構大変だと聞き及んでおる」

「そうみたいですね。詳しいことは、僕も知らないんですけど」

　リーリャの言う通り、現在王都では、事件に対して帝国への説明を求めている最中ですが、現在も納得いく回答は得られてないとのこと。

　この国を襲っていたはずの死兵や、それを操っていた親玉のネヴァンの遺体など、帝国に関わるもの全て、僕たちが気づいた時にはなくなっていました。

　一切の物的証拠を残さないそのやり口……さすがというか、なんというか。

「ふうん……まあ、そちらはそちらで上の奴らに任せておくとしようか」

「そうですね」

　先日の事件で出会った謎の赤髪赤眼の女性が脳裏をよぎりますが、そのことについては、エルルカ様にひとまずお任せするしかありません。

　僕は一騎士として、これからも与えられた仕事を全うするだけです。

「そう言えばハル、お主、明日から数日休みが欲しいといっておったが、王都にでも帰るつもりか？」

「はい。ちょっと済ませておきたいことがありまして──」







　共和国から船で二日。僕は久しぶりに王都の地を踏みしめていました。

「ハル！」

　定期船から降りてきた僕の姿を見つけるなり飛び出してきたカレンさんに、僕は思い切り抱きしめられました。

　あまりに力強く締め付けてくるのでちょっと苦しいですが──僕も一月以上ぶりのカレンさんの匂いなのでとても嬉しいです。

「ハル、お帰り」

「ただいまです。カレンさん」

　お互いの再会を喜ぶように、じっくりと時間をかけて僕たちは抱きしめ合います。

　人目があるので、それ以上はこの後のお楽しみとして。

「カレンさん、今日はとても綺き麗れいというか、可愛い服ですね」

　カレンさんが着ているのは、いつもの鎧よろいではなく、おろしたてと思われるおしゃれな衣服です。私服でもほとんど持ってないスカートだってはいています。

「ほら……今日は一応、私たちにとって大事な日だろ？　だから、服装でもちゃんとしておこうと思って」

「……そうですね」

　今日はカレンさんとのデートではなく、別の方と会う用事がありました。

　カレンさんと僕とで今日までしっかり話し合い、約束を取りました。実は僕も今日は鎧ではなく、カレンさんと同じくしっかりとした服装をしていました。

「じゃ、じゃじゃあ、い、いい行こうかハル。そろそろ約束の時間だし」

「カレンさん緊張しすぎですよ」

　同じほうの手と足を出しながら歩くカレンさんを一いつ旦たん止めて、気持ちを落ち着かせます。

「そんなに緊張しなくたって、今日はただの決意表明ですから」

「で、でも決意表明たって、そういうのには変わらないだろう？　結局認めてもらわんことにはどうにもならないんだから」

「確かにそうですね。でも、だからって僕たちの気持ちはもう変わらないんですから」

「む……まあ、そうだな」

　なので、とりあえずもう一度僕たちの気持ちを確認することにしました。

「カレンさん」

「……はい」

「僕のこと、好きですか？」

「……」

　少しあって、カレンさんは頷きながら一言。

「……うん、好き。大好き」

「…………く～！」

「なに拳こぶし握って喜んでるんだよ、お前は」

「だって……ねえ、カレンさん。あの、さっきのところもう一回言ってください」

「さっきのところって、」

「はい」

「……いやだ」

　ぷい、とカレンさんがそっぽを向きました。

「え～」

「え～、じゃない。だいたい、もう散々気持ちは伝えあってるんだから、今さら口で言ったところで意味はないだろう」

「相手もわかってくれているだろう、じゃダメですよ。行動でも言葉でも、何度でも伝えなきゃ」

「じゃ、じゃあお前が先にやってくれよ」

「カレンさん、好きです」

「うっ」

「大好きです。愛してます。出会った時からずっと、カレンさんしか見えません」

「ちょ、ほら、皆がヘンな目でこっち見てるから！　目立つから！」

「そうやって恥ずかしがっているところなんか最高です。仕事の時は鬼のように厳しくて強いのに、僕と二人きりの時だけは弱くなって、甘えて甘えさせてくれるところなんか可愛すぎて死んじゃいそうです」

「わ、わかった。わかったから。お前が私のこと好きなの、いつでもちゃんと伝わってるのわかったから」

　こうして慌ててあたふたするのだって。

　何度同じことをやっても、同じようになってくれるのが好きです。

「……私も、好き」

　そして、結局は折れて僕のわがままを受け入れてくれるところも。

「私だって、ハルのこと愛してる。きっとハルが私のことを愛してくれている以上に。いつだって私のことを考えているところ、私には素直なところ、たまに生意気なところ、ちゃんと年相応に悩んで、時には泣くことだってあるところ。……あと、その」

「その？」

「……顔が可愛いところも」

　カレンさん、正直すぎます。

「正直、その……私の好みど真ん中でした。会ったばかりの時は、ずっと我慢してたけど」

　まあ、僕に対して最初から好意がなければ、そもそもアタックなんて成功しません。

　だからこそ、ちょっとやり過ぎた行為も、カレンさんは受け入れてくれたわけです。

「と、とにかく、私だって、ハルのことが好きだから！　……ほら、これでいいか？」

「はい！　すごく嬉しいです！　ねえ、皆さんもそう思いませんか？」

「え？」

　途中からやけになったせいでカレンさんは気づいていませんでしたが、これまでのカレンさんの『好き』は、僕のほか、周囲の人にもばっちり届いていました。

　カレンさんの声はよく通りますし、大きいですから。

「え、あ、あの、えと、そのぉ……」

　老若男女の生暖かい視線が、一斉に僕たちに注がれました。基本的にはクスクスと笑われていましたが、中には羨うらやむ声もちらほらと。

「しっ、失礼しました[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　それに気づいた瞬間、一気にこみ上げた羞しゆう恥ちに耐えられなくなったカレンさんは、僕の手を引っ張って、王都の街を全速力で疾走しました。

「ハル、バカッ！　もうバカっ、知らない！」

　と言いつつも、僕の手をしっかり摑つかんで放さないカレンさん。

　少し暴れすぎてしまいましたが、これで緊張のほうは解ほぐれてくれたでしょう。

　さて、それでは行きましょうか。
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「──よく来たな、カレン。それに、ハル」

　とある邸宅の玄関を開けると、僕たちを、ガーレスさんが出迎えてくれました。

　用事があったのは、カレンさんのお父さんだったというわけです。

　もちろん、この日のために、時間を作ってもらいました。

「とりあえず、座って話をしようか。……ちょうど、私もお前たちに報告すべきことが出来たところだしな」

　使用人の方がお茶を出し、三人だけになってから話し始めました。

　僕とカレンさんが隣り合って、その対面にガーレスさんという形。

「まあ、お前たちから話があった時点で、予感はしていたが、さすがに気合い入れすぎじゃないか？　ハルのほうはまあいいとして、カレンはな」

「え、あの、やっぱりこういうのは親子でもしておくべきかと」

「まあ、お前がそうしたいんなら構わんが」

　苦笑いして、ガーレスさんがお茶を一口。

　顔はそれなりに老けて年齢を感じさせますが、体は相変わらず筋骨隆々です。血は繫つながっていないはずですが、ここまで実の親子のような人たちを僕は知りません。

「では、改めて」

　こほん、と咳せき払ばらいし、切り出します。

「ガーレスさん、カレンさんとのお付き合いを認めてください」

「私からも、お願いします」

　アンリさんの事件の後、結局、許可しているのかいないのか、よくわからないままになっていたガーレスさんへの正式な挨あい拶さつ。

「それは……ちゃんと先のことを考えての『付き合い』ということか？」

「はい」

　もちろんそのつもりです。でなければここまでかしこまったことはしません。

「……今日は僕たちの気持ちを、きちんとガーレスさんに伝えたかったんです。決意表明というか」

「もし私に反対されても、別れるつもりはない、と？」

「……そういうことです、お父さん」

　ここからはカレンさんも加わります。最初は僕一人で説得するつもりでしたが、『私も説得したい』と、結局この形に落ち着きました。

「多分、私はこの先、この子以外と、こういうことには決してならないでしょう。つまり、これがダメだったら、私は一生独身で生涯を終えることになります」

「それは、私を脅しているのか？」

「いえ。ただ、私にとってこの恋がそれほどのものだった、ということです。今まで剣の道に邁まい進しんしていた私を、この少しの間で、あっさりと女の道に引きずりこむぐらいには」

　今まではしなかった化粧や、ちょっとしたアクセサリ、服装、髪型など。

　それまでは淡い憧あこがれだけ抱いて、結局自分には剣しかないとあきらめていた時とは大違いです。それは、おそらく身近にいた父であるガーレスさんが最もわかっていたことでしょう。

「お父さん、その……私は、ハルの、この子の子供を産みたいと思っています」

「「ぶっ!?」」

　僕とガーレスさんが同時に茶を吹き出し、せき込みました。

「あ、すいません総隊長つい」

「い、いや、いい。私も似たようなものだ」

「え、え？」

　カレンさんが『私なにかマズいこと言った？』という顔で僕とガーレスさんを交互に見ます。

　結婚を前提に付き合う時点でそのことも想定していますし、僕もいつだって準備はできていますが、さすがにこのタイミングでぶち込んでくると驚きます。

「だって！　だってだって！　結婚したら、当然そうなるじゃないか！　お父さんだって、孫の顔見たいですよね!?　ねえっ!?」

「あ、ああ。もちろん。同期だと、すでにそうなっている者もいるからな」

　カレンさん、なんていうかすごい。覚悟できてる。

「もちろん、僕もカレンさんと同じ気持ちでいます。今はまだやることがあって、そんな時間はないかもしれませんが、でも、近いうちに必ず、ガーレスさん、あなたに可愛いお孫さんをお見せすることを約束します」

「……お前まで言うか」

　呆あきれたように言って、ガーレスさんが頭を抱えました。

　僕ですらまさかこんな展開になるとは思いませんでしたから、ガーレスさんならなおさらでしょう。

「……わかった、好きにしろ」

「お父さん……！」

「だが、ここで言ったからにはちゃんと責任を果たせよ。カレン、ハル。私が元気な間に、一人でも二人でも、孫を見せること。定期的に顔を出すこと。長期の休暇になったら私の家で孫と一緒に過ごすこと。いいな？」

　ガーレスさん、やっぱり孫が欲しかったんですね。なんだかんだ、面倒見のいいおじいさんになりそうです。

「……さて、これでお前たちの話は終わりか？」

　僕とカレンさんは頷うなずきました。これで気兼ねなく、自由な交際ができるというもの。

「では、今度はこちらからだ」

　懐からガーレスさんが取り出したのは、一枚の紙でした。

　綺き麗れいに折りたたまれた真っ白な紙に、とある印が押されていました。

「これは帝国からのものだ」

「「っ……!?」」

　それは、僕たちを驚かせるには十分すぎる代物でした。

「エルルカ様が帝国に働きかけて、ようやく聞き出せた情報だ。正式なものではないが、間違いない。……ハル、お前の出自について」

「僕の……」

　出自。作られたものでなく、本当の。

「お父さん……お父さんは、中身は？」

「誓って見ていない。私も、エルルカ様も。どうするかは、ハル、お前に委ゆだねると」

　ガーレスさんから、僕は紙を受け取りました。

「……」

　見つめ、しばらく考える。

　この中身を見れば、『おれ』は知ることができるかもしれない。

　どうして『おれ』が生まれて、どうしてここに『おれ』がいたのか。

　そもそも『おれ』とは何者なのか。

「っ……！」

　意を決して、『おれ』は丁寧にまかれて封されていた紐ひもをほどいて。

「──ふっ！」

　炎の魔法で、跡形もなく塵ちりにしたのでした。

「……それが、お前の答えか？」

「はい。『おれ』は……いえ、僕はハルです。王都近この衛え騎士団第四騎士分隊、ブラックホーク所属の新人騎士ハル。カレンさんの恋人で、将来カレンさんの夫になる決意を固めた男です。他のことなんて、どうでもいい」

　そう言って、僕はカレンさんの手を握る。

　たとえどうなっても、僕にはこの人がいる。

　僕がどんな人間でも、僕のことを受け入れている女性が。

　だからこそ、余計なものはいらない。

「ハル、カレン、お前たちに訊きいておきたい」

「「はい」」

　カレンさんが僕の手を強く握り返す。

　きっとカレンさんも同じことを思ってくれている。だから。

「もし、またお前たちに、似たようなことが起こったら、その時はどうする？」

「「その時は」」

　合わせる必要もなく、僕とカレンさんは同時に言い切りました。

「「そんなもの二人で全部ぶっ飛ばして、幸せになります」」

　僕たちの気持ちで、決意でした。

「……わかった。姫様にも、そう伝えておこう」

　そう言って、ガーレスさんは席を立ち、部屋から出ていきました。

　残ったのは、僕たち二人きり。

「なあ、ハル」

「なんですか？」

「お父さん、笑ってた」

「そうですか？　いつもの仏頂面のような気もしますけど」

「いいや。笑ってたよ、絶対。わかるんだ、だって、私は、あの人の娘なんだから」

　首を振って、カレンさんは言いました。

　僕たちの選択を、祝福してくれたのかもしれません。

　であれば、僕たちにできることは、一つだけです。

「カレンさん」

「うん」

　互いに見つめ合って、一言。

「まずは『ちゃんとする』ところから始めましょうか」

「う……うん」

　僕とカレンさんの道は、まだまだこれから。
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　コミックス第一巻も同月（６月４日）発売！

　挨あい拶さつの前につい宣伝のほうが先走ってしまいました。『年上エリート女騎士が僕の前でだけ可愛い』作者のたかたです。第二巻をお届けいたしました。

　冒頭でもお伝えした通り、現在、『ヤングエースＵＰ』にてコミカライズ版が好評連載中です。実は第一巻の書籍化作業と並行して企画は進んでいたのですが、都合により、あとがきではこのタイミングでの告知となりました。

　コミカライズは吉よし野の宗そう助すけ先生に担当していただいていますが、正直に申し上げて、吉野先生からコミカライズ版のカレンやハルのキャラデザ、そして第一話からのネームがあがってきた時点で『絶対にこれは面白くなる』と感じていました。とてもいい漫画家さんに担当していただけたと思っていますし、その気持ちは、連載中の今でも変わっておりません。

　もし、コミカライズは未読です、という方がおりましたら、『ヤングエースＵＰ』にて無料で読めますのでお試しください。コミカライズ版のカレンも可愛かわいくて、きっとニヤニヤしていただけると思いますので。（面白かったらコミックス買ってください）

　さて、第二巻の内容です。カクヨム版と較くらべ、ストーリーの流れはだいたい同じですが、中身のほうは思い切った変更となりました。上司部下の関係はそのままに、恋人関係という新たな属性が加わったハルとカレン。仕事上の都合で離れ離れになりつつも、多少の障害などおかまいなしに仲を深めていく二人の様子を主に書かせていただきました。

　個人的な話になるのですが、私は後日談大好き人間です。ラブコメ作品は特にそうなのですが、付き合う前のやきもきする感じよりも、思いが通じ合った後の、ちょっと歯止めが利かなくなって所かまわずバカップルをやらかす様子のほうが好きだったりします。ただ恋人同士になってそこで終わりではなく、長く付き合って、結婚して、子供が出来て、という。カクヨム版はそれを意識した形ですので、ぜひチェックしてみてください。

　それでは最後に、第二巻を出すにあたってお世話になった方々へ。

　スニーカー文庫編集部、および担当編集様。今回もお世話になりました。今巻の書籍化は特に大きく改稿したこともあって、隅々まで原稿をチェックしていただきました。原稿を書く時はまず担当に面白いと言わせるべくやっておりますので、『素晴らしかったです』という言葉をいただけてなによりでした。今後ももっとそう言わせられるよう頑張ります。

　イラスト担当のあるぷ先生、今巻のカレンさんも最高でした。表紙の生足が特によかったです。本当にありがとうございました。

　そして最後に、読者の皆様。今巻も読んでいただきありがとうございました。またこの場でご挨拶できたら嬉うれしいです。
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